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平
成
21 

年 

第
１
回
定
例
議
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。

２
月
26
日
〜
３
月
18
日（
21
日
間
）

今
回
提
案
さ
れ
た
議
員
発
議
1
件
、報
告
1
件
、承
認
1
件
、議
案
48
件
、請
願
4
件
、前
回
か
ら
継
続
審
査
だ
っ
た
請
願
3
件
、陳
情
1
件
を
審
議
し
ま

し
た
。そ
の
う
ち
議
案
2
件
、請
願
1
件
を
継
続
審
査
、請
願
3
件
を
不
採
択
と
し
、他
を
原
案
通
り
可
決
・
採
択
、ま
た
は
趣
旨
採
択
と
し
ま
し
た
。

給
食
セ
ン
タ
ー
、

稼
動
に
向
け
て

■
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
物
品
購
入

学
校
給
食
セ
ン
タ
�
の
厨
房

備
品
等
の
物
品
一
式
を
２
億

４
１
５
０
万
円
で(

株)

中
西
製

作
所
大
分
営
業
所
か
ら
購
入
す

る
契
約
を
す
る
も
の
�
予
定
価

格
２
千
万
円
以
上
の
物
品
等
の

売
買
に
は
議
会
の
議
決
が
必
要
�

水
道
に
薬
品
流
出
で

大
損
害
が
…

■
損
害
賠
償
の
額
の
決
定

湯
布
院
町
に
あ
る
市
の
上
水

道
施
設
に
お
い
て
滅
菌
用
薬
品

が
施
設
外
へ
流
出
し
�
九
州
林

産
株
式
会
社
が
養
殖
中
の
魚
を

大
量
死
さ
せ
損
害
を
被
ら
せ
て

し
ま
�
た
た
め
�
九
州
林
産
に

約
１
３
３
万
円
の
損
害
賠
償
を

行
な
う
も
の
�
30
万
円
以
上
の

賠
償
額
の
決
定
に
は
議
会
の
議

決
が
必
要
�

■
由
布
市
国
民
宿
舎
条
例
の
廃
止

施
設
が
老
朽
化
し
�
所
期
の
目
的
を
達
成
し
た
た
め
�

湯
布
院
の
国
民
宿
舎
�
由
布
山
荘
�
を
閉
館
す
る
た
め
の

条
例
廃
止
�

団
の
排
除
を
図
る
た
め
の
条
例

改
正
�
市
長
は
入
居
者
が
同
居

さ
せ
よ
う
と
す
る
者
が
暴
力
団

員
で
あ
る
と
き
は
入
居
を
承
認

し
な
い
こ
と
が
で
き
る
�

機
能
別
消
防
団
を設置

■
由
布
市
消
防
団
員
の
定
員
、任

免
、給
与
、服
務
等
に
関
す
る
条

例
の
一
部
改
正

消
防
団
員
の
不
足
に
よ
る
昼

間
の
消
防
力
の
確
保
及
び
災
害

時
の
消
防
活
動
を
補
完
す
る
た

め
�
�
機
能
別
消
防
団
�
を
設

置
す
る
も
の
�
当
面
は
�
市
外

出
身
で
市
内
の
消
防
団
に
所
属

し
て
い
な
い
市
職
員
等
を
対
象

と
し
て
組
織
す
る
�

任
期
付
滞
納
徴
収

専
門
職
員
を
採
用

■
一
般
職
の
任
期
付
職
員
の
採
用

　

に
関
す
る
条
例
の
制
定

高
度
の
専
門
的
知
識
経
験
又

は
優
れ
た
識
見
を
有
す
る
者
を
�

一
定
期
間
�
５
年
以
内
�
を
任

期
と
し
て
市
の
一
般
職
職
員
と

し
て
採
用
で
き
る
制
度
を
導
入

す
る
も
の
�
収
納
課
で
税
滞
納

の
徴
収
を
専
門
と
す
る
職
員
の

雇
用
を
予
定
し
て
い
る
�

■
職
員
の
給
与
の
特
例
に
関
す
る

　

条
例
の
一
部
改
正

厳
し
い
財
政
状
況
の
下
�
平

成
18
年
７
月
よ
り
市
職
員
の
給

与
を
一
律
５
％
カ
�
ト
し
て
い

る
も
の
を
�
引
き
続
き
今
年
９

月
ま
で
減
給
す
る
た
め
の
条
例

の
文
言
改
正
�

■
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の

　
一
部
改
正（
継
続
審
査
）

職
員
の
通
勤
手
当
を
�
県
内

他
市
と
の
均
衡
を
図
り
一
律
引

き
上
げ
よ
う
と
す
る
も
の
�

■
監
査
委
員
条
例
の
一
部
改
正

（
継
続
審
査
）

不
測
の
事
態
に
備
え
て
�
決

算
の
審
査
期
日
を
延
長
で
き
る

よ
う
条
例
の
文
言
を
改
正
し
よ

う
と
す
る
も
の
�

�
継
続
審
査
の
理
由
に
つ
い
て
は

�
常
任
委
員
会
審
議
レ
ポ
�
ト
�

●
ペ
�
ジ
を
参
照
�

■
由
布
市
財
政
調
整
基
金
条
例
の

　
一
部
改
正

毎
年
度
�
前
年
度
決
算
剰
余

金
の
２
分
の
１
を
下
ら
な
い
額

を
基
金
と
し
て
積
立
て
る
事
を

明
確
化
す
る
も
の
�

■
由
布
市
消
費
者
行
政
活
性
化
基

　

金
条
例
の
制
定

■
由
布
市
子
育
て
支
援
特
別
対
策

　

基
金
条
例
の
制
定

■
由
布
市
障
が
い
者
福
祉
特
別
対

　

策
基
金
条
例
の
制
定

■
由
布
市
介
護
従
事
者
処
遇
改
善

　

臨
時
特
例
基
金
条
例
の
制
定

い
ず
れ
も
国
の
平
成
20
年
度

の
地
域
活
性
化
・
生
活
対
策
臨

時
交
付
金
を
財
源
に
し
て
基
金

を
新
設
し
�
新
年
度
に
事
業
を

行
な
え
る
よ
う
に
す
る
た
め
の

条
例
制
定
�

■
宇
佐
市
と
由
布
市
と
の
証
明
書

　

等
の
交
付
等
に
係
る
事
務
の
委

　

託
に
関
す
る
協
議

■
由
布
市
と
国
東
市
の
証
明
書
等

　

の
交
付
等
に
係
る
事
務
の
委
託

　

に
関
す
る
協
議

�
お
お
い
た
広
域
窓
口
サ
�

ビ
ス
�
の
実
施
に
伴
い
�
証
明

書
等
の
交
付
事
務
を
宇
佐
市
や

国
東
市
と
も
相
互
に
委
託
し
て

実
施
で
き
る
よ
う
に
す
る
も
の
�

■
一
般
職
の
職
員
の
給
与
に
関
す

　

る
法
律
等
の
一
部
を
改
正
す
る

　

法
律
の
施
行
に
伴
う
関
係
条
例

　

の
整
理
に
関
す
る
条
例
の
制
定

■
個
人
情
報
保
護
条
例
の
一
部
改
正

■
使
用
料
及
び
手
数
料
条
例
の
一

　

部
改
正

■
介
護
保
険
条
例
の
一
部
改
正

■
道
路
占
用
料
徴
収
条
例
の
一
部

　

改
正

■
法
定
外
公
共
物
の
管
理
に
関
す

　

る
条
例
の
一
部
改
正

い
ず
れ
も
法
律
や
政
令
の
改

正
等
に
伴
い
�
関
係
す
る
市
の

条
例
の
文
言
を
一
部
改
正
す
る

も
の
�

■一般会計

H20年度 補正予算 （単位：千円）

～45年の歴史に幕～

補正額（第５号）　　295,696
補正額（第６号）　　883,465
（主な歳出）
　定額給付金　　　　　 568,480
　子育て応援手当給付金　18,360
　地域経済活性化事業補助金　11,000
　地域振興基金　　　　　41,000
　由布院小改修設計管理費　　28,000

補正額（第７号）　　 26,936
累計額　 　　　　16,165,020

補正額（第３号）　　237,762
累計額　 　　　　 4,056,842

補正額（第１号）　　 12,297
累計額　 　　　　   386,920

補正額（第４号）　　 30,875
補正額（第５号）　　 22,679
累計額　 　　　　 3,106,068

補正額（第２号）　　 10,637
累計額　 　　　　   337,277

補正額（第３号）　　  5,568
累計額　 　　　　   111,072

補正額（第２号）　　    142
累計額　 　　　　    14,486

補正額（第３号）　　    851
累計額　 　　　　   147,497

　　　　　　　補正額（第２号） 累計額
収益的収入  △44,135    504,480
収益的支出  △21,043    527,572
資本的収入  191     18,631
資本的支出  △5,000    286,707

■国民健康保険特別会計

■後期高齢者医療特別会計

■介護保険特別会計

■簡易水道事業特別会計

■農業集落排水事業特別会計

■公共下水道事業特別会計

■健康温泉館事業特別会計

■上水道事業特別会計

2009.4 由布市議会だより由布市議会だより 2008.9 ２３ 由布市議会だより 2009.4３

市
営
運
動
場
に
子

ど
も
料
金
を
設
定

■
市
民
運
動
場
条
例
の
一
部
改
正

■
由
布
市
体
育
セ
ン
タ
ー
条
例
の
一 

　

部
改
正

■
由
布
市
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー

　

条
例
の
一
部
改
正

湯
平
五
本
松
グ
ラ
ウ
ン
ド
を

廃
止
�
市
営
運
動
場
や
体
育
セ

ン
タ
�
�
海
洋
セ
ン
タ
�
等
の

使
用
料
に
高
校
生
以
下
の
利
用

者
の
料
金
を
別
に
設
け
る
も
の
�

暴
力
団
を
排
除
！

■
市
営
住
宅
条
例
の
一
部
改
正

■
市
営
特
定
公
共
賃
貸
住
宅
条
例

　

の
一
部
改
正

市
営
住
宅
等
に
お
け
る
暴
力

〜
お
悔
や
み
〜

　

去
る
３
月
17
日
に
湯
布
院
町
塚
原
地
区
の
野
焼
き
作
業

中
に
、４
名
の
方
が
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。

　

心
よ
り
お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す
。　　　

由
布
市
議
会
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め
の

条
例
制
定
�

■
宇
佐
市
と
由
布
市
と
の
証
明
書

　

等
の
交
付
等
に
係
る
事
務
の
委

　

託
に
関
す
る
協
議

■
由
布
市
と
国
東
市
の
証
明
書
等

　

の
交
付
等
に
係
る
事
務
の
委
託

　

に
関
す
る
協
議

�
お
お
い
た
広
域
窓
口
サ
�

ビ
ス
�
の
実
施
に
伴
い
�
証
明

書
等
の
交
付
事
務
を
宇
佐
市
や

国
東
市
と
も
相
互
に
委
託
し
て

実
施
で
き
る
よ
う
に
す
る
も
の
�

■
一
般
職
の
職
員
の
給
与
に
関
す

　

る
法
律
等
の
一
部
を
改
正
す
る

　

法
律
の
施
行
に
伴
う
関
係
条
例

　

の
整
理
に
関
す
る
条
例
の
制
定

■
個
人
情
報
保
護
条
例
の
一
部
改
正

■
使
用
料
及
び
手
数
料
条
例
の
一

　

部
改
正

■
介
護
保
険
条
例
の
一
部
改
正

■
道
路
占
用
料
徴
収
条
例
の
一
部

　

改
正

■
法
定
外
公
共
物
の
管
理
に
関
す

　

る
条
例
の
一
部
改
正

い
ず
れ
も
法
律
や
政
令
の
改

正
等
に
伴
い
�
関
係
す
る
市
の

条
例
の
文
言
を
一
部
改
正
す
る

も
の
�

■一般会計

H20年度 補正予算 （単位：千円）

～45年の歴史に幕～

補正額（第５号）　　295,696
補正額（第６号）　　883,465
（主な歳出）
　定額給付金　　　　　 568,480
　子育て応援手当給付金　18,360
　地域経済活性化事業補助金　11,000
　地域振興基金　　　　　41,000
　由布院小改修設計管理費　　28,000

補正額（第７号）　　 26,936
累計額　 　　　　16,165,020

補正額（第３号）　　237,762
累計額　 　　　　 4,056,842

補正額（第１号）　　 12,297
累計額　 　　　　   386,920

補正額（第４号）　　 30,875
補正額（第５号）　　 22,679
累計額　 　　　　 3,106,068

補正額（第２号）　　 10,637
累計額　 　　　　   337,277

補正額（第３号）　　  5,568
累計額　 　　　　   111,072

補正額（第２号）　　    142
累計額　 　　　　    14,486

補正額（第３号）　　    851
累計額　 　　　　   147,497

　　　　　　　補正額（第２号） 累計額
収益的収入  △44,135    504,480
収益的支出  △21,043    527,572
資本的収入  191     18,631
資本的支出  △5,000    286,707

■国民健康保険特別会計

■後期高齢者医療特別会計

■介護保険特別会計

■簡易水道事業特別会計

■農業集落排水事業特別会計

■公共下水道事業特別会計

■健康温泉館事業特別会計

■上水道事業特別会計

2009.4 由布市議会だより由布市議会だより 2008.9 ２３ 由布市議会だより 2009.4３

市
営
運
動
場
に
子

ど
も
料
金
を
設
定

■
市
民
運
動
場
条
例
の
一
部
改
正

■
由
布
市
体
育
セ
ン
タ
ー
条
例
の
一 

　

部
改
正

■
由
布
市
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー

　

条
例
の
一
部
改
正

湯
平
五
本
松
グ
ラ
ウ
ン
ド
を

廃
止
�
市
営
運
動
場
や
体
育
セ

ン
タ
�
�
海
洋
セ
ン
タ
�
等
の

使
用
料
に
高
校
生
以
下
の
利
用

者
の
料
金
を
別
に
設
け
る
も
の
�

暴
力
団
を
排
除
！

■
市
営
住
宅
条
例
の
一
部
改
正

■
市
営
特
定
公
共
賃
貸
住
宅
条
例

　

の
一
部
改
正

市
営
住
宅
等
に
お
け
る
暴
力

〜
お
悔
や
み
〜

　

去
る
３
月
17
日
に
湯
布
院
町
塚
原
地
区
の
野
焼
き
作
業

中
に
、４
名
の
方
が
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。

　

心
よ
り
お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す
。　　　

由
布
市
議
会



平成２１年度の
当初予算が決まりました。予算

平成21年度由布市の当初予算が決まりました。
当初予算の内訳や詳細については、「市報ゆふ」2009年４月号Vol.43をご参照ください。

市民一人当たりに換算すると…。一人当たり予算額 409,034円

総務費
58,790円

民生費
123,499円

衛生費
41,426円

農林水産業費
20,484円

商工費
3,071円

土木費
26,067円

消防費
17,988円

教育費
60,815円

公債費（借金の返済
などに充てるお金）
50,862円

その他
6,033円

（H21.3.31末人口36,330人で算出）

平
成
20
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

�
第
５
号
�
に
つ
い
て

�
歳
入
�
に
つ
い
て

　
　

�
議
員
�
諸
収
入
雑
入
で
３
２
０
万
円

　
　

の
減
額
の
根
拠
は
�

　
　

�
環
境
商
工
観
光
部
長
�
平
成
20
年
度

　
　

の
国
民
宿
舎
納
付
金
を
免
除
す
る
た
め

の
減
額
�
根
拠
と
な
る
数
字
は
�
当
時
の
固

定
資
産
相
当
額
と
い
う
こ
と
で
決
定
し
た
�

　
　

�
議
員
�
債
務
負
担
行
為
補
正
の
市
庁

　
　

舎
及
び
そ
の
他
の
市
有
施
設
の
清
掃
�

警
備
等
維
持
管
理
業
務
委
託
費
５
�
０
６
９

万
４
千
円
の
説
明
を
�

　
　

�
財
政
課
長
�
昨
年
の
５
�
３
０
０
万

　
　

円
を
大
き
く
下
回
�
て
い
る
の
は
�
健

康
温
泉
館
の
特
会
で
債
務
負
担
行
為
を
別
に

設
定
し
て
い
る
た
め
�

�
歳
出
�
に
つ
い
て

　
　

�
議
員
�
総
務
費
�
一
般
管
理
費
�
委

　
　

託
料
�
職
員
業
務
の
具
体
的
な
説
明
を
�

　
　

�
総
務
課
長
�
４
月
か
ら
民
営
化
に
よ

　
　

る
保
育
所
と
寿
楽
苑
の
職
員
の
異
動
に

伴
い
�
一
般
職
に
よ
る
職
員
に
対
し
て
�
年

度
内
に
研
修
を
実
施
�
電
算
研
修
等
行
う
た

め
外
部
に
委
託
�
資
料
�
講
師
の
費
用
�
３

月
中
に
３
回
�
１
回
に
つ
き
30
名
�
他
の
職

員
も
対
象
�

　
　

�
議
員
�
広
告
料
30
万
円
�
定
額
給
付

　
　

事
業
に
関
す
る
広
告
の
内
容
は
�
ど
の

よ
う
な
形
で
伝
え
る
の
か
�

　
　

�
総
務
課
長
�
県
が
ま
と
め
て
広
告
を

　
　

す
る
と
い
う
か
た
ち
が
考
え
ら
れ
て
お

り
�
30
万
円
は
そ
の
負
担
金
�

　
　

�
議
員
�
高
齢
者
福
祉
費
の
老
人
ク
ラ

　
　

ブ
連
合
会
活
動
促
進
事
業
補
助
金
22
万

８
千
円
の
減
額
の
理
由
と
�
在
宅
高
齢
者
住

宅
改
造
助
成
金
は
昨
年
１
件
だ
け
の
申
請
だ

�
た
と
か
�
ど
の
よ
う
に
Ｐ
Ｒ
�
周
知
を
し

た
の
か
�

　
　

�
福
祉
対
策
課
長
�
�
国
に
対
す
る
申

　
　

請
額
に
対
し
�
国
の
補
助
対
象
額
及
び

補
助
額
の
減
額
に
よ
る
内
示
決
定
に
伴
い
減

額
と
な
�
た
�
住
宅
改
造
助
成
金
に
つ
い
て

は
�
４
件
申
請
が
あ
�
た
が
�
年
３
回
の
受

付
日
ま
で
の
申
請
に
若
干
時
期
や
補
助
要
件

が
間
に
合
わ
な
か
�
た
�
Ｈ
Ｐ
に
掲
載
し
て

い
る
が
�
今
後
も
定
期
的
に
市
報
に
掲
載
し

周
知
に
努
め
た
い
�

　
　

�
議
員
�
農
家
の
活
性
化
を
図
る
た
め

　
　

の
今
後
の
対
応
は
�

　
　

�
農
政
課
長
�
事
業
対
象
者
が
認
定
農

　
　

業
者
�
集
落
営
農
組
織
と
限
定
さ
れ
て

い
る
の
で
�
研
修
会
や
座
談
会
等
で
周
知
し

要
望
を
と
る
仕
組
み
に
な
�
て
い
る
�
県
の

予
算
枠
も
可
能
な
予
定
さ
れ
て
い
る
補
助
事

業
に
つ
い
て
は
�
当
初
で
組
ん
で
い
る
�

　
　

�
議
員
�
案
内
看
板
設
置
事
業
補
助
金

　
　

が
ゼ
ロ
と
な
�
て
い
る
が
�
こ
の
ま
ま

消
滅
す
る
の
か
�
次
年
度
予
算
に
計
上
す
る

の
か
�

　
　

�
商
工
観
光
課
長
�
塚
原
の
看
板
の
件

　
　

だ
が
�
観
光
協
会
の
中
で
意
見
統
一
が

出
来
ず
�
今
年
は
着
工
が
困
難
と
な
り
減
額

し
た
が
�
合
意
形
成
が
さ
れ
た
段
階
で
再
度

予
算
化
を
お
願
い
し
た
い
�

　
　

�
議
員
�
住
宅
耐
震
診
断
の
基
準
は
�

　
　

　
　

�
建
設
課
長
�
住
宅
耐
震
診
断
補
助
金

　
　

は
�
新
規
事
業
で
費
用
の
一
部
を
国
と

県
と
市
が
補
助
す
る
も
の
�
耐
震
補
助
金
は

上
限
２
万
円
�
改
修
補
助
金
は
上
限
60
万
円
�

昭
和
56
年
以
前
に
建
て
た
木
造
住
宅
に
限
る
�

　
　

�
議
員
�
工
事
請
負
費
３
５
０
万
円
の

　
　

減
額
は
ど
こ
の
市
営
住
宅
の
管
理
費
�

工
事
費
か
�

　
　

�
建
設
課
長
�
湯
布
院
町
川
上
団
地
�

　
　

庄
内
町
渕
団
地
�
庄
内
と
挾
間
の
古
い

住
宅
を
１
戸
ず
つ
解
体
す
る
�

　
　

�
議
員
�
防
災
ハ
ザ
�
ド
マ
�
プ
作
成

　
　

業
務
３
０
０
万
円
減
額
の
理
由
は
�
ま

た
ど
こ
の
委
託
会
社
か
�

　
　

　
　

�
防
災
安
全
課
長
�
７
社
に
よ
る
指
名

　
　

競
争
入
札
に
よ
る
入
札
減
�
会
社
は
九

州
建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
�

　
　

�
議
員
�
体
育
施
設
費
の
工
事
請
負
費

　
　

１
�
１
４
１
万
４
千
円
の
減
�
国
体
終

了
後
�
ど
う
い
う
工
事
を
し
た
の
か
�

　
　

�
教
育
次
長
�
屋
外
ト
イ
レ
�
器
具
保

　
　

管
庫
の
設
置
�
擁
壁
�
簡
易
舗
装
等
を

行
�
た
�
入
札
減
は
屋
外
ト
イ
レ
を
循
環
式

水
洗
ト
イ
レ
か
ら
放
流
式
に
替
え
た
�

平
成
20
年
度
農
業
集
落
排
水
事
業
特
別

会
計
補
正
予
算
�
第
３
号
�
に
つ
い
て

　
　

�
議
員
�
漏
水
調
査
の
結
果
�
ど
う
な

　
　

�
た
の
か
�

　
　

�
環
境
課
長
�
２
つ
の
調
査
を
実
施
�

　
　

１
つ
は
不
明
水
�
２
つ
目
は
テ
レ
ビ
カ

メ
ラ
に
よ
る
管
路
の
調
査
�
２
�
５
２
０
ｍ

の
接
続
や
雨
水
�
農
業
用
水
路
聞
き
取
り
等

調
査
し
た
が
�
は
�
き
り
し
な
い
�
一
部
の

管
路
に
ず
れ
が
発
見
さ
れ
た
�

平
成
20
年
度
公
共
下
水
道
事
業
特
別

会
計
補
正
予
算
�
第
２
号
�
に
つ
い
て

　
　

�
議
員
�
公
共
下
水
道
事
業
の
方
向
性

　
　

を
ど
う
考
え
て
い
る
の
か
�

　
　

�
都
市
・
景
観
推
進
課
長
�
公
共
下
水

　
　

道
計
画
区
域
を
29
通
り
想
定
し
て
�

各
々
区
域
ご
と
に
経
済
比
較
�
費
用
効
果
分

析
を
行
い
�
検
討
中
だ
�

平
成
20
年
度
水
道
事
業
会
計

補
正
予
算
�
第
２
号
�
に
つ
い
て

　
　

�
議
員
�
支
出
の
多
い
赤
字
予
算
を
組

　
　

ん
で
い
る
�
何
故
か
�

　
　

�
水
道
課
長
�
給
水
収
益
が
か
な
り
落

　
　

ち
込
ん
で
お
り
�
決
算
上
で
も
赤
字
に

な
る
見
込
み
�
一
般
に
赤
字
予
算
の
編
成
は

組
め
な
い
が
�
ど
う
し
て
も
赤
字
が
生
じ
る

こ
と
が
予
想
さ
れ
る
と
き
は
�
や
ぶ
さ
か
で

な
い
�

質疑応答

ここが聞きたい！

2009.4 由布市議会だより由布市議会だより 2008.9 4３ 由布市議会だより 2009.45

Q.A.Q.A.Q.A.

Q.Q.Q. A.

Q.Q. A.

Q.Q. A.A.A.Q.A.

A.Q.Q.Q. A.A.

A.A.

各会計別の予算額
会　　　計 H21当初予算 対前年増減 増減比

一般会計 14,860,200 165,358 1.13%
国民健康保険特別会計 4,001,773 △ 168,731 △ 4.05%
介護保険特別会計 3,216,027 252,518 8.52%
老人保健特別会計 31,108 △ 414,250 △ 93.02%
後期高齢者医療特別会計 374,737 △ 24,480 △ 6.13%
簡易水道事業特別会計 261,825 17,807 7.30%
農業集落排水事業特別会計 119,195 △ 244 △ 0.20%
健康温泉館事業特別会計 141,887 5,638 4.14%
公共下水道事業特別会計 11,718 △ 2,535 △ 17.79%
上水道事業特別会計 845,344 97,481 13.03%

上水道事業会計 (収益的 ) 498,655 △ 49,960 △ 9.11%
上水道事業会計 (資本的 ) 346,689 147,441 74.00%

（単位：千円）

議案に関する

１４８億６千万円１４８億６千万円



平成２１年度の
当初予算が決まりました。予算

平成21年度由布市の当初予算が決まりました。
当初予算の内訳や詳細については、「市報ゆふ」2009年４月号Vol.43をご参照ください。

市民一人当たりに換算すると…。一人当たり予算額 409,034円

総務費
58,790円

民生費
123,499円

衛生費
41,426円

農林水産業費
20,484円

商工費
3,071円

土木費
26,067円

消防費
17,988円

教育費
60,815円

公債費（借金の返済
などに充てるお金）
50,862円

その他
6,033円

（H21.3.31末人口36,330人で算出）

平
成
20
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

�
第
５
号
�
に
つ
い
て

�
歳
入
�
に
つ
い
て

　
　

�
議
員
�
諸
収
入
雑
入
で
３
２
０
万
円

　
　

の
減
額
の
根
拠
は
�

　
　

�
環
境
商
工
観
光
部
長
�
平
成
20
年
度

　
　

の
国
民
宿
舎
納
付
金
を
免
除
す
る
た
め

の
減
額
�
根
拠
と
な
る
数
字
は
�
当
時
の
固

定
資
産
相
当
額
と
い
う
こ
と
で
決
定
し
た
�

　
　

�
議
員
�
債
務
負
担
行
為
補
正
の
市
庁

　
　

舎
及
び
そ
の
他
の
市
有
施
設
の
清
掃
�

警
備
等
維
持
管
理
業
務
委
託
費
５
�
０
６
９

万
４
千
円
の
説
明
を
�

　
　

�
財
政
課
長
�
昨
年
の
５
�
３
０
０
万

　
　

円
を
大
き
く
下
回
�
て
い
る
の
は
�
健

康
温
泉
館
の
特
会
で
債
務
負
担
行
為
を
別
に

設
定
し
て
い
る
た
め
�

�
歳
出
�
に
つ
い
て

　
　

�
議
員
�
総
務
費
�
一
般
管
理
費
�
委

　
　

託
料
�
職
員
業
務
の
具
体
的
な
説
明
を
�

　
　

�
総
務
課
長
�
４
月
か
ら
民
営
化
に
よ

　
　

る
保
育
所
と
寿
楽
苑
の
職
員
の
異
動
に

伴
い
�
一
般
職
に
よ
る
職
員
に
対
し
て
�
年

度
内
に
研
修
を
実
施
�
電
算
研
修
等
行
う
た

め
外
部
に
委
託
�
資
料
�
講
師
の
費
用
�
３

月
中
に
３
回
�
１
回
に
つ
き
30
名
�
他
の
職

員
も
対
象
�

　
　

�
議
員
�
広
告
料
30
万
円
�
定
額
給
付

　
　

事
業
に
関
す
る
広
告
の
内
容
は
�
ど
の

よ
う
な
形
で
伝
え
る
の
か
�

　
　

�
総
務
課
長
�
県
が
ま
と
め
て
広
告
を

　
　

す
る
と
い
う
か
た
ち
が
考
え
ら
れ
て
お

り
�
30
万
円
は
そ
の
負
担
金
�

　
　

�
議
員
�
高
齢
者
福
祉
費
の
老
人
ク
ラ

　
　

ブ
連
合
会
活
動
促
進
事
業
補
助
金
22
万

８
千
円
の
減
額
の
理
由
と
�
在
宅
高
齢
者
住

宅
改
造
助
成
金
は
昨
年
１
件
だ
け
の
申
請
だ

�
た
と
か
�
ど
の
よ
う
に
Ｐ
Ｒ
�
周
知
を
し

た
の
か
�

　
　

�
福
祉
対
策
課
長
�
�
国
に
対
す
る
申

　
　

請
額
に
対
し
�
国
の
補
助
対
象
額
及
び

補
助
額
の
減
額
に
よ
る
内
示
決
定
に
伴
い
減

額
と
な
�
た
�
住
宅
改
造
助
成
金
に
つ
い
て

は
�
４
件
申
請
が
あ
�
た
が
�
年
３
回
の
受

付
日
ま
で
の
申
請
に
若
干
時
期
や
補
助
要
件

が
間
に
合
わ
な
か
�
た
�
Ｈ
Ｐ
に
掲
載
し
て

い
る
が
�
今
後
も
定
期
的
に
市
報
に
掲
載
し

周
知
に
努
め
た
い
�

　
　

�
議
員
�
農
家
の
活
性
化
を
図
る
た
め

　
　

の
今
後
の
対
応
は
�

　
　

�
農
政
課
長
�
事
業
対
象
者
が
認
定
農

　
　

業
者
�
集
落
営
農
組
織
と
限
定
さ
れ
て

い
る
の
で
�
研
修
会
や
座
談
会
等
で
周
知
し

要
望
を
と
る
仕
組
み
に
な
�
て
い
る
�
県
の

予
算
枠
も
可
能
な
予
定
さ
れ
て
い
る
補
助
事

業
に
つ
い
て
は
�
当
初
で
組
ん
で
い
る
�

　
　

�
議
員
�
案
内
看
板
設
置
事
業
補
助
金

　
　

が
ゼ
ロ
と
な
�
て
い
る
が
�
こ
の
ま
ま

消
滅
す
る
の
か
�
次
年
度
予
算
に
計
上
す
る

の
か
�

　
　

�
商
工
観
光
課
長
�
塚
原
の
看
板
の
件

　
　

だ
が
�
観
光
協
会
の
中
で
意
見
統
一
が

出
来
ず
�
今
年
は
着
工
が
困
難
と
な
り
減
額

し
た
が
�
合
意
形
成
が
さ
れ
た
段
階
で
再
度

予
算
化
を
お
願
い
し
た
い
�

　
　

�
議
員
�
住
宅
耐
震
診
断
の
基
準
は
�

　
　

　
　

�
建
設
課
長
�
住
宅
耐
震
診
断
補
助
金

　
　

は
�
新
規
事
業
で
費
用
の
一
部
を
国
と

県
と
市
が
補
助
す
る
も
の
�
耐
震
補
助
金
は

上
限
２
万
円
�
改
修
補
助
金
は
上
限
60
万
円
�

昭
和
56
年
以
前
に
建
て
た
木
造
住
宅
に
限
る
�

　
　

�
議
員
�
工
事
請
負
費
３
５
０
万
円
の

　
　

減
額
は
ど
こ
の
市
営
住
宅
の
管
理
費
�

工
事
費
か
�

　
　

�
建
設
課
長
�
湯
布
院
町
川
上
団
地
�

　
　

庄
内
町
渕
団
地
�
庄
内
と
挾
間
の
古
い

住
宅
を
１
戸
ず
つ
解
体
す
る
�

　
　

�
議
員
�
防
災
ハ
ザ
�
ド
マ
�
プ
作
成

　
　

業
務
３
０
０
万
円
減
額
の
理
由
は
�
ま

た
ど
こ
の
委
託
会
社
か
�

　
　

　
　

�
防
災
安
全
課
長
�
７
社
に
よ
る
指
名

　
　

競
争
入
札
に
よ
る
入
札
減
�
会
社
は
九

州
建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
�

　
　

�
議
員
�
体
育
施
設
費
の
工
事
請
負
費

　
　

１
�
１
４
１
万
４
千
円
の
減
�
国
体
終

了
後
�
ど
う
い
う
工
事
を
し
た
の
か
�

　
　

�
教
育
次
長
�
屋
外
ト
イ
レ
�
器
具
保

　
　

管
庫
の
設
置
�
擁
壁
�
簡
易
舗
装
等
を

行
�
た
�
入
札
減
は
屋
外
ト
イ
レ
を
循
環
式

水
洗
ト
イ
レ
か
ら
放
流
式
に
替
え
た
�

平
成
20
年
度
農
業
集
落
排
水
事
業
特
別

会
計
補
正
予
算
�
第
３
号
�
に
つ
い
て

　
　

�
議
員
�
漏
水
調
査
の
結
果
�
ど
う
な

　
　

�
た
の
か
�

　
　

�
環
境
課
長
�
２
つ
の
調
査
を
実
施
�

　
　

１
つ
は
不
明
水
�
２
つ
目
は
テ
レ
ビ
カ

メ
ラ
に
よ
る
管
路
の
調
査
�
２
�
５
２
０
ｍ

の
接
続
や
雨
水
�
農
業
用
水
路
聞
き
取
り
等

調
査
し
た
が
�
は
�
き
り
し
な
い
�
一
部
の

管
路
に
ず
れ
が
発
見
さ
れ
た
�

平
成
20
年
度
公
共
下
水
道
事
業
特
別

会
計
補
正
予
算
�
第
２
号
�
に
つ
い
て

　
　

�
議
員
�
公
共
下
水
道
事
業
の
方
向
性

　
　

を
ど
う
考
え
て
い
る
の
か
�

　
　

�
都
市
・
景
観
推
進
課
長
�
公
共
下
水

　
　

道
計
画
区
域
を
29
通
り
想
定
し
て
�

各
々
区
域
ご
と
に
経
済
比
較
�
費
用
効
果
分

析
を
行
い
�
検
討
中
だ
�

平
成
20
年
度
水
道
事
業
会
計

補
正
予
算
�
第
２
号
�
に
つ
い
て

　
　

�
議
員
�
支
出
の
多
い
赤
字
予
算
を
組

　
　

ん
で
い
る
�
何
故
か
�

　
　

�
水
道
課
長
�
給
水
収
益
が
か
な
り
落

　
　

ち
込
ん
で
お
り
�
決
算
上
で
も
赤
字
に

な
る
見
込
み
�
一
般
に
赤
字
予
算
の
編
成
は

組
め
な
い
が
�
ど
う
し
て
も
赤
字
が
生
じ
る

こ
と
が
予
想
さ
れ
る
と
き
は
�
や
ぶ
さ
か
で

な
い
�

質疑応答

ここが聞きたい！

2009.4 由布市議会だより由布市議会だより 2008.9 4３ 由布市議会だより 2009.45

Q.A.Q.A.Q.A.

Q.Q.Q. A.

Q.Q. A.

Q.Q. A.A.A.Q.A.

A.Q.Q.Q. A.A.

A.A.

各会計別の予算額
会　　　計 H21当初予算 対前年増減 増減比

一般会計 14,860,200 165,358 1.13%
国民健康保険特別会計 4,001,773 △ 168,731 △ 4.05%
介護保険特別会計 3,216,027 252,518 8.52%
老人保健特別会計 31,108 △ 414,250 △ 93.02%
後期高齢者医療特別会計 374,737 △ 24,480 △ 6.13%
簡易水道事業特別会計 261,825 17,807 7.30%
農業集落排水事業特別会計 119,195 △ 244 △ 0.20%
健康温泉館事業特別会計 141,887 5,638 4.14%
公共下水道事業特別会計 11,718 △ 2,535 △ 17.79%
上水道事業特別会計 845,344 97,481 13.03%

上水道事業会計 (収益的 ) 498,655 △ 49,960 △ 9.11%
上水道事業会計 (資本的 ) 346,689 147,441 74.00%

（単位：千円）

議案に関する

１４８億６千万円１４８億６千万円



消
費
者
行
政
活
性
化
基
金
条
例
の

制
定
に
つ
い
て

　
　

�
議
員
�
窓
口
を
ど
こ
に
い
つ
設
置
し
�

　
　

効
果
を
ど
の
様
に
見
込
ん
で
い
る
の
か
�

　
　

�
商
工
観
光
課
長
�
交
付
金
を
利
用
し

　
　

て
消
費
者
の
相
談
窓
口
を
設
置
�
商
工

観
光
課
で
４
月
の
予
定
�
こ
れ
ま
で
は
一
度

も
相
談
が
な
い
�
効
果
は
こ
れ
か
ら
で
あ
る
�

介
護
従
事
者
処
遇
改
善
臨
時
特
例

基
金
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　
　

�
議
員
�
全
て
の
介
護
従
事
者
に
充
当

　
　

出
来
る
の
か
�

　
　

�
健
康
増
進
課
長
�
介
護
報
酬
の
改
定

　
　

で
�
雇
用
さ
れ
て
い
る
人
に
対
し
て
の

交
付
金
で
は
な
い
�

　

�
健
康
福
祉
事
務
所
長
�
介
護
保
険
適
用

の
事
業
で
働
く
人
た
ち
の
賃
金
を
上
げ
る
と
�

保
険
者
の
介
護
保
険
料
が
上
が
る
�
こ
れ
を

抑
制
す
る
基
金
と
考
え
て
も
ら
い
た
い
�

平
成
20
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

�
第
６
号
�
に
つ
い
て

　
　

�
議
員
�
交
付
金
の
予
算
編
成
に
お
け

　
　

る
事
業
選
択
は
ど
う
し
て
い
る
の
か
�

　
　

�
副
市
長
�
各
部
局
か
ら
要
求
が
あ
�

　
　

た
も
の
か
ら
国
の
適
応
し
た
交
付
金
な

の
で
国
の
要
綱
に
基
づ
い
て
適
応
し
た
も
の

を
選
ん
で
い
る
�

　
　

�
議
員
�
商
工
振
興
費
１
�
１
０
０
万

　
　

円
は
�
条
件
付
き
で
商
工
会
に
補
助
金

を
出
そ
う
と
し
て
い
る
の
か
�

　
　

�
商
工
観
光
課
長
�
商
工
会
に
対
し
て
�

　
　

経
済
効
果
を
お
願
い
し
た
い
と
い
う
こ

と
で
�
地
域
お
買
い
物
券
を
予
定
し
て
い
る

も
の
�

由
布
市
一
般
職
の
任
期
付
職
員
の
採

用
に
関
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　
　

�
議
員
�
専
門
的
な
知
識
経
験
�
す
ぐ

　
　

れ
た
識
見
を
活
用
す
る
と
は
具
体
的
に

ど
う
い
う
人
た
ち
を
い
う
の
か
�

　
　

�
総
務
課
長
�
今
回
�
市
と
し
て
想
定

　
　

し
た
専
門
的
な
知
識
と
い
う
こ
と
で
�

当
市
で
予
定
し
て
い
る
徴
収
関
係
で
国
税
や

地
方
公
共
団
体
の
徴
収
事
務
を
得
た
専
門
的

な
知
識
を
有
す
る
者
と
考
え
て
い
る
�

由
布
市
営
国
民
宿
舎
条
例
の

廃
止
に
つ
い
て

　
　

�
議
員
�
跡
地
の
利
活
用
を
ど
の
よ
う

　
　

に
検
討
す
る
の
か
�

　
　

�
商
工
観
光
課
長
�
�
仮
称
�
跡
地
利

　
　

用
検
討
委
員
会
を
立
ち
上
げ
る
予
定
�

４
月
庁
舎
内
の
関
連
部
局
で
原
案
作
成
�
次

に
庁
舎
外
の
検
討
委
員
会
と
し
て
多
様
な
角

度
か
ら
の
検
討
を
予
定
し
て
い
る
�

市
民
運
動
場
条
例
の
一
部
改
正

体
育
セ
ン
タ
�
条
例
の

一
部
改
正
に
つ
い
て

Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
�
条
例
の

一
部
改
正
に
つ
い
て

　
　

�
議
員
�
高
校
生
以
下
の
子
ど
も
達
と

　
　

大
人
が
混
じ
�
て
利
用
す
る
と
き
は
ど

う
な
る
の
か
�

　
　

�
教
育
次
長
�
利
用
目
的
の
趣
旨
に
よ

　
　

�
て
分
け
て
い
き
た
い
�
基
本
的
に
は

安
い
方
に
�

平
成
21
年
度
一
般
会
計
予
算
に
つ
い
て

�
歳
出
�
に
つ
い
て

　
　

�
議
員
�
コ
ミ
�
ニ
テ
�
バ
ス
運
行
業

　
　

務
４
８
８
万
円
の
増
の
理
由
は
�
途
中

下
車
は
で
き
る
の
か
�

　

電
子
計
算
費
の
備
品
購
入
費
１
�
５
２
８

万
円
は
何
を
購
入
す
る
の
か
�

　
　

�
総
合
政
策
課
長
�
昨
年
と
計
上
の
仕

　
　

方
を
変
え
�
バ
ス
会
社
に
支
払
う
手
数

料
を
差
し
引
か
ず
契
約
金
額
見
込
額
を
そ
の

ま
ま
予
算
と
し
て
計
上
し
た
た
め
増
額
に
な

�
て
い
る
�
フ
リ
�
の
途
中
乗
降
に
つ
い
て

は
�
一
般
乗
合
旅
客
自
動
車
運
送
業
と
い
う

定
時
定
路
線
で
一
定
の
制
約
が
あ
る
の
で
理

解
を
�
備
品
購
入
費
は
業
務
用
パ
ソ
コ
ン
を

50
台
と
サ
�
バ
�
６
台
を
新
規
に
購
入
予
定
�

　
　

�
議
員
�
概
算
設
計
業
務
５
０
０
万
円
�

　
　

福
祉
セ
ン
タ
�
建
設
は
今
後
ど
う
い
う

流
れ
で
�
ど
の
程
度
の
規
模
に
な
る
の
か
�

　
　

�
福
祉
対
策
課
長
�
場
所
は
湯
布
院
健

　
　

康
温
泉
館
敷
地
内
を
予
定
�
設
計
業
務

の
委
託
費
は
�
併
設
す
る
場
合
の
比
較
検
討
�

位
置
�
施
設
形
態
の
決
定
を
す
る
た
め
�
21

年
度
当
初
予
算
で
概
算
設
計
を
実
施
�
年
度

中
補
正
に
よ
り
予
算
計
上
し
�
22
年
度
建
設

工
事
に
着
手
し
た
い
�

　
　

�
議
員
�
市
民
福
祉
セ
ン
タ
�
建
設
に

　
　

つ
い
て
�
市
民
の
意
見
聴
取
の
予
定
は
�

　
　

�
健
康
福
祉
事
務
所
長
�
作
業
部
会
か

　
　

ら
一
応
の
案
が
出
て
い
る
�
そ
の
案
で

概
算
設
計
を
し
�
そ
れ
に
再
度
検
討
を
加
え

て
肉
付
け
を
す
る
�

　
　

�
議
員
�
教
育
の
賃
金
�
臨
時
職
員
の

　
　

賃
金
１
億
２
�
０
０
０
万
円
�
臨
時
職

員
の
人
数
�
職
種
は
�

　
　

�
教
育
総
務
課
長)

小
学
校
�
特
別
支

　
　

援
教
諭
を
兼
ね
て
10
名
�
校
務
員
３
名
�

図
書
司
書
10
名
�
特
別
支
援
員
兼
学
校
校
務

員
16
名
�
英
語
指
導
教
諭
３
名
�
中
学
校
臨

時
教
諭
１
名
�
校
務
員
３
名
�
司
書
３
名
�

英
語
指
導
助
手
３
名
�
幼
稚
園
臨
時
職
員
は

15
名
�

　
　

�
教
育
次
長)

図
書
司
書
に
つ
い
て
は
�

　
　

出
来
る
限
り
の
範
囲
で
兼
務
体
制
を
と

�
て
い
る
�

職
員
の
給
与
の
特
例
に
関
す
る

条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

　
　

�
議
員
�
職
員
の
給
与
を
５
％
カ
�
ト

　
　

し
た
分
は
ど
の
様
に
使
わ
れ
て
き
た
の

か
�
明
確
な
使
途
の
明
示
を
�

　
　

�
総
務
課
長
�
使
途
に
つ
い
て
明
確
に

　
　

す
る
の
は
難
し
い
�
厳
し
い
財
政
状
況

下
で
�
経
費
を
節
減
し
緊
縮
財
政
運
営
を
行

な
う
た
め
に
使
�
て
い
る
と
し
か
言
え
な
い
�

損
害
賠
償
の
額
の
決
定
に
つ
い
て

　
　

�
議
員
�
九
州
林
産
株
式
会
社
と
円
満

　
　

解
決
し
た
の
か
�
こ
の
金
額
の
算
出
基

準
と
�
今
回
の
件
に
つ
い
て
の
監
督
責
任
は
�

　
　

�
水
道
課
長
�
九
州
林
産
と
協
議
し
た

　
　

結
果
で
�
額
は
保
険
の
見
込
額
�
相
手

側
は
こ
れ
以
上
の
金
額
は
要
求
等
し
な
い
と

の
こ
と
�
こ
の
議
会
で
損
害
賠
償
の
額
が
承

認
さ
れ
れ
ば
示
談
書
を
結
ぶ
�

　
　

�
市
長
�
監
督
者
と
し
て
責
任
を
感
じ

　
　

て
い
る
�

委
員
長
報
告
に
対
す
る

国
民
宿
舎
条
例
の
廃
止
に
つ
い
て

　
　

�
議
員
�
①
跡
地
利
用
検
討
委
員
会
を

　
　

設
置
す
る
と
の
こ
と
�
委
員
の
構
成
は

ど
の
よ
う
に
選
出
さ
れ
る
の
か
�
②
執
行
部

の
跡
地
利
用
に
つ
い
て
�
あ
る
程
度
イ
メ
�

ジ
が
出
て
き
て
委
員
会
が
構
成
さ
れ
る
の
が

当
然
と
思
う
が
�
執
行
部
の
考
え
を
委
員
会

と
し
て
指
摘
し
た
の
か
�
③
跡
地
に
は
偏
り

の
な
い
市
民
の
喜
ぶ
施
設
が
建
設
さ
れ
る
こ

と
を
望
む
�

　
　

�
観
光
経
済
委
員
長
�
委
員
の
構
成
に

　
　

つ
い
て
は
説
明
を
受
け
て
い
な
い
が
�

湯
布
院
の
国
民
宿
舎
は
全
国
的
に
有
名
な
中

核
施
設
で
あ
�
た
の
で
�
湯
布
院
の
火
を
消

さ
な
い
よ
う
�
十
分
支
障
の
な
い
検
討
委
員

の
選
考
を
や
�
て
欲
し
い
と
委
員
会
か
ら
要

請
は
し
た
�

　
　

�
議
員
�
内
部
検
討
委
員
会
あ
る
い
は

　
　

外
部
検
討
委
員
会
�
そ
の
両
方
を
チ
�

�
ク
す
べ
き
委
員
会
に
議
会
を
入
れ
ろ
と
い

う
の
は
お
か
し
い
と
思
う
が
�

　
　

�
議
員
�
48
年
間
�
湯
布
院
町
の
発
展

　
　

の
一
翼
を
担
�
て
き
た
施
設
が
な
く
な

る
�
こ
れ
ま
で
の
こ
と
に
敬
意
を
表
し
て
�

何
か
夢
が
あ
る
よ
う
な
セ
レ
モ
ニ
�
を
企
画

し
た
ら
と
い
う
よ
う
な
話
は
出
な
か
�
た
の

か
�

　
　

�
観
光
経
済
委
員
長
�
内
容
に
つ
い
て

　
　

論
議
を
し
て
い
な
い
�
ま
た
�
セ
レ
モ

ニ
�
の
件
も
現
時
点
で
は
話
は
出
な
か
�
た
�

　
　

�
議
員
�
跡
地
利
用
に
つ
い
て
�
検
討

　
　

委
員
会
で
は
い
つ
頃
ま
で
を
目
途
と
し

て
い
る
の
か
�

　
　

�
観
光
経
済
委
員
長
�
６
�
月
以
内
と

　
　

の
説
明
だ
�
た
�
閉
館
後
�
３
週
間
ぐ

ら
い
観
光
協
会
が
利
用
す
る
�
そ
の
後
�
空

白
期
間
に
は
警
備
員
を
１
名
雇
用
す
る
と
の

こ
と
�

　
　

�
議
員
�
施
設
に
は
立
派
な
温
泉
浴
場

　
　

が
あ
る
し
�
会
議
室
も
立
派
で
あ
る
�

ま
た
�
食
堂
も
立
派
で
あ
る
�
電
気
料
等
に

つ
い
て
は
�
新
年
度
予
算
化
さ
れ
て
い
る
が

ガ
�
ド
マ
ン
雇
用
の
予
算
は
ど
う
な
�
て
い

る
の
か
�

　
　

�
観
光
経
済
委
員
長
�
温
泉
施
設
と
厨

　
　

房
は
�
昭
和
58
�
59
年
と
改
装
し
て
い

る
�
こ
れ
も
跡
地
検
討
委
員
会
の
中
で
協
議

す
る
も
の
と
思
わ
れ
る
�
ガ
�
ド
マ
ン
の
経

費
は
�
国
の
緊
急
雇
用
交
付
金
の
中
か
ら
支

出
す
る
と
聞
い
て
い
る
�

由
布
市
消
防
団
員
の
定
員
�
任
免
�

給
与
�
服
務
等
に
関
す
る
条
例
の

一
部
改
正
に
つ
い
て

　
　

�
議
員
�
機
能
別
消
防
団
員
と
い
う
の

　
　

は
�
ど
う
い
う
人
を
想
定
し
て
い
る
の

か
�
14
名
ほ
ど
機
能
別
団
員
と
し
て
予
定
し

て
い
る
と
い
う
こ
と
だ
が
�
こ
の
人
達
の
指

示
�
命
令
系
統
は
ど
の
よ
う
に
な
�
て
い
る

の
か
�

　
　

�
総
務
委
員
長
�
大
体
後
方
支
援
等
が

　
　

出
来
る
人
�
退
団
し
た
Ｏ
Ｂ
�
市
外
出

身
者
の
職
員
で
市
の
消
防
団
に
入
�
て
い
な

い
人
を
対
象
に
し
た
い
と
の
こ
と
�
指
示
�

命
令
系
統
は
ま
だ
は
�
き
り
し
て
い
な
い
の

で
�
役
割
と
責
任
を
周
知
徹
底
す
る
よ
う
に

意
見
を
付
し
て
い
る
�

平
成
20
年
度
農
業
集
落
排
水
事
業
特
別

会
計
補
正
予
算
�
第
３
号
�
に
つ
い
て

　
　

�
議
員
�
不
明
水
の
調
査
を
し
て
不
明

　
　

で
あ
�
た
理
由
は
�
ま
た
庄
内
地
域
は

利
用
量
の
設
定
が
明
確
に
出
来
な
い
と
い
う

こ
と
だ
が
�
そ
の
理
由
は
�

　
　

�
文
教
厚
生
委
員
長
�
管
路
は
９
�
９

　
　

２
０
ｍ
�
調
査
し
た
の
は
２
�５
２
０
ｍ

と
の
こ
と
�
全
て
の
管
路
の
調
査
を
終
え
て
�

不
明
水
の
原
因
が
判
明
す
る
は
ず
だ
か
ら
�

も
う
少
し
調
査
を
す
る
と
の
こ
と
�

　

徴
収
方
法
は
�
庄
内
方
式
は
世
帯
ご
と
�

挾
間
は
受
水
を
も
と
に
賦
課
し
て
い
る
�
制

度
改
革
は
今
後
の
課
題
で
あ
る
�

平
成
20
年
度
公
共
下
水
道
事
業
特
別

会
計
補
正
予
算
�
第
２
号
�
に
つ
い
て

　
　

�
議
員
�
公
共
下
水
の
方
向
性
を
早
く

　
　

下
す
べ
き
�
執
行
部
の
公
共
下
水
に
対

す
る
考
え
方
の
説
明
は
ど
う
だ
�
た
か
�

　
　

�
建
設
水
道
委
員
長
�
今
年
度
４
０
０

　
　

数
十
万
円
を
予
算
化
し
調
査
し
て
い
る
�

３
月
末
に
し
か
結
果
が
出
な
い
�

平
成
20
年
度
水
道
事
業
補
正
予
算

�
第
２
号
�
に
つ
い
て

　
　

�
議
員
�
大
分
大
学
医
学
部
と
み
ど
り

　
　

食
品
が
自
己
水
道
を
確
保
し
た
と
の
事

だ
が
�
由
布
市
の
水
道
は
全
て
使
わ
ず
自
己

水
源
と
な
る
の
か
�
今
ま
で
配
管
�
施
設
に

公
費
を
使
�
て
き
た
と
思
う
が
�
医
大
�
み

ど
り
食
品
に
対
し
て
�
い
く
ら
か
上
水
道
の

使
用
を
し
て
頂
く
よ
う
お
願
い
し
た
の
か
�

　
　

�
建
設
水
道
委
員
長
�
医
大
は
井
戸
を

　
　

つ
い
た
�
３
割
を
市
水
道
�
７
割
は
自

己
水
源
�
み
ど
り
食
品
は
マ
ザ
�
ラ
ン
ド
に

引
越
し
�
全
設
備
を
閉
鎖
し
て
い
る
現
状
�
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質
疑
応
答

消
費
者
行
政
活
性
化
基
金
条
例
に
つ
い
て

　
　

�
議
員
�
消
費
者
行
政
相
談
実
績
が
０

　
　

件
と
い
う
報
告
だ
が
�
相
談
件
数
を
把

握
す
る
体
制
が
な
か
�
た
の
で
は
な
い
か
�

　
　

�
観
光
経
済
委
員
長
�
要
望
は
あ
�
た

　
　

と
思
う
が
�
窓
口
が
な
か
�
た
の
で
相

談
出
来
な
か
�
た
�
他
市
町
村
に
相
談
に
行

か
れ
た
の
で
�
件
数
は
把
握
出
来
な
か
�
た
�

介
護
従
事
者
処
遇
改
善
臨
時
特
例

基
金
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　
　

�
議
員
�
介
護
従
事
者
の
報
酬
を
引
き

　
　

上
げ
る
こ
と
に
よ
�
て
生
じ
る
介
護
保

険
料
の
急
激
な
上
昇
の
た
め
に
基
金
を
造
成

す
る
と
の
こ
と
だ
が
�
①
介
護
を
す
る
対
象

者
は
ど
れ
く
ら
い
い
る
の
か
�
②
ど
の
く
ら

い
報
酬
が
引
き
上
げ
ら
れ
る
の
か
�

　
　

�
文
教
厚
生
委
員
長
�
①
算
定
基
準
の

　
　

被
保
険
者
数
は
１
万
８
０
人
�
②
３
％

の
報
酬
増
と
想
定
し
て
平
成
21
年
か
ら
平
成

23
年
ま
で
の
３
年
間
で
�
１
号
保
険
料
は
交

付
額
で
２
�
０
６
６
万
２
�
９
９
１
円
�

平
成
20
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

�
第
６
号
�
に
つ
い
て

　
　

�
議
員
�
定
額
給
付
金
の
ス
ケ
ジ
�
�

　
　

ル
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
た
と
言
う
が
�

委
員
会
と
し
て
具
体
的
指
示
を
し
た
か
�

　
　

�
総
務
委
員
長
�
申
請
書
を
送
付
し
て

　
　

そ
れ
が
返
�
て
き
て
�
間
違
い
な
け
れ

ば
早
め
に
銀
行
に
も
出
せ
る
し
�
銀
行
側
の

チ
�
�
ク
も
あ
ま
り
い
ら
な
く
な
る
と
�
４

月
６
日
頃
に
銀
行
に
デ
�
タ
が
行
け
ば
４
月

20
日
頃
に
�
給
付
が
出
来
る
と
の
こ
と
�

　
　

�
議
員
�
今
日
可
決
し
た
ら
�
３
月
中

　
　

に
手
続
き
し
て
４
月
１
日
に
給
付
し
な

さ
い
と
言
う
こ
と
ま
で
言
う
べ
き
だ
と
思
う
�



消
費
者
行
政
活
性
化
基
金
条
例
の

制
定
に
つ
い
て

　
　

�
議
員
�
窓
口
を
ど
こ
に
い
つ
設
置
し
�

　
　

効
果
を
ど
の
様
に
見
込
ん
で
い
る
の
か
�

　
　

�
商
工
観
光
課
長
�
交
付
金
を
利
用
し

　
　

て
消
費
者
の
相
談
窓
口
を
設
置
�
商
工

観
光
課
で
４
月
の
予
定
�
こ
れ
ま
で
は
一
度

も
相
談
が
な
い
�
効
果
は
こ
れ
か
ら
で
あ
る
�

介
護
従
事
者
処
遇
改
善
臨
時
特
例

基
金
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　
　

�
議
員
�
全
て
の
介
護
従
事
者
に
充
当

　
　

出
来
る
の
か
�

　
　

�
健
康
増
進
課
長
�
介
護
報
酬
の
改
定

　
　

で
�
雇
用
さ
れ
て
い
る
人
に
対
し
て
の

交
付
金
で
は
な
い
�

　

�
健
康
福
祉
事
務
所
長
�
介
護
保
険
適
用

の
事
業
で
働
く
人
た
ち
の
賃
金
を
上
げ
る
と
�

保
険
者
の
介
護
保
険
料
が
上
が
る
�
こ
れ
を

抑
制
す
る
基
金
と
考
え
て
も
ら
い
た
い
�

平
成
20
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

�
第
６
号
�
に
つ
い
て

　
　

�
議
員
�
交
付
金
の
予
算
編
成
に
お
け

　
　

る
事
業
選
択
は
ど
う
し
て
い
る
の
か
�

　
　

�
副
市
長
�
各
部
局
か
ら
要
求
が
あ
�

　
　

た
も
の
か
ら
国
の
適
応
し
た
交
付
金
な

の
で
国
の
要
綱
に
基
づ
い
て
適
応
し
た
も
の

を
選
ん
で
い
る
�

　
　

�
議
員
�
商
工
振
興
費
１
�
１
０
０
万

　
　

円
は
�
条
件
付
き
で
商
工
会
に
補
助
金

を
出
そ
う
と
し
て
い
る
の
か
�

　
　

�
商
工
観
光
課
長
�
商
工
会
に
対
し
て
�

　
　

経
済
効
果
を
お
願
い
し
た
い
と
い
う
こ

と
で
�
地
域
お
買
い
物
券
を
予
定
し
て
い
る

も
の
�

由
布
市
一
般
職
の
任
期
付
職
員
の
採

用
に
関
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　
　

�
議
員
�
専
門
的
な
知
識
経
験
�
す
ぐ

　
　

れ
た
識
見
を
活
用
す
る
と
は
具
体
的
に

ど
う
い
う
人
た
ち
を
い
う
の
か
�

　
　

�
総
務
課
長
�
今
回
�
市
と
し
て
想
定

　
　

し
た
専
門
的
な
知
識
と
い
う
こ
と
で
�

当
市
で
予
定
し
て
い
る
徴
収
関
係
で
国
税
や

地
方
公
共
団
体
の
徴
収
事
務
を
得
た
専
門
的

な
知
識
を
有
す
る
者
と
考
え
て
い
る
�

由
布
市
営
国
民
宿
舎
条
例
の

廃
止
に
つ
い
て

　
　

�
議
員
�
跡
地
の
利
活
用
を
ど
の
よ
う

　
　

に
検
討
す
る
の
か
�

　
　

�
商
工
観
光
課
長
�
�
仮
称
�
跡
地
利

　
　

用
検
討
委
員
会
を
立
ち
上
げ
る
予
定
�

４
月
庁
舎
内
の
関
連
部
局
で
原
案
作
成
�
次

に
庁
舎
外
の
検
討
委
員
会
と
し
て
多
様
な
角

度
か
ら
の
検
討
を
予
定
し
て
い
る
�

市
民
運
動
場
条
例
の
一
部
改
正

体
育
セ
ン
タ
�
条
例
の

一
部
改
正
に
つ
い
て

Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
�
条
例
の

一
部
改
正
に
つ
い
て

　
　

�
議
員
�
高
校
生
以
下
の
子
ど
も
達
と

　
　

大
人
が
混
じ
�
て
利
用
す
る
と
き
は
ど

う
な
る
の
か
�

　
　

�
教
育
次
長
�
利
用
目
的
の
趣
旨
に
よ

　
　

�
て
分
け
て
い
き
た
い
�
基
本
的
に
は

安
い
方
に
�

平
成
21
年
度
一
般
会
計
予
算
に
つ
い
て

�
歳
出
�
に
つ
い
て

　
　

�
議
員
�
コ
ミ
�
ニ
テ
�
バ
ス
運
行
業

　
　

務
４
８
８
万
円
の
増
の
理
由
は
�
途
中

下
車
は
で
き
る
の
か
�

　

電
子
計
算
費
の
備
品
購
入
費
１
�
５
２
８

万
円
は
何
を
購
入
す
る
の
か
�

　
　

�
総
合
政
策
課
長
�
昨
年
と
計
上
の
仕

　
　

方
を
変
え
�
バ
ス
会
社
に
支
払
う
手
数

料
を
差
し
引
か
ず
契
約
金
額
見
込
額
を
そ
の

ま
ま
予
算
と
し
て
計
上
し
た
た
め
増
額
に
な

�
て
い
る
�
フ
リ
�
の
途
中
乗
降
に
つ
い
て

は
�
一
般
乗
合
旅
客
自
動
車
運
送
業
と
い
う

定
時
定
路
線
で
一
定
の
制
約
が
あ
る
の
で
理

解
を
�
備
品
購
入
費
は
業
務
用
パ
ソ
コ
ン
を

50
台
と
サ
�
バ
�
６
台
を
新
規
に
購
入
予
定
�

　
　

�
議
員
�
概
算
設
計
業
務
５
０
０
万
円
�

　
　

福
祉
セ
ン
タ
�
建
設
は
今
後
ど
う
い
う

流
れ
で
�
ど
の
程
度
の
規
模
に
な
る
の
か
�

　
　

�
福
祉
対
策
課
長
�
場
所
は
湯
布
院
健

　
　

康
温
泉
館
敷
地
内
を
予
定
�
設
計
業
務

の
委
託
費
は
�
併
設
す
る
場
合
の
比
較
検
討
�

位
置
�
施
設
形
態
の
決
定
を
す
る
た
め
�
21

年
度
当
初
予
算
で
概
算
設
計
を
実
施
�
年
度

中
補
正
に
よ
り
予
算
計
上
し
�
22
年
度
建
設

工
事
に
着
手
し
た
い
�

　
　

�
議
員
�
市
民
福
祉
セ
ン
タ
�
建
設
に

　
　

つ
い
て
�
市
民
の
意
見
聴
取
の
予
定
は
�

　
　

�
健
康
福
祉
事
務
所
長
�
作
業
部
会
か

　
　

ら
一
応
の
案
が
出
て
い
る
�
そ
の
案
で

概
算
設
計
を
し
�
そ
れ
に
再
度
検
討
を
加
え

て
肉
付
け
を
す
る
�

　
　

�
議
員
�
教
育
の
賃
金
�
臨
時
職
員
の

　
　

賃
金
１
億
２
�
０
０
０
万
円
�
臨
時
職

員
の
人
数
�
職
種
は
�

　
　

�
教
育
総
務
課
長)

小
学
校
�
特
別
支

　
　

援
教
諭
を
兼
ね
て
10
名
�
校
務
員
３
名
�

図
書
司
書
10
名
�
特
別
支
援
員
兼
学
校
校
務

員
16
名
�
英
語
指
導
教
諭
３
名
�
中
学
校
臨

時
教
諭
１
名
�
校
務
員
３
名
�
司
書
３
名
�

英
語
指
導
助
手
３
名
�
幼
稚
園
臨
時
職
員
は

15
名
�

　
　

�
教
育
次
長)

図
書
司
書
に
つ
い
て
は
�

　
　

出
来
る
限
り
の
範
囲
で
兼
務
体
制
を
と

�
て
い
る
�

職
員
の
給
与
の
特
例
に
関
す
る

条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

　
　

�
議
員
�
職
員
の
給
与
を
５
％
カ
�
ト

　
　

し
た
分
は
ど
の
様
に
使
わ
れ
て
き
た
の

か
�
明
確
な
使
途
の
明
示
を
�

　
　

�
総
務
課
長
�
使
途
に
つ
い
て
明
確
に

　
　

す
る
の
は
難
し
い
�
厳
し
い
財
政
状
況

下
で
�
経
費
を
節
減
し
緊
縮
財
政
運
営
を
行

な
う
た
め
に
使
�
て
い
る
と
し
か
言
え
な
い
�

損
害
賠
償
の
額
の
決
定
に
つ
い
て

　
　

�
議
員
�
九
州
林
産
株
式
会
社
と
円
満

　
　

解
決
し
た
の
か
�
こ
の
金
額
の
算
出
基

準
と
�
今
回
の
件
に
つ
い
て
の
監
督
責
任
は
�

　
　

�
水
道
課
長
�
九
州
林
産
と
協
議
し
た

　
　

結
果
で
�
額
は
保
険
の
見
込
額
�
相
手

側
は
こ
れ
以
上
の
金
額
は
要
求
等
し
な
い
と

の
こ
と
�
こ
の
議
会
で
損
害
賠
償
の
額
が
承

認
さ
れ
れ
ば
示
談
書
を
結
ぶ
�

　
　

�
市
長
�
監
督
者
と
し
て
責
任
を
感
じ

　
　

て
い
る
�

委
員
長
報
告
に
対
す
る

国
民
宿
舎
条
例
の
廃
止
に
つ
い
て

　
　

�
議
員
�
①
跡
地
利
用
検
討
委
員
会
を

　
　

設
置
す
る
と
の
こ
と
�
委
員
の
構
成
は

ど
の
よ
う
に
選
出
さ
れ
る
の
か
�
②
執
行
部

の
跡
地
利
用
に
つ
い
て
�
あ
る
程
度
イ
メ
�

ジ
が
出
て
き
て
委
員
会
が
構
成
さ
れ
る
の
が

当
然
と
思
う
が
�
執
行
部
の
考
え
を
委
員
会

と
し
て
指
摘
し
た
の
か
�
③
跡
地
に
は
偏
り

の
な
い
市
民
の
喜
ぶ
施
設
が
建
設
さ
れ
る
こ

と
を
望
む
�

　
　

�
観
光
経
済
委
員
長
�
委
員
の
構
成
に

　
　

つ
い
て
は
説
明
を
受
け
て
い
な
い
が
�

湯
布
院
の
国
民
宿
舎
は
全
国
的
に
有
名
な
中

核
施
設
で
あ
�
た
の
で
�
湯
布
院
の
火
を
消

さ
な
い
よ
う
�
十
分
支
障
の
な
い
検
討
委
員

の
選
考
を
や
�
て
欲
し
い
と
委
員
会
か
ら
要

請
は
し
た
�

　
　

�
議
員
�
内
部
検
討
委
員
会
あ
る
い
は

　
　

外
部
検
討
委
員
会
�
そ
の
両
方
を
チ
�

�
ク
す
べ
き
委
員
会
に
議
会
を
入
れ
ろ
と
い

う
の
は
お
か
し
い
と
思
う
が
�

　
　

�
議
員
�
48
年
間
�
湯
布
院
町
の
発
展

　
　

の
一
翼
を
担
�
て
き
た
施
設
が
な
く
な

る
�
こ
れ
ま
で
の
こ
と
に
敬
意
を
表
し
て
�

何
か
夢
が
あ
る
よ
う
な
セ
レ
モ
ニ
�
を
企
画

し
た
ら
と
い
う
よ
う
な
話
は
出
な
か
�
た
の

か
�

　
　

�
観
光
経
済
委
員
長
�
内
容
に
つ
い
て

　
　

論
議
を
し
て
い
な
い
�
ま
た
�
セ
レ
モ

ニ
�
の
件
も
現
時
点
で
は
話
は
出
な
か
�
た
�

　
　

�
議
員
�
跡
地
利
用
に
つ
い
て
�
検
討

　
　

委
員
会
で
は
い
つ
頃
ま
で
を
目
途
と
し

て
い
る
の
か
�

　
　

�
観
光
経
済
委
員
長
�
６
�
月
以
内
と

　
　

の
説
明
だ
�
た
�
閉
館
後
�
３
週
間
ぐ

ら
い
観
光
協
会
が
利
用
す
る
�
そ
の
後
�
空

白
期
間
に
は
警
備
員
を
１
名
雇
用
す
る
と
の

こ
と
�

　
　

�
議
員
�
施
設
に
は
立
派
な
温
泉
浴
場

　
　

が
あ
る
し
�
会
議
室
も
立
派
で
あ
る
�

ま
た
�
食
堂
も
立
派
で
あ
る
�
電
気
料
等
に

つ
い
て
は
�
新
年
度
予
算
化
さ
れ
て
い
る
が

ガ
�
ド
マ
ン
雇
用
の
予
算
は
ど
う
な
�
て
い

る
の
か
�

　
　

�
観
光
経
済
委
員
長
�
温
泉
施
設
と
厨

　
　

房
は
�
昭
和
58
�
59
年
と
改
装
し
て
い

る
�
こ
れ
も
跡
地
検
討
委
員
会
の
中
で
協
議

す
る
も
の
と
思
わ
れ
る
�
ガ
�
ド
マ
ン
の
経

費
は
�
国
の
緊
急
雇
用
交
付
金
の
中
か
ら
支

出
す
る
と
聞
い
て
い
る
�

由
布
市
消
防
団
員
の
定
員
�
任
免
�

給
与
�
服
務
等
に
関
す
る
条
例
の

一
部
改
正
に
つ
い
て

　
　

�
議
員
�
機
能
別
消
防
団
員
と
い
う
の

　
　

は
�
ど
う
い
う
人
を
想
定
し
て
い
る
の

か
�
14
名
ほ
ど
機
能
別
団
員
と
し
て
予
定
し

て
い
る
と
い
う
こ
と
だ
が
�
こ
の
人
達
の
指

示
�
命
令
系
統
は
ど
の
よ
う
に
な
�
て
い
る

の
か
�

　
　

�
総
務
委
員
長
�
大
体
後
方
支
援
等
が

　
　

出
来
る
人
�
退
団
し
た
Ｏ
Ｂ
�
市
外
出

身
者
の
職
員
で
市
の
消
防
団
に
入
�
て
い
な

い
人
を
対
象
に
し
た
い
と
の
こ
と
�
指
示
�

命
令
系
統
は
ま
だ
は
�
き
り
し
て
い
な
い
の

で
�
役
割
と
責
任
を
周
知
徹
底
す
る
よ
う
に

意
見
を
付
し
て
い
る
�

平
成
20
年
度
農
業
集
落
排
水
事
業
特
別

会
計
補
正
予
算
�
第
３
号
�
に
つ
い
て

　
　

�
議
員
�
不
明
水
の
調
査
を
し
て
不
明

　
　

で
あ
�
た
理
由
は
�
ま
た
庄
内
地
域
は

利
用
量
の
設
定
が
明
確
に
出
来
な
い
と
い
う

こ
と
だ
が
�
そ
の
理
由
は
�

　
　

�
文
教
厚
生
委
員
長
�
管
路
は
９
�
９

　
　

２
０
ｍ
�
調
査
し
た
の
は
２
�５
２
０
ｍ

と
の
こ
と
�
全
て
の
管
路
の
調
査
を
終
え
て
�

不
明
水
の
原
因
が
判
明
す
る
は
ず
だ
か
ら
�

も
う
少
し
調
査
を
す
る
と
の
こ
と
�

　

徴
収
方
法
は
�
庄
内
方
式
は
世
帯
ご
と
�

挾
間
は
受
水
を
も
と
に
賦
課
し
て
い
る
�
制

度
改
革
は
今
後
の
課
題
で
あ
る
�

平
成
20
年
度
公
共
下
水
道
事
業
特
別

会
計
補
正
予
算
�
第
２
号
�
に
つ
い
て

　
　

�
議
員
�
公
共
下
水
の
方
向
性
を
早
く

　
　

下
す
べ
き
�
執
行
部
の
公
共
下
水
に
対

す
る
考
え
方
の
説
明
は
ど
う
だ
�
た
か
�

　
　

�
建
設
水
道
委
員
長
�
今
年
度
４
０
０

　
　

数
十
万
円
を
予
算
化
し
調
査
し
て
い
る
�

３
月
末
に
し
か
結
果
が
出
な
い
�

平
成
20
年
度
水
道
事
業
補
正
予
算

�
第
２
号
�
に
つ
い
て

　
　

�
議
員
�
大
分
大
学
医
学
部
と
み
ど
り

　
　

食
品
が
自
己
水
道
を
確
保
し
た
と
の
事

だ
が
�
由
布
市
の
水
道
は
全
て
使
わ
ず
自
己

水
源
と
な
る
の
か
�
今
ま
で
配
管
�
施
設
に

公
費
を
使
�
て
き
た
と
思
う
が
�
医
大
�
み

ど
り
食
品
に
対
し
て
�
い
く
ら
か
上
水
道
の

使
用
を
し
て
頂
く
よ
う
お
願
い
し
た
の
か
�

　
　

�
建
設
水
道
委
員
長
�
医
大
は
井
戸
を

　
　

つ
い
た
�
３
割
を
市
水
道
�
７
割
は
自

己
水
源
�
み
ど
り
食
品
は
マ
ザ
�
ラ
ン
ド
に

引
越
し
�
全
設
備
を
閉
鎖
し
て
い
る
現
状
�
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質
疑
応
答

消
費
者
行
政
活
性
化
基
金
条
例
に
つ
い
て

　
　

�
議
員
�
消
費
者
行
政
相
談
実
績
が
０

　
　

件
と
い
う
報
告
だ
が
�
相
談
件
数
を
把

握
す
る
体
制
が
な
か
�
た
の
で
は
な
い
か
�

　
　

�
観
光
経
済
委
員
長
�
要
望
は
あ
�
た

　
　

と
思
う
が
�
窓
口
が
な
か
�
た
の
で
相

談
出
来
な
か
�
た
�
他
市
町
村
に
相
談
に
行

か
れ
た
の
で
�
件
数
は
把
握
出
来
な
か
�
た
�

介
護
従
事
者
処
遇
改
善
臨
時
特
例

基
金
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　
　

�
議
員
�
介
護
従
事
者
の
報
酬
を
引
き

　
　

上
げ
る
こ
と
に
よ
�
て
生
じ
る
介
護
保

険
料
の
急
激
な
上
昇
の
た
め
に
基
金
を
造
成

す
る
と
の
こ
と
だ
が
�
①
介
護
を
す
る
対
象

者
は
ど
れ
く
ら
い
い
る
の
か
�
②
ど
の
く
ら

い
報
酬
が
引
き
上
げ
ら
れ
る
の
か
�

　
　

�
文
教
厚
生
委
員
長
�
①
算
定
基
準
の

　
　

被
保
険
者
数
は
１
万
８
０
人
�
②
３
％

の
報
酬
増
と
想
定
し
て
平
成
21
年
か
ら
平
成

23
年
ま
で
の
３
年
間
で
�
１
号
保
険
料
は
交

付
額
で
２
�
０
６
６
万
２
�
９
９
１
円
�

平
成
20
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

�
第
６
号
�
に
つ
い
て

　
　

�
議
員
�
定
額
給
付
金
の
ス
ケ
ジ
�
�

　
　

ル
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
た
と
言
う
が
�

委
員
会
と
し
て
具
体
的
指
示
を
し
た
か
�

　
　

�
総
務
委
員
長
�
申
請
書
を
送
付
し
て

　
　

そ
れ
が
返
�
て
き
て
�
間
違
い
な
け
れ

ば
早
め
に
銀
行
に
も
出
せ
る
し
�
銀
行
側
の

チ
�
�
ク
も
あ
ま
り
い
ら
な
く
な
る
と
�
４

月
６
日
頃
に
銀
行
に
デ
�
タ
が
行
け
ば
４
月

20
日
頃
に
�
給
付
が
出
来
る
と
の
こ
と
�

　
　

�
議
員
�
今
日
可
決
し
た
ら
�
３
月
中

　
　

に
手
続
き
し
て
４
月
１
日
に
給
付
し
な

さ
い
と
言
う
こ
と
ま
で
言
う
べ
き
だ
と
思
う
�
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委 員 会

文教厚生
委 員 会

　
　
　
　
　

平
成
21
年
度

　
　
　
　
　

一
般
会
計
当
初
予
算

　
　
　
　
　
　

歳
入
歳
出
の
総
額
を
そ

　
　
　
　
　
　

れ
ぞ
れ
１
４
�
８
６
０
�

　
　
　
　
　
　

２
０
０
千
円
と
定
め
る
も

　
　
　
　
　
　

の
�
予
算
総
額
と
し
て
前

　
　
　
　
　
　

年
度
よ
り
1.1
％
の
微
増
�

　

当
委
員
会
に
関
係
す
る
歳
入
�
歳
出
に

つ
い
て
担
当
課
よ
り
詳
細
な
説
明
を
受
け

審
査
し
た
�
可
決
す
べ
き
と
決
定
�

由
布
市
消
防
団
員
の
定
員
�
任

免
�
給
与
服
務
等
に
関
す
る
条
例

の
一
部
改
正

　

近
年
�
消
防
団
員
の
不
足
に
よ
り
�
昼

間
の
消
防
力
の
確
保
及
び
災
害
時
の
消
防

活
動
補
完
の
た
め
に
�
機
能
別
消
防
団
�

を
設
け
る
も
の
�

　

委
員
か
ら
の
意
見
と
し
て
�
一
般
の
消

防
団
と
機
能
別
消
防
団
と
の
指
示
命
令
が

混
乱
し
な
い
よ
う
に
�
あ
ら
か
じ
め
機
能

別
消
防
団
の
役
割
や
責
務
�
責
任
を
明
確

化
し
�
周
知
徹
底
を
図
�
て
お
く
べ
き
と

の
意
見
が
出
た
�
可
決
す
べ
き
と
決
定
�

監
査
委
員
条
例
の
一
部
改
正

�
継
続
審
査
�

　

不
測
の
事
態
に
対
応
す
る
た
め
条
例
の

改
正
を
行
な
う
も
の
だ
が
�
審
査
に
お
い

て
�
監
査
期
間
を
安
易
に
延
長
す
る
事
を

避
け
る
た
め
に
も
但
し
書
き
を
加
え
る
必

要
は
無
い
と
い
う
意
見
や
�
必
要
性
を
認

め
る
意
見
�
ま
た
但
し
書
き
に
提
案
理
由

と
な
る
不
測
の
事
態
や
特
別
の
事
由
等
が

発
生
し
た
場
合
に
限
定
す
る
文
言
を
書
き

加
え
る
べ
き
と
い
う
意
見
に
別
れ
�
早
急

に
改
正
す
る
必
要
も
無
い
こ
と
か
ら
継
続

審
査
す
べ
き
と
決
定
�

由
布
市
職
員
の
給
与
の
特
例
に

関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

�
継
続
審
査
�

　

職
員
の
通
勤
手
当
を
県
内
の
他
市
と
均

衡
を
図
る
た
め
の
条
例
改
正
�
原
油
価
格

高
騰
や
給
料
の
５
％
カ
�
ト
な
ど
職
員
の

勤
務
環
境
の
厳
し
さ
は
理
解
で
き
�
20
㎞

ま
で
の
手
当
の
見
直
し
の
必
要
性
は
認
め

ら
れ
る
が
�
こ
の
条
例
改
正
で
は
20
㎞
以

上
は
逆
に
他
市
と
の
均
衡
が
図
ら
れ
な
い

た
め
�
改
正
の
方
法
に
つ
い
て
中
身
を
十

分
に
審
査
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
か
ら
継

続
審
査
す
べ
き
と
決
定
�

　

そ
の
他
�
当
委
員
会
に
付
託
さ
れ
た
議

案
に
つ
い
て
も
審
査
の
結
果
�
可
決
す
べ

き
と
決
定
�

総務委員会審議風景

体
育
セ
ン
タ
�
条
例
の
一
部
改
正

Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
�
条
例
の

一
部
改
正

　

施
設
使
用
料
の
一
部
見
直
し
を
行
う
た

め
条
例
の
一
部
改
正
�
小
中
学
生
の
無
料

化
や
高
校
生
以
下
の
使
用
料
金
及
び
由
布

市
体
育
協
会
加
盟
ク
ラ
ブ
の
使
用
料
金
に

つ
い
て
�
よ
り
安
価
な
設
定
や
減
免
の
必

要
を
求
め
る
意
見
が
出
た
�
可
決
す
べ
き

と
決
定
�

平
成
21
年
度
一
般
会
計
当
初
予
算

　

審
査
の
中
で
�
高
齢
者
見
守
支
援
事
業

に
つ
い
て
他
の
団
体
や
組
織
と
の
連
携
を

図
�
て
�
見
守
り
の
効
果
を
上
げ
る
べ
き

と
の
意
見
�
ま
た
�
小
松
寮
の
民
営
化
に

関
す
る
検
討
委
員
会
の
設
置
に
つ
い
て
�

廃
止
�
民
営
化
だ
け
で
な
く
継
続
も
含
め

た
議
論
か
ら
の
ス
タ
�
ト
を
要
望
す
る
意

見
が
出
た
�

　

シ
ル
バ
�
人
材
セ
ン
タ

�
に
関
し
て
�
組
織
の
性

格
か
ら
担
当
委
員
会
の
変

更
を
検
討
す
べ
き
と
の
意

見
や
�
中
高
一
貫
教
育
推

進
に
つ
い
て
は
推
進
協
議

会
の
活
性
化
を
図
り
�
中

学
生
に
対
す
る
定
期
的
情

報
発
信
を
す
べ
き
と
の
意
見
も
あ
�
た
�

　

教
育
委
員
会
に
対
し
新
学
習
指
導
要
領

に
則
�
た
対
応
を
実
施
し
�
式
典
に
お
い

て
国
家
の
斉
唱
を
児
童
生
徒
が
行
え
る
指

導
教
育
の
要
望
の
意
見
も
出
た
�

　

学
校
給
食
配
送
に
つ
い
て
は
５
�
年
の

契
約
を
３
年
ぐ
ら
い
に
し
て
�
そ
の
後
を

継
続
し
て
い
く
方
法
も
一
考
す
べ
き
と
の

意
見
が
出
た
�
可
決
す
べ
き
と
決
定
�

平
成
21
年
度
農
業
集
落
排
水
事
業

特
別
会
計
当
初
予
算

　

不
明
水
の
調
査
に
関
し
て
は
早
期
の
原

因
究
明
と
そ
の
対
応
を
要
望
す
る
意
見
が

出
た
�
可
決
す
べ
き
と
決
定
�

平
成
21
年
度
健
康
温
泉
館
事
業

特
別
会
計
当
初
予
算

　

総
合
的
な
健
康
づ
く
り
の
施
設
と
し
て

由
布
市
全
域
で
利
用
者
が
広
が
る
よ
う
行

政
の
取
り
組
み
を
要
望
す
る
意
見
が
出

た
�
可
決
す
べ
き
と
決
定
�

　

そ
の
他
の
議
案
に
つ
い
て
も
審
査
の
結

果
�
可
決
す
べ
き
と
決
定
�

常任委員会審議レポート
各議案は、担当する常任委員会に付託され、委員会ごとに慎重に審議されます。
審議の経緯と経過は本会議で報告され、質疑・討論を経て採決されます。
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観光経済委員会審議風景

由
布
市
営
国
民
宿
舎
条
例
の
廃
止

　

国
民
宿
舎
・
由
布
山
荘
は
昭
和
38
年
に

旧
湯
布
院
町
が
国
民
保
養
温
泉
地
の
指
定

を
受
け
て
�
国
民
宿
舎
建
設
の
趣
旨
に
沿

�
て
町
営
宿
泊
施
設
と
し
て
建
設
さ
れ

た
�
し
か
し
建
設
さ
れ
て
か
ら
45
年
経
過

し
て
お
り
�
老
朽
化
と
耐
震
施
設
な
ど
の

関
係
で
�
存
続
が
困
難
と
な
�
た
こ
と

や
�
湯
布
院
地
域
に
は
同
内
容
の
温
泉
宿

泊
施
設
が
増
え
�
行
政
が
行
う
宿
泊
業
務

と
し
て
�
十
分
に
所
期
の
目
的
を
達
成
し

た
た
め
廃
止
す
る
�
ま
た
近
年
は
利
用
者

が
減
少
傾
向
に
あ
る
�

　

廃
止
後
の
跡
地
利
用
に
つ
い
て
検
討
委

員
会
を
速
や
か
に
立
ち
上
げ
�
拠
点
の
灯

を
消
さ
な
い
よ
う
�
意
見
を
付
し
て
可
決

す
べ
き
と
決
定
�

平
成
21
年
度
一
般
会
計
当
初
予
算

　

当
委
員
会
に
関
わ
る
歳
入
の
主
な
も
の

は
�
県
支
出
金
�
農
業
水
産
業
県
補
助
金

な
ど
で
２
�
６
２
２
�
６
２
３
千
円
�

歳
出
の
主
な
も
の
は
�
農
業
水
産
業
費
�

農
業
委
員
の
報
酬
５
�
７
８
０
千
円
�
中

山
間
地
等
直
接
支
払
交
付
金
２
５
９
�

２
３
４
千
円
�
集
落
営
農
組
織
育
成
対
策

事
業
補
助
金
８
�
３
７
５
千
円
等
�
畜
産

業
費
�
久
住
飯
田
南
部
区
域
広
域
農
業
開

発
事
業
補
助
金
４
９
�
２
８
６
千
円
等
�

農
地
費
委
託
料
�
実
施
計
画
書
作
成
業
務

３
６
�
９
０
０
千
円
等
�
林
業
費
工
事
請

負
費
３
５
�
５
０
０
千
円
等
�
観
光
費
�

祭
り
事
業
補
助
金
１
１
�
８
０
０
千
円

等
�　

特
に
�
中
部
林
道
舗
装
工
事
に
つ

い
て
は
�
舗
装
率
63
�
２
％
で
あ
り
�
早

期
に
工
事
を
終
了
さ
せ
�
林
地
の
間
伐
�

除
伐
を
推
進
し
�
地
域
林
業
の
振
興
を
図

る
べ
き
と
の
意
見
を
付
し
�
可
決
す
べ
き

と
決
定
�

平
成
20
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

�
第
５
号
�
に
つ
い
て

　

総
体
的
に
�
地
域
住
民
や
関
係
す
る
団

体
及
び
事
業
主
体
と
の
協
議
不
足
か
ら
生

じ
た
減
額
補
正
が
多
く
見
ら
れ
る
�

　

意
見
を
付
し
て
可
決
す
べ
き
と
決
定
�

�
第
６
号
�
に
つ
い
て　

　

地
域
活
性
化
�
生
活
対
策
臨
時
交
付
金

に
関
し
て
商
工
振
興
費
の
増
額
予
算
で
あ

り
�
お
買
い
物
券
の
発
行
に
対
す
る
市
の

支
援
�
観
光
客
誘
導
の
た
め
の
支
援
費
等

で
あ
る
�

　

可
決
す
べ
き
と
決
定
�

由
布
市
使
用
料
及
び
手
数
料
条
例

の
一
部
改
正

　

大
分
県
か
ら
の
事
務
の
権
限
移
譲
に
伴

い
�
大
分
県
条
例
の
屋
外
広
告
物
許
可
申

請
手
数
料
を
追
加
す
る
た
め
�
一
部
改
正

す
る
も
の
�
可
決
す
べ
き
と
決
定
�

道
路
占
用
料
徴
収
条
例
の
一
部
改
正

　

道
路
法
施
行
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政

令
の
施
行
に
伴
い
�
道
路
占
用
料
の
単
価

を
統
一
す
る
た
め
条
例
改
正
す
る
も
の
�

可
決
す
べ
き
と
決
定
�

法
定
外
公
共
物
の
管
理
に
関
す
る

条
例
の
一
部
改
正

　

由
布
市
道
路
占
用
料
徴
収
条
例
の
一
部

改
正
に
準
じ
て
�
一
部
改
正
を
行
う
も

の
�
可
決
す
べ
き
と
決
定
�

市
営
住
宅
条
例
の
一
部
改
正

市
営
特
定
公
共
賃
貸
住
宅
条
例
の

一
部
改
正

市
営
住
宅
お
よ
び
市
営
特
定
公
共
賃
貸
住

宅
の
暴
力
団
排
除
を
図
る
た
め
�
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
も
の
�
可
決
す
べ
き
と

決
定
�

平
成
20
年
度
�
補
正
予
算
�

　

一
般
会
計　
　
　
　

�
第
５
号
�

　

簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計

�
第
２
号
�

　

公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計

�
第
２
号
�

　

水
道
事
業
会
計　
　

�
第
２
号
�

平
成
21
年
度
�
当
初
予
算
�

　

一
般
会
計

　

簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計

　

公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計

　

水
道
事
業
会
計

　

以
上
の
各
予
算
議
案
に
つ
い
て
も
�
審

査
の
結
果
�
可
決
す
べ
き
と
決
定
�

文教厚生委員会審議風景

2009.4 由布市議会だより由布市議会だより 2008.9 8３ 由布市議会だより 2009.49
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総　務
委 員 会

文教厚生
委 員 会

　
　
　
　
　

平
成
21
年
度

　
　
　
　
　

一
般
会
計
当
初
予
算

　
　
　
　
　
　

歳
入
歳
出
の
総
額
を
そ

　
　
　
　
　
　

れ
ぞ
れ
１
４
�
８
６
０
�

　
　
　
　
　
　

２
０
０
千
円
と
定
め
る
も

　
　
　
　
　
　

の
�
予
算
総
額
と
し
て
前

　
　
　
　
　
　

年
度
よ
り
1.1
％
の
微
増
�

　

当
委
員
会
に
関
係
す
る
歳
入
�
歳
出
に

つ
い
て
担
当
課
よ
り
詳
細
な
説
明
を
受
け

審
査
し
た
�
可
決
す
べ
き
と
決
定
�

由
布
市
消
防
団
員
の
定
員
�
任

免
�
給
与
服
務
等
に
関
す
る
条
例

の
一
部
改
正

　

近
年
�
消
防
団
員
の
不
足
に
よ
り
�
昼

間
の
消
防
力
の
確
保
及
び
災
害
時
の
消
防

活
動
補
完
の
た
め
に
�
機
能
別
消
防
団
�

を
設
け
る
も
の
�

　

委
員
か
ら
の
意
見
と
し
て
�
一
般
の
消

防
団
と
機
能
別
消
防
団
と
の
指
示
命
令
が

混
乱
し
な
い
よ
う
に
�
あ
ら
か
じ
め
機
能

別
消
防
団
の
役
割
や
責
務
�
責
任
を
明
確

化
し
�
周
知
徹
底
を
図
�
て
お
く
べ
き
と

の
意
見
が
出
た
�
可
決
す
べ
き
と
決
定
�

監
査
委
員
条
例
の
一
部
改
正

�
継
続
審
査
�

　

不
測
の
事
態
に
対
応
す
る
た
め
条
例
の

改
正
を
行
な
う
も
の
だ
が
�
審
査
に
お
い

て
�
監
査
期
間
を
安
易
に
延
長
す
る
事
を

避
け
る
た
め
に
も
但
し
書
き
を
加
え
る
必

要
は
無
い
と
い
う
意
見
や
�
必
要
性
を
認

め
る
意
見
�
ま
た
但
し
書
き
に
提
案
理
由

と
な
る
不
測
の
事
態
や
特
別
の
事
由
等
が

発
生
し
た
場
合
に
限
定
す
る
文
言
を
書
き

加
え
る
べ
き
と
い
う
意
見
に
別
れ
�
早
急

に
改
正
す
る
必
要
も
無
い
こ
と
か
ら
継
続

審
査
す
べ
き
と
決
定
�

由
布
市
職
員
の
給
与
の
特
例
に

関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

�
継
続
審
査
�

　

職
員
の
通
勤
手
当
を
県
内
の
他
市
と
均

衡
を
図
る
た
め
の
条
例
改
正
�
原
油
価
格

高
騰
や
給
料
の
５
％
カ
�
ト
な
ど
職
員
の

勤
務
環
境
の
厳
し
さ
は
理
解
で
き
�
20
㎞

ま
で
の
手
当
の
見
直
し
の
必
要
性
は
認
め

ら
れ
る
が
�
こ
の
条
例
改
正
で
は
20
㎞
以

上
は
逆
に
他
市
と
の
均
衡
が
図
ら
れ
な
い

た
め
�
改
正
の
方
法
に
つ
い
て
中
身
を
十

分
に
審
査
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
か
ら
継

続
審
査
す
べ
き
と
決
定
�

　

そ
の
他
�
当
委
員
会
に
付
託
さ
れ
た
議

案
に
つ
い
て
も
審
査
の
結
果
�
可
決
す
べ

き
と
決
定
�

総務委員会審議風景

体
育
セ
ン
タ
�
条
例
の
一
部
改
正

Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
�
条
例
の

一
部
改
正

　

施
設
使
用
料
の
一
部
見
直
し
を
行
う
た

め
条
例
の
一
部
改
正
�
小
中
学
生
の
無
料

化
や
高
校
生
以
下
の
使
用
料
金
及
び
由
布

市
体
育
協
会
加
盟
ク
ラ
ブ
の
使
用
料
金
に

つ
い
て
�
よ
り
安
価
な
設
定
や
減
免
の
必

要
を
求
め
る
意
見
が
出
た
�
可
決
す
べ
き

と
決
定
�

平
成
21
年
度
一
般
会
計
当
初
予
算

　

審
査
の
中
で
�
高
齢
者
見
守
支
援
事
業

に
つ
い
て
他
の
団
体
や
組
織
と
の
連
携
を

図
�
て
�
見
守
り
の
効
果
を
上
げ
る
べ
き

と
の
意
見
�
ま
た
�
小
松
寮
の
民
営
化
に

関
す
る
検
討
委
員
会
の
設
置
に
つ
い
て
�

廃
止
�
民
営
化
だ
け
で
な
く
継
続
も
含
め

た
議
論
か
ら
の
ス
タ
�
ト
を
要
望
す
る
意

見
が
出
た
�

　

シ
ル
バ
�
人
材
セ
ン
タ

�
に
関
し
て
�
組
織
の
性

格
か
ら
担
当
委
員
会
の
変

更
を
検
討
す
べ
き
と
の
意

見
や
�
中
高
一
貫
教
育
推

進
に
つ
い
て
は
推
進
協
議

会
の
活
性
化
を
図
り
�
中

学
生
に
対
す
る
定
期
的
情

報
発
信
を
す
べ
き
と
の
意
見
も
あ
�
た
�

　

教
育
委
員
会
に
対
し
新
学
習
指
導
要
領

に
則
�
た
対
応
を
実
施
し
�
式
典
に
お
い

て
国
家
の
斉
唱
を
児
童
生
徒
が
行
え
る
指

導
教
育
の
要
望
の
意
見
も
出
た
�

　

学
校
給
食
配
送
に
つ
い
て
は
５
�
年
の

契
約
を
３
年
ぐ
ら
い
に
し
て
�
そ
の
後
を

継
続
し
て
い
く
方
法
も
一
考
す
べ
き
と
の

意
見
が
出
た
�
可
決
す
べ
き
と
決
定
�

平
成
21
年
度
農
業
集
落
排
水
事
業

特
別
会
計
当
初
予
算

　

不
明
水
の
調
査
に
関
し
て
は
早
期
の
原

因
究
明
と
そ
の
対
応
を
要
望
す
る
意
見
が

出
た
�
可
決
す
べ
き
と
決
定
�

平
成
21
年
度
健
康
温
泉
館
事
業

特
別
会
計
当
初
予
算

　

総
合
的
な
健
康
づ
く
り
の
施
設
と
し
て

由
布
市
全
域
で
利
用
者
が
広
が
る
よ
う
行

政
の
取
り
組
み
を
要
望
す
る
意
見
が
出

た
�
可
決
す
べ
き
と
決
定
�

　

そ
の
他
の
議
案
に
つ
い
て
も
審
査
の
結

果
�
可
決
す
べ
き
と
決
定
�

常任委員会審議レポート
各議案は、担当する常任委員会に付託され、委員会ごとに慎重に審議されます。
審議の経緯と経過は本会議で報告され、質疑・討論を経て採決されます。

建設水道
委 員 会

観光経済
委 員 会

建設水道委員会審議風景

観光経済委員会審議風景

由
布
市
営
国
民
宿
舎
条
例
の
廃
止

　

国
民
宿
舎
・
由
布
山
荘
は
昭
和
38
年
に

旧
湯
布
院
町
が
国
民
保
養
温
泉
地
の
指
定

を
受
け
て
�
国
民
宿
舎
建
設
の
趣
旨
に
沿

�
て
町
営
宿
泊
施
設
と
し
て
建
設
さ
れ

た
�
し
か
し
建
設
さ
れ
て
か
ら
45
年
経
過

し
て
お
り
�
老
朽
化
と
耐
震
施
設
な
ど
の

関
係
で
�
存
続
が
困
難
と
な
�
た
こ
と

や
�
湯
布
院
地
域
に
は
同
内
容
の
温
泉
宿

泊
施
設
が
増
え
�
行
政
が
行
う
宿
泊
業
務

と
し
て
�
十
分
に
所
期
の
目
的
を
達
成
し

た
た
め
廃
止
す
る
�
ま
た
近
年
は
利
用
者

が
減
少
傾
向
に
あ
る
�

　

廃
止
後
の
跡
地
利
用
に
つ
い
て
検
討
委

員
会
を
速
や
か
に
立
ち
上
げ
�
拠
点
の
灯

を
消
さ
な
い
よ
う
�
意
見
を
付
し
て
可
決

す
べ
き
と
決
定
�

平
成
21
年
度
一
般
会
計
当
初
予
算

　

当
委
員
会
に
関
わ
る
歳
入
の
主
な
も
の

は
�
県
支
出
金
�
農
業
水
産
業
県
補
助
金

な
ど
で
２
�
６
２
２
�
６
２
３
千
円
�

歳
出
の
主
な
も
の
は
�
農
業
水
産
業
費
�

農
業
委
員
の
報
酬
５
�
７
８
０
千
円
�
中

山
間
地
等
直
接
支
払
交
付
金
２
５
９
�

２
３
４
千
円
�
集
落
営
農
組
織
育
成
対
策

事
業
補
助
金
８
�
３
７
５
千
円
等
�
畜
産

業
費
�
久
住
飯
田
南
部
区
域
広
域
農
業
開

発
事
業
補
助
金
４
９
�
２
８
６
千
円
等
�

農
地
費
委
託
料
�
実
施
計
画
書
作
成
業
務

３
６
�
９
０
０
千
円
等
�
林
業
費
工
事
請

負
費
３
５
�
５
０
０
千
円
等
�
観
光
費
�

祭
り
事
業
補
助
金
１
１
�
８
０
０
千
円

等
�　

特
に
�
中
部
林
道
舗
装
工
事
に
つ

い
て
は
�
舗
装
率
63
�
２
％
で
あ
り
�
早

期
に
工
事
を
終
了
さ
せ
�
林
地
の
間
伐
�

除
伐
を
推
進
し
�
地
域
林
業
の
振
興
を
図

る
べ
き
と
の
意
見
を
付
し
�
可
決
す
べ
き

と
決
定
�

平
成
20
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

�
第
５
号
�
に
つ
い
て

　

総
体
的
に
�
地
域
住
民
や
関
係
す
る
団

体
及
び
事
業
主
体
と
の
協
議
不
足
か
ら
生

じ
た
減
額
補
正
が
多
く
見
ら
れ
る
�

　

意
見
を
付
し
て
可
決
す
べ
き
と
決
定
�

�
第
６
号
�
に
つ
い
て　

　

地
域
活
性
化
�
生
活
対
策
臨
時
交
付
金

に
関
し
て
商
工
振
興
費
の
増
額
予
算
で
あ

り
�
お
買
い
物
券
の
発
行
に
対
す
る
市
の

支
援
�
観
光
客
誘
導
の
た
め
の
支
援
費
等

で
あ
る
�

　

可
決
す
べ
き
と
決
定
�

由
布
市
使
用
料
及
び
手
数
料
条
例

の
一
部
改
正

　

大
分
県
か
ら
の
事
務
の
権
限
移
譲
に
伴

い
�
大
分
県
条
例
の
屋
外
広
告
物
許
可
申

請
手
数
料
を
追
加
す
る
た
め
�
一
部
改
正

す
る
も
の
�
可
決
す
べ
き
と
決
定
�

道
路
占
用
料
徴
収
条
例
の
一
部
改
正

　

道
路
法
施
行
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政

令
の
施
行
に
伴
い
�
道
路
占
用
料
の
単
価

を
統
一
す
る
た
め
条
例
改
正
す
る
も
の
�

可
決
す
べ
き
と
決
定
�

法
定
外
公
共
物
の
管
理
に
関
す
る

条
例
の
一
部
改
正

　

由
布
市
道
路
占
用
料
徴
収
条
例
の
一
部

改
正
に
準
じ
て
�
一
部
改
正
を
行
う
も

の
�
可
決
す
べ
き
と
決
定
�

市
営
住
宅
条
例
の
一
部
改
正

市
営
特
定
公
共
賃
貸
住
宅
条
例
の

一
部
改
正

市
営
住
宅
お
よ
び
市
営
特
定
公
共
賃
貸
住

宅
の
暴
力
団
排
除
を
図
る
た
め
�
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
も
の
�
可
決
す
べ
き
と

決
定
�

平
成
20
年
度
�
補
正
予
算
�

　

一
般
会
計　
　
　
　

�
第
５
号
�

　

簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計

�
第
２
号
�

　

公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計

�
第
２
号
�

　

水
道
事
業
会
計　
　

�
第
２
号
�

平
成
21
年
度
�
当
初
予
算
�

　

一
般
会
計

　

簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計

　

公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計

　

水
道
事
業
会
計

　

以
上
の
各
予
算
議
案
に
つ
い
て
も
�
審

査
の
結
果
�
可
決
す
べ
き
と
決
定
�

文教厚生委員会審議風景

2009.4 由布市議会だより由布市議会だより 2008.9 8３ 由布市議会だより 2009.49



各委員会の視察研修報告

文教厚生常任委員会
調査項目：和文化教育の取り組みについて

視察場所：広島県東広島市
（日程）平成２１年２月９日～１０日

　東広島市は、人口１７７,５００人、面積
６３５．３㎢、西条地区を中心に灘、伏見に次ぐ三
大名醸地であり、「広島杜氏」の郷として知られ、
伝統的に酒造りが行われている。和文化教育が浸透
した背景は、多くの大学あるいは研究機関が存在す
るこの市に「国際学術研究都市」としてのまちづく
りを進めていることが背景としてある。
　「国際学術研究都市」としてまちづくりを進める
ためには、日本文化、なかでも「ふるさと」として
東広島市の文化、伝統を身につけ、郷土に誇りと愛
を持つという必然性が発生し、その場が学校教育の
中に求められたと感じた。
　和文化教育として、西条小学校では地域の伝統で
ある酒造りを教材とし毎年６年生がオペラ「白壁の
街」を演じ、その取り組みは２８年続いている。西
条中学校では総合学習の時間を中心に地域文化であ
る酒造りの伝統をモチーフにした組曲「西条」を創

作、３年生全員が演じている。１、２年生は３年生
になって組曲「西条」を演じることを夢に先輩の手
伝いや練習見学などに励んでいる。
　学校全体で「ひとつのもの」を創作していくこと
で、ひとりでは味わうことの出来ない大きな達成感
を体感でき、次の段階ではより良いものを作ろうと
する意欲を呼び起こしていく。そのためには協力し
合う必要を自覚し、我慢や忍耐も身につけるという
大きな効果が生まれているとのことだった。
　この研修で感じたことは、学校教育の場だけでな
く地域の理解や支援を受けながら、子ども達に長い
歴史のなかで培われた地域の伝統や文化の素晴らし
さに触れさせ、これから創り出される新たな文化の
価値に気づかせ、次代に文化を継承させていく自覚
と郷土の伝統に誇りを持たせる、という東広島市の
教育プログラムには説得力があった。
　由布市と比較して人口、産業構造、地勢等地域特
性では、共通性が少ないものの、ＡＰＵとの協力協
定や神楽の伝統など、周辺環境や文化などの類似点
はある。東広島市の和文化教育は、由布市の教育プ
ログラムにも参考とするに値すると本委員会の共通
認識となった視察であった。

　建設水道常任委員会
調査項目：都市計画について

視察場所：愛知県伊予市
（日程）平成２１年２月１２日～１３日

　愛媛県伊予市は、県のほぼ中央に位置し、平成17
年４月１日に１市２町が合併。人口約４万人、海あ
り山ありの市で、面積１９４㎢、産業は第２次、第
３次産業が主である。
　伊予市全体を６つのゾーンに分け、それぞれが地
域の特性を考慮した活性化策を実施、連携する土地
利用を進める。
　特に、総面積の約７０％が農地、林野を占める。
都市計画区域にあっては、市街化地域３８１ha.と
市街化調整区域２,６６０ha.を設定し、住みやすく
働きやすい市街地の形成にする。
　次に、道路・交通基盤の整備について伺った。伊
予市を通る広域幹線道路は、四国縦貫自動車道、国

道５６号、国道３７８号、伊予港、JR予讃線、伊予
鉄南予バスがある。今後の事業として
　１、国道５６号の４車線化、国道３７８号バイパ
　　　スの早期実現
　２、幹線道路である県道、市道の整備
　３、生活道路の整備
　４、四国縦貫自動車道中山インターチェンジの
　　　新規開設
　５、市街地の駐車場の整備
　６、新規旅客行路・フェリー航路の開設の検討等

　特に中心市街地の国道は、計画している道路が国
の基準と合わず、国との話し合いが進んでいない。
都市計画道路の１０路線総延長１６,４１０ｍのう
ち、現在の改良率が６,５００ｍで３６.５％しか進
んでいない。今後早急に整備をしたいと話していた。
　その他、生活環境整備として景観の形成や公園、
広場のあり方や上下水道の現況と今後の計画など多
くのことを学ぶことが出来た。

　行財政改革特別委員会
調査項目：行財政改革の取り組みについて

視察場所：佐賀県武雄市
（日程）平成２１年２月１６日～１７日

○武雄市の概況
　平成18年3月に周辺の山内町、北方町の1市2町の
新設合併を行い人口５１,４９７人m世帯数１６

,０８１世帯で佐賀県の西南部に位置する。
○武雄市の行革プランと取り組みについて
　行財政改革プランは行政的でなく市民の視点で作
成されており、この推進の目標を市民が市政に参加
する「市民との協働」を全面的に出している。この
ため市民が市政運営に対し満足感が得られるよう努
力している。この行財政改革プランが市長のまちづ
くりの基軸になっている。
　市長はこの行革プランに基づき市政を行う中で多
くの市民や職員から反発や意見があるとのことで、
この意見等について十分な話し合いや協議、検討を
行い、この結果「悪かったらやめる。良かったらど

んどん進める」の方針で常に前向きに議論を繰り返
して市政運営を行っている。また行財政改革効果に
よって生じた財源は使用目的を明確にして市民に公
表する等メリハリのある行政運営を行っている。ま
た行財政改革を行う中で実戦的なユニークな課も設
置されている。
　職員採用においても新卒の職員は即戦力にならな
いため30代から40代前半の専門的な社会人枠を設け
採用し混成する市役所態勢で実施されており、総合
的に市民がプラスになるとの考えのもとで行政運営
がなされている。
○桶渡市長は総務省出身で39歳の全国で最年少の若
い市長で「佐賀のがばいばあちゃん課」等のユニー
クな課設置などで有名である。この市長が我々委員
の視察対応での歓迎の挨拶だけでなく市長自ら約２
時間、研修目的である行政改革について懇切丁寧に
説明して下さった。この市長の視察対応の方法が良
いか、悪いか別として由布市の視察対応と比較せざ
るを得なかった。また市長のまちづくりに取り組む
熱意、パワーにも圧倒され素晴らしい研修となった。

大分県後期高齢者医療広域連合議会の報告
大
分
県
後
期
高
齢
者
医
療

広
域
連
合
議
会
報
告

■
開
催
日
：
平
成
21
年
１
月
21
日

■ 
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度
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各委員会の視察研修報告

文教厚生常任委員会
調査項目：和文化教育の取り組みについて

視察場所：広島県東広島市
（日程）平成２１年２月９日～１０日

　東広島市は、人口１７７,５００人、面積
６３５．３㎢、西条地区を中心に灘、伏見に次ぐ三
大名醸地であり、「広島杜氏」の郷として知られ、
伝統的に酒造りが行われている。和文化教育が浸透
した背景は、多くの大学あるいは研究機関が存在す
るこの市に「国際学術研究都市」としてのまちづく
りを進めていることが背景としてある。
　「国際学術研究都市」としてまちづくりを進める
ためには、日本文化、なかでも「ふるさと」として
東広島市の文化、伝統を身につけ、郷土に誇りと愛
を持つという必然性が発生し、その場が学校教育の
中に求められたと感じた。
　和文化教育として、西条小学校では地域の伝統で
ある酒造りを教材とし毎年６年生がオペラ「白壁の
街」を演じ、その取り組みは２８年続いている。西
条中学校では総合学習の時間を中心に地域文化であ
る酒造りの伝統をモチーフにした組曲「西条」を創

作、３年生全員が演じている。１、２年生は３年生
になって組曲「西条」を演じることを夢に先輩の手
伝いや練習見学などに励んでいる。
　学校全体で「ひとつのもの」を創作していくこと
で、ひとりでは味わうことの出来ない大きな達成感
を体感でき、次の段階ではより良いものを作ろうと
する意欲を呼び起こしていく。そのためには協力し
合う必要を自覚し、我慢や忍耐も身につけるという
大きな効果が生まれているとのことだった。
　この研修で感じたことは、学校教育の場だけでな
く地域の理解や支援を受けながら、子ども達に長い
歴史のなかで培われた地域の伝統や文化の素晴らし
さに触れさせ、これから創り出される新たな文化の
価値に気づかせ、次代に文化を継承させていく自覚
と郷土の伝統に誇りを持たせる、という東広島市の
教育プログラムには説得力があった。
　由布市と比較して人口、産業構造、地勢等地域特
性では、共通性が少ないものの、ＡＰＵとの協力協
定や神楽の伝統など、周辺環境や文化などの類似点
はある。東広島市の和文化教育は、由布市の教育プ
ログラムにも参考とするに値すると本委員会の共通
認識となった視察であった。

　建設水道常任委員会
調査項目：都市計画について

視察場所：愛知県伊予市
（日程）平成２１年２月１２日～１３日

　愛媛県伊予市は、県のほぼ中央に位置し、平成17
年４月１日に１市２町が合併。人口約４万人、海あ
り山ありの市で、面積１９４㎢、産業は第２次、第
３次産業が主である。
　伊予市全体を６つのゾーンに分け、それぞれが地
域の特性を考慮した活性化策を実施、連携する土地
利用を進める。
　特に、総面積の約７０％が農地、林野を占める。
都市計画区域にあっては、市街化地域３８１ha.と
市街化調整区域２,６６０ha.を設定し、住みやすく
働きやすい市街地の形成にする。
　次に、道路・交通基盤の整備について伺った。伊
予市を通る広域幹線道路は、四国縦貫自動車道、国

道５６号、国道３７８号、伊予港、JR予讃線、伊予
鉄南予バスがある。今後の事業として
　１、国道５６号の４車線化、国道３７８号バイパ
　　　スの早期実現
　２、幹線道路である県道、市道の整備
　３、生活道路の整備
　４、四国縦貫自動車道中山インターチェンジの
　　　新規開設
　５、市街地の駐車場の整備
　６、新規旅客行路・フェリー航路の開設の検討等

　特に中心市街地の国道は、計画している道路が国
の基準と合わず、国との話し合いが進んでいない。
都市計画道路の１０路線総延長１６,４１０ｍのう
ち、現在の改良率が６,５００ｍで３６.５％しか進
んでいない。今後早急に整備をしたいと話していた。
　その他、生活環境整備として景観の形成や公園、
広場のあり方や上下水道の現況と今後の計画など多
くのことを学ぶことが出来た。

　行財政改革特別委員会
調査項目：行財政改革の取り組みについて

視察場所：佐賀県武雄市
（日程）平成２１年２月１６日～１７日

○武雄市の概況
　平成18年3月に周辺の山内町、北方町の1市2町の
新設合併を行い人口５１,４９７人m世帯数１６

,０８１世帯で佐賀県の西南部に位置する。
○武雄市の行革プランと取り組みについて
　行財政改革プランは行政的でなく市民の視点で作
成されており、この推進の目標を市民が市政に参加
する「市民との協働」を全面的に出している。この
ため市民が市政運営に対し満足感が得られるよう努
力している。この行財政改革プランが市長のまちづ
くりの基軸になっている。
　市長はこの行革プランに基づき市政を行う中で多
くの市民や職員から反発や意見があるとのことで、
この意見等について十分な話し合いや協議、検討を
行い、この結果「悪かったらやめる。良かったらど

んどん進める」の方針で常に前向きに議論を繰り返
して市政運営を行っている。また行財政改革効果に
よって生じた財源は使用目的を明確にして市民に公
表する等メリハリのある行政運営を行っている。ま
た行財政改革を行う中で実戦的なユニークな課も設
置されている。
　職員採用においても新卒の職員は即戦力にならな
いため30代から40代前半の専門的な社会人枠を設け
採用し混成する市役所態勢で実施されており、総合
的に市民がプラスになるとの考えのもとで行政運営
がなされている。
○桶渡市長は総務省出身で39歳の全国で最年少の若
い市長で「佐賀のがばいばあちゃん課」等のユニー
クな課設置などで有名である。この市長が我々委員
の視察対応での歓迎の挨拶だけでなく市長自ら約２
時間、研修目的である行政改革について懇切丁寧に
説明して下さった。この市長の視察対応の方法が良
いか、悪いか別として由布市の視察対応と比較せざ
るを得なかった。また市長のまちづくりに取り組む
熱意、パワーにも圧倒され素晴らしい研修となった。

大分県後期高齢者医療広域連合議会の報告
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東
長
宝
は
施
設
を
作
�
た
時

か
ら
飽
和
状
態
�
に
も
関
わ
ら
ず
加
入
さ
せ

て
い
る
現
地
の
人
が
要
望
し
て
い
る
よ
う
に
�

横
に
応
急
の
処
理
場
を
作
�
て
対
処
す
べ
き

な
の
に
無
策
で
あ
る
の
で
原
案
に
反
対
す
る
�

平
成
20
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

�
第
６
号
�
に
つ
い
て

�
賛
成
多
数
で
可
決
�

�
原
案
に
反
対
者
の
討
論
�

西
郡
均
議
員
■
特
に
事
業
全
体
が
繰
越
明
許

で
繰
り
残
す
補
正
で
あ
る
�
繰
越
明
許
を
会

期
の
途
中
に
議
決
し
て
�
平
然
と
し
て
お
ら

れ
る
議
会
は
み
�
と
も
な
い
と
思
う
�
反
対

す
る
�

小
林
華
弥
子
議
員
■
定
額
給
付
金
制
度
そ
の

も
の
に
反
対
す
る
�
そ
も
そ
も
こ
の
制
度
は

生
活
困
窮
者
支
援
と
か
経
済
活
性
化
対
策
だ

と
言
わ
れ
て
い
る
が
�
１
人
１
２
�
０
０
０

円
を
一
時
的
に
ば
ら
ま
い
て
も
経
済
が
立
て

直
せ
る
と
は
思
わ
な
い
�
ま
た
地
方
自
治
の

観
点
か
ら
も
容
認
し
が
た
い
�
事
業
の
実
施

主
体
を
地
方
自
治
体
に
す
る
な
ら
�
２
兆
円

は
地
方
交
付
税
と
し
て
地
方
に
使
途
を
任
せ

る
べ
き
で
あ
る
�
地
方
分
権
と
言
�
て
お
き

な
が
ら
�
都
合
の
悪
い
部
分
を
地
方
に
押
し

つ
け
て
く
る
国
の
や
り
方
に
も
反
対
す
る
�

�
原
案
に
賛
成
者
の
討
論
�

渕
野
け
さ
子
議
員
■
こ
の
定
額
給
付
金
は
�

国
民
の
生
活
に
何
が
今
一
番
大
事
か
と
い
う

こ
と
で
�
国
民
が
納
め
た
税
金
の
中
で
�
大

変
な
経
済
状
態
だ
か
ら
�
１
人
１
人
に
給
付

さ
れ
た
も
の
で
あ
る
�
税
金
を
還
付
す
る
�

減
税
方
法
だ
と
思
う
�
約
５
億
円
の
定
額
給

付
金
が
由
布
市
で
使
わ
れ
る
と
い
う
こ
と
は
�

内
需
拡
大
�
経
済
効
果
に
な
る
と
思
う
の
で

賛
成
す
る
�

平
成
21
年
度
由
布
市
一
般
会
計
予
算
に
つ
い
て

�
賛
成
多
数
で
可
決
�

�
原
案
に
反
対
者
の
討
論
�

西
郡
均
議
員
■
①
７
年
前
に
同
和
対
策
関
係

法
が
な
く
な
�
た
の
に
同
和
対
策
課
を
残
し
�

人
件
費
だ
け
で
も
２
千
万
円
�
こ
れ
は
全
く

の
無
駄
遣
い
で
あ
る
�
川
上
集
会
所
も
生
涯

学
習
課
で
扱
え
ば
よ
い
し
�
本
来
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
２
億
１
千
万
円
の
貸
付
金
の
返

済
は
遅
々
と
し
て
全
く
進
ん
で
い
な
い
�
②

庄
内
町
が
行
�
て
き
た
自
校
方
式
を
投
げ
打

�
て
�
巨
大
な
給
食
セ
ン
タ
�
を
着
工
し
て

し
ま
�
た
建
設
費
�
設
備
備
品
等
こ
の
予
算

に
あ
が
�
て
い
る
�
こ
れ
を
直
ち
に
や
め
る

べ
し
�
③
保
育
所
と
老
人
ホ
�
ム
の
民
営
化

に
引
き
続
き
�
予
算
に
小
松
寮
の
民
間
委
託

の
た
め
の
業
者
選
定
委
員
会
が
予
算
化
さ
れ

て
い
る
�
断
じ
て
そ
う
い
う
こ
と
は
や
る
べ

き
じ
�
な
い
と
い
う
こ
と
を
述
べ
て
反
対
討

論
と
す
る
�

�
原
案
に
賛
成
者
の
討
論
�

小
野
二
三
人
議
員
■
本
予
算
は
こ
れ
ま
で
の

総
合
計
画
�
実
施
計
画
�
行
財
政
改
革
実
施

計
画
に
基
づ
い
て
の
予
算
編
成
が
な
さ
れ
て

い
る
�
給
食
セ
ン
タ
�
建
設
事
業
�
２
年
保

育
の
た
め
の
由
布
川
幼
稚
園
建
設
工
事
�
福

祉
セ
ン
タ
�
建
設
に
伴
う
概
算
設
計
費
�
阿

蘇
の
地
域
の
ブ
ロ
�
ド
バ
ン
ド
整
備
事
業
補

助
�
さ
ら
に
市
道
整
備
費
等
々
�
市
民
要
望

の
配
慮
が
随
所
に
う
か
が
え
る
�
新
生
由
布

市
が
ス
タ
�
ト
し
て
４
年
目
の
通
年
予
算
と

な
�
て
い
る
�
市
民
の
福
祉
向
上
の
た
め
�

ま
た
�
豊
か
さ
が
実
感
出
来
る
�
ぬ
く
も
り

の
あ
る
由
布
市
構
築
の
た
め
の
予
算
執
行
を

望
み
�
本
予
算
案
に
賛
成
す
る
�

2009.4 由布市議会だより由布市議会だより 2008.9 10３ 由布市議会だより 2009.411

賛
成・反
対討

論



西郡均議員

一 般 質 問

佐藤郁夫議員

藤柴厚才議員 生野征平議員

な
ぜ
会
期
途
中
で
予
算

先
議
を
求
め
る
の
か

Q
今
議
会
は
�
補
正
予
算
を
先

に
議
決
し
た
た
め
生
活
給
付
金
や

地
域
活
性
化
・
生
活
対
策
臨
時
交

付
金
の
内
容
に
対
す
る
一
般
質
問

で
の
論
点
整
理
や
常
任
委
員
会
で

の
突
�
込
ん
だ
議
論
の
機
会
を
奪

�
て
し
ま
�
た
�
な
ぜ
�
議
会
に

先
議
を
求
め
た
の
か
�

A(

総
務
部
長)

同
一
議
会
内
に

二
つ
以
上
の
補
正
予
算
を
提
出
す

る
の
は
議
案
番
号
順
に
採
決
す
る

条
件
で
可
能
だ
�
国
の
定
額
給
付

金
関
連
予
算
が
流
動
的
だ
�
た
�

支
給
事
務
を
ス
ム
�
ズ
に
行
う
た

め
に
事
務
費
等
を
先
に
審
議
し
て

い
た
だ
い
た
�　

Q
補
正
予
算
の
中
に
は
�
充
当

財
源
が
一
円
も
な
い
の
に
６
６
２

万
を
差
し
引
く
と
い
う
あ
り
え
な

い
議
案
を
可
決
し
て
し
ま
�
た
�

こ
れ
は
ど
う
い
う
こ
と
な
の
か
�

A(

財
政
課
長)

差
し
引
く
財
源

が
な
い
の
に
マ
イ
ナ
ス
と
い
う
の

は
お
か
し
い
の
で
今
後
そ
う
い
う

こ
と
が
な
い
よ
う
に
予
算
計
上
し

た
い
�

い
い
加
減
な
答
弁
を

繰
り
返
す
な

Q
時
松
の
簡
易
水
道
を
平
成
28

年
ま
で
に
市
へ
移
管
す
る
と
い
�

て
い
る
が
�
設
置
当
時
か
ら
公

営
・
民
間
委
託
な
の
に
い
い
加
減

な
答
弁
を
繰
り
返
す
べ
き
で
な
い
�

A(

市
長)

旧
挾
間
町
が
昭
和
55

年
に
設
置
し
た
が
�
挾
間
町
の
例

規
集
に
掲
載
し
て
い
な
か
�
た
た

め
合
併
協
議
に
含
ま
れ
な
か
�
た
�

生
活
困
窮
者
の
事
を

考
え
た
監
査
指
摘
を

Q
監
査
委
員
の
指
摘
事
項
で
�

�
収
納
率
を
向
上
さ
せ
る
よ
う
求

め
た
�
と
い
う
の
が
目
立
つ
�
今

回
の
水
道
会
計
の
中
に
は
�
給
水

停
止
を
行
な
�
た
�
と
あ
る
�
払

い
た
く
て
も
払
え
な
い
生
活
困
窮

者
に
対
す
る
減
免
制
度
は
水
道
料
�

集
落
排
水
料
�
国
民
健
康
保
険
税
�

公
営
住
宅
家
賃
の
す
べ
て
に
ほ
と

ん
ど
適
用
が
な
い
�
生
活
困
窮
者

へ
の
減
免
を
す
れ
ば
収
納
率
も
向

上
す
る
�
そ
こ
ま
で
考
え
た
指
摘

は
で
き
な
い
の
か
�

A(

代
表
監
査
委
員)

条
例
の
中

に
減
免
規
定
が
あ
る
�
相
談
に
も

応
じ
て
な
い
の
で
そ
う
し
た
手
続

き
も
さ
れ
て
な
い
と
思
う
�
こ
れ

ま
で
も
重
々
話
は
し
て
き
た
�

監
査
計
画
は
い
つ
作
る

Q
２
０
０
９
年
度
の
監
査
計
画

は
い
つ
頃
作
る
の
か
�
こ
れ
ま
で

の
監
査
計
画
に
行
政
監
査
の
計
画

は
な
か
�
た
が
作
る
気
は
あ
る
か
�

A(

代
表
監
査
委
員)

監
査
計
画

は
近
々
策
定
し
�
当
然
行
政
監
査

も
ポ
イ
ン
ト
を
絞
�
て
計
画
に
入

れ
て
い
く
�

庄
内
地
域
の

活
力
創
造
対
策
は

Q
庄
内
地
域
は
由
布
市
３
地
域

内
で
出
生
率
が
極
め
て
減
少
し
て

お
り
�
高
齢
化
率
は
34
�
８
％
と

異
常
に
高
く
�
県
平
均
の
24
％
を

大
き
く
上
回
り
�
ま
さ
に
少
子
高

齢
化
の
モ
デ
ル
的
存
在
と
な
�
て

い
る
�
こ
の
よ
う
に
庄
内
地
域
は

合
併
３
町
の
中
で
は
住
民
の
高
齢

化
と
人
口
減
少
に
よ
り
集
落
崩
壊

が
懸
念
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
�

庄
内
地
域
の
活
力
再
生
対
策
が
喫

緊
の
課
題
で
あ
り
�
そ
の
対
応
が

迫
ら
れ
て
い
る
�
市
長
の
考
え
は
�

A(

市
長)

庄
内
地
域
は
農
林
業

の
低
迷
で
過
疎
化
�
少
子
高
齢
化

が
進
み
�
集
落
組
織
の
維
持
等
数

多
く
の
課
題
を
抱
え
て
い
る
が
�

こ
れ
は
全
国
的
に
共
通
し
た
問
題

で
も
あ
り
解
決
策
に
苦
慮
し
て
い

る
�
庄
内
地
域
に
限
ら
れ
た
過
疎

地
域
自
立
促
進
計
画
を
柱
と
し
て
�

各
種
の
制
度
を
活
用
し
な
が
ら
産

業
の
振
興
と
ま
ち
づ
く
り
に
努
め

た
い
�

本
庁
舎
移
行
へ
の
経
過
は

Q
分
庁
舎
方
式
は
�
庁
舎
間
の

移
動
に
要
す
る
時
間
の
ロ
ス
や
経

常
経
費
等
の
無
駄
が
多
い
こ
と
か

ら
�
先
の
議
会
で
本
庁
舎
移
行
に

つ
い
て
は
�
早
急
に
結
論
を
出
す

べ
き
で
は
と
の
質
問
に
対
し
�
市

長
は
任
期
中
に
結
論
を
出
す
と
の

強
い
決
意
を
示
さ
れ
た
が
�
そ
の

こ
と
に
変
わ
り
は
な
い
か
�

A(

市
長)

外
部
の
有
識
者
に
よ

る
私
的
諮
問
機
関
や
地
域
審
議
会
�

市
民
ア
ン
ケ
�
ト
や
多
く
の
市
民

の
声
を
聞
く
な
か
で
�
任
期
中
に

結
論
を
出
し
た
い
�

平
成
21
年
度

予
算
編
成
を
問
う

Q
新
年
度
予
算
編
成
に
あ
た
り
�

県
は
景
気
対
策
の
た
め
の
雇
用
の

増
大
や
子
育
て
対
策
�
経
済
の
浮

揚
対
策
に
絞
�
て
�
選
択
と
集

中
�
と
い
�
た
言
葉
で
�
メ
リ
ハ

リ
の
あ
る
予
算
を
県
民
に
計
上
し

た
が
�
由
布
市
の
新
年
度
予
算
は
�

過
疎
地
域
の
活
力
再
生
対
策
や

�
選
択
と
集
中
�
と
い
�
た
�
思

い
切
�
た
予
算
編
成
と
な
�
て
い

る
の
か
�

A(

市
長)

当
初
予
算
編
成
に
あ

た
�
て
は
�
全
て
の
事
務
事
業
を

再
点
検
す
る
な
ど
必
要
性
�
有
効

性
�
優
先
度
等
十
分
に
考
慮
し
�

徹
底
し
た
歳
出
削
減
に
努
め
総
合

計
画
や
行
財
政
改
革
実
施
計
画
を

反
映
し
た
予
算
編
成
を
行
�
た
�

政
策
・
事
業
実
施
は

ど
の
よ
う
な
シ
ス
テ
ム

で
行
わ
れ
て
い
る
の
か

Q
事
業
の
実
施
に
向
け
た
取
り

組
み
の
プ
ロ
セ
ス
が
不
足
し
て
い

る
�
と
く
に
各
課
横
断
し
て
重
要

な
関
連
の
施
策
は
�
検
討
や
協
議

の
機
会
が
少
な
く
予
算
査
定
の
時

に
協
議
し
て
い
る
の
が
実
情
�
事

業
内
容
の
十
分
な
検
討
や
議
論
が

さ
れ
ず
�
先
送
り
と
な
�
て
い
る
�

こ
の
よ
う
な
体
制
を
ど
う
見
直
し

て
い
く
の
か
�

A(

市
長)

重
要
施
策
に
関
す
る

市
長
の
意
思
決
定
に
係
る
最
高
補

佐
機
関
並
び
に
部
局
等
の
間
に
お

け
る
重
要
事
項
の
審
議
�
情
報
交

換
及
び
連
絡
調
整
の
機
関
と
し
て

の
位
置
づ
け
と
シ
ス
テ
ム
�
ま
た
�

重
要
な
施
策
・
事
務
事
業
等
で
総

合
的
な
判
断
を
要
す
る
重
要
な
事

項
に
つ
い
て
調
整
ま
た
は
協
議
を

行
う
政
策
調
整
会
議
の
設
置
を
想

定
し
て
�
４
月
よ
り
由
布
市
庁
議

規
則
を
定
め
る
�

新
生
由
布
高
校
に
市
内

受
験
者
は
増
加
し
た
か

Q
由
布
高
校
へ
の
進
学
者
の
確

保
の
た
め
�
奨
学
資
金
制
度
の
拡

充
�
連
携
型
中
高
一
貫
教
育
の
保

護
者
等
へ
の
啓
発
な
ど
の
取
り
組

み
を
し
て
対
策
を
と
る
と
し
て
い

た
が
結
果
は
�

A(

教
育
長)

連
携
型
中
高
一
貫

教
育
の
導
入
に
当
た
り
生
徒
数
を

確
保
す
る
た
め
に
�
英
語
・
数
学

の
教
員
の
研
究
加
配
を
し
�
３
中

学
の
英
語
・
数
学
の
基
礎
学
力
の

向
上
�
少
人
数
指
導
を
実
施
す
る
�

ま
た
�
中
高
の
相
互
乗
り
入
れ
授

業
�
合
同
学
力
テ
ス
ト
な
ど
を
実

践
研
究
し
て
研
究
を
進
め
る
中
で
�

由
布
高
校
の
魅
力
を
生
徒
に
伝
え

る
よ
う
市
と
し
て
最
大
限
努
力
を

す
る
�
今
年
の
市
内
の
志
願
者
数

は
�
定
員
の
1
2
0
名
中
推
薦
を

含
め
１
０
１
名
で
す
�

公
契
約
条
例
制
定
の

取
り
組
み
進
捗
状
況
は

Q
未
曾
有
の
不
況
で
多
く
の
非

正
規
労
働
者
が
職
場
を
追
わ
れ
�

雇
用
の
確
保
が
求
め
ら
れ
て
い
る

公
契
約
制
度
を
確
立
す
れ
ば
�
地

域
経
済
の
活
性
化
と
雇
用
の
確
保

が
図
れ
る
�
こ
れ
ま
で
ど
の
よ
う

に
検
討
し
て
き
た
の
か
�

A(

市
長)

事
業
者
を
競
争
入
札

で
決
め
て
い
る
が
�
制
定
し
よ
う

と
し
て
い
る
条
例
に
は
違
反
し
現

行
の
法
律
は
遵
守
し
て
い
る
場
合

に
�
制
定
し
よ
う
と
す
る
条
例
の

遵
守
を
ど
の
よ
う
な
法
的
な
構
成

を
持
�
て
求
め
て
い
く
の
か
判
断

に
苦
慮
す
る
�
研
究
・
検
討
を
重

ね
て
い
き
た
い
�

農
業
振
興
及
び

過
疎
対
策
は

Q
過
疎
化
�
限
界
集
落
が
増
え

る
傾
向
に
あ
る
�
国
の
集
落
支
援

制
度
を
導
入
し
て
集
落
の
活
性
化

を
す
べ
き
と
考
え
る
が
�

A(

市
長)

国
は
昨
年
�
集
落
の

定
期
的
な
巡
回
�
生
活
状
況
等
の

把
握
を
行
う
支
援
員
の
措
置
�
集

落
点
検
や
集
落
に
お
け
る
話
し
合

い
に
要
す
る
経
費
等
を
助
成
す
る

た
め
�
支
援
制
度
を
導
入
す
る
市

町
村
に
対
し
て
財
政
支
援
を
受
け

ら
れ
る
�
し
か
し
�
支
援
員
の
活

動
内
容
や
報
酬
の
あ
り
方
�
ど
う

い
�
た
基
準
で
集
落
を
設
定
す
る

か
な
ど
�
総
合
的
か
つ
慎
重
に
検

討
し
て
い
き
た
い
�

Q
農
業
へ
の
企
業
参
入
を
積
極

的
に
推
進
す
べ
き
で
は
な
い
か
�

A(

市
長)

農
業
就
業
者
の
高
齢

化
及
び
担
い
手
不
足
が
深
刻
化
し

て
い
る
な
か
�
経
営
力
や
資
本
力

に
優
れ
た
新
た
な
農
業
の
担
い
手

と
し
て
企
業
参
入
に
期
待
し
て
い

る
�
現
在
�
耕
作
放
棄
地
を
中
心

に
�
企
業
が
活
用
可
能
な
農
地
の

情
報
を
県
に
提
供
す
る
と
共
に
�

農
業
部
門
に
お
け
る
企
業
参
入
推

進
プ
ロ
ジ
�
ク
ト
チ
�
ム
を
設
置

す
る
予
定
�

Q
個
人
で
行
う
農
地
の
ほ
場
整

備
に
助
成
制
度
は
出
来
な
い
か
�

A(

市
長)

現
在
で
は
�
個
人
単

位
の
助
成
制
度
は
な
い
が
�
今
後

要
望
が
あ
れ
ば
事
業
内
容
を
精
査

し
て
検
討
し
て
い
き
た
い
�

地
場
産
業
の
育
成
と

経
済
の
活
性
化
を

Q
定
額
給
付
金
交
付
に
伴
う
地

場
で
の
消
費
拡
大
の
対
策
は
�

A(

市
長)

経
済
�
景
気
対
策
と

し
て
�
国
よ
り
市
民
全
体
で
約
５

億
６
�
８
０
０
万
円
交
付
さ
れ
る
�

由
布
市
と
し
て
は
�
商
工
関
係
団

体
と
協
議
を
し
�
消
費
に
つ
い
て

対
策
を
立
て
て
い
る
�

Ｑ
市
発
注
の
公
共
工
事
の
地
元

業
者
へ
の
対
応
に
つ
い
て
見
解
を
�

A(

市
長)

市
が
発
注
す
る
工
事

に
つ
い
て
は
�
政
策
と
し
て
地
場

産
業
の
育
成
�
地
元
雇
用
の
確
保

は
公
共
工
事
の
役
割
の
一
つ
と
考

え
か
ら
�
市
内
業
者
の
入
札
参
加

機
会
の
確
保
に
努
め
て
い
る
が
�

工
種
や
設
計
額
に
よ
る
規
定
は
由

布
市
の
契
約
事
務
規
定
で
運
用
し

て
い
る
�
ま
た
�
市
内
の
現
状
を

十
分
把
握
し
て
い
き
た
い
�

(

�
次
ペ
�
ジ
へ
つ
づ
く
�

2009.4 由布市議会だより由布市議会だより 2008.9 12３ 由布市議会だより 2009.413

市政を問う一般
質問



西郡均議員

一 般 質 問

佐藤郁夫議員

藤柴厚才議員 生野征平議員

な
ぜ
会
期
途
中
で
予
算

先
議
を
求
め
る
の
か

Q
今
議
会
は
�
補
正
予
算
を
先

に
議
決
し
た
た
め
生
活
給
付
金
や

地
域
活
性
化
・
生
活
対
策
臨
時
交

付
金
の
内
容
に
対
す
る
一
般
質
問

で
の
論
点
整
理
や
常
任
委
員
会
で

の
突
�
込
ん
だ
議
論
の
機
会
を
奪

�
て
し
ま
�
た
�
な
ぜ
�
議
会
に

先
議
を
求
め
た
の
か
�

A(

総
務
部
長)

同
一
議
会
内
に

二
つ
以
上
の
補
正
予
算
を
提
出
す

る
の
は
議
案
番
号
順
に
採
決
す
る

条
件
で
可
能
だ
�
国
の
定
額
給
付

金
関
連
予
算
が
流
動
的
だ
�
た
�

支
給
事
務
を
ス
ム
�
ズ
に
行
う
た

め
に
事
務
費
等
を
先
に
審
議
し
て

い
た
だ
い
た
�　

Q
補
正
予
算
の
中
に
は
�
充
当

財
源
が
一
円
も
な
い
の
に
６
６
２

万
を
差
し
引
く
と
い
う
あ
り
え
な

い
議
案
を
可
決
し
て
し
ま
�
た
�

こ
れ
は
ど
う
い
う
こ
と
な
の
か
�

A(

財
政
課
長)

差
し
引
く
財
源

が
な
い
の
に
マ
イ
ナ
ス
と
い
う
の

は
お
か
し
い
の
で
今
後
そ
う
い
う

こ
と
が
な
い
よ
う
に
予
算
計
上
し

た
い
�

い
い
加
減
な
答
弁
を

繰
り
返
す
な

Q
時
松
の
簡
易
水
道
を
平
成
28

年
ま
で
に
市
へ
移
管
す
る
と
い
�

て
い
る
が
�
設
置
当
時
か
ら
公

営
・
民
間
委
託
な
の
に
い
い
加
減

な
答
弁
を
繰
り
返
す
べ
き
で
な
い
�

A(

市
長)

旧
挾
間
町
が
昭
和
55

年
に
設
置
し
た
が
�
挾
間
町
の
例

規
集
に
掲
載
し
て
い
な
か
�
た
た

め
合
併
協
議
に
含
ま
れ
な
か
�
た
�

生
活
困
窮
者
の
事
を

考
え
た
監
査
指
摘
を

Q
監
査
委
員
の
指
摘
事
項
で
�

�
収
納
率
を
向
上
さ
せ
る
よ
う
求

め
た
�
と
い
う
の
が
目
立
つ
�
今

回
の
水
道
会
計
の
中
に
は
�
給
水

停
止
を
行
な
�
た
�
と
あ
る
�
払

い
た
く
て
も
払
え
な
い
生
活
困
窮

者
に
対
す
る
減
免
制
度
は
水
道
料
�

集
落
排
水
料
�
国
民
健
康
保
険
税
�

公
営
住
宅
家
賃
の
す
べ
て
に
ほ
と

ん
ど
適
用
が
な
い
�
生
活
困
窮
者

へ
の
減
免
を
す
れ
ば
収
納
率
も
向

上
す
る
�
そ
こ
ま
で
考
え
た
指
摘

は
で
き
な
い
の
か
�

A(

代
表
監
査
委
員)

条
例
の
中

に
減
免
規
定
が
あ
る
�
相
談
に
も

応
じ
て
な
い
の
で
そ
う
し
た
手
続

き
も
さ
れ
て
な
い
と
思
う
�
こ
れ

ま
で
も
重
々
話
は
し
て
き
た
�

監
査
計
画
は
い
つ
作
る

Q
２
０
０
９
年
度
の
監
査
計
画

は
い
つ
頃
作
る
の
か
�
こ
れ
ま
で

の
監
査
計
画
に
行
政
監
査
の
計
画

は
な
か
�
た
が
作
る
気
は
あ
る
か
�

A(

代
表
監
査
委
員)

監
査
計
画

は
近
々
策
定
し
�
当
然
行
政
監
査

も
ポ
イ
ン
ト
を
絞
�
て
計
画
に
入

れ
て
い
く
�

庄
内
地
域
の

活
力
創
造
対
策
は

Q
庄
内
地
域
は
由
布
市
３
地
域

内
で
出
生
率
が
極
め
て
減
少
し
て

お
り
�
高
齢
化
率
は
34
�
８
％
と

異
常
に
高
く
�
県
平
均
の
24
％
を

大
き
く
上
回
り
�
ま
さ
に
少
子
高

齢
化
の
モ
デ
ル
的
存
在
と
な
�
て

い
る
�
こ
の
よ
う
に
庄
内
地
域
は

合
併
３
町
の
中
で
は
住
民
の
高
齢

化
と
人
口
減
少
に
よ
り
集
落
崩
壊

が
懸
念
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
�

庄
内
地
域
の
活
力
再
生
対
策
が
喫

緊
の
課
題
で
あ
り
�
そ
の
対
応
が

迫
ら
れ
て
い
る
�
市
長
の
考
え
は
�

A(

市
長)

庄
内
地
域
は
農
林
業

の
低
迷
で
過
疎
化
�
少
子
高
齢
化

が
進
み
�
集
落
組
織
の
維
持
等
数

多
く
の
課
題
を
抱
え
て
い
る
が
�

こ
れ
は
全
国
的
に
共
通
し
た
問
題

で
も
あ
り
解
決
策
に
苦
慮
し
て
い

る
�
庄
内
地
域
に
限
ら
れ
た
過
疎

地
域
自
立
促
進
計
画
を
柱
と
し
て
�

各
種
の
制
度
を
活
用
し
な
が
ら
産

業
の
振
興
と
ま
ち
づ
く
り
に
努
め

た
い
�

本
庁
舎
移
行
へ
の
経
過
は

Q
分
庁
舎
方
式
は
�
庁
舎
間
の

移
動
に
要
す
る
時
間
の
ロ
ス
や
経

常
経
費
等
の
無
駄
が
多
い
こ
と
か

ら
�
先
の
議
会
で
本
庁
舎
移
行
に

つ
い
て
は
�
早
急
に
結
論
を
出
す

べ
き
で
は
と
の
質
問
に
対
し
�
市

長
は
任
期
中
に
結
論
を
出
す
と
の

強
い
決
意
を
示
さ
れ
た
が
�
そ
の

こ
と
に
変
わ
り
は
な
い
か
�

A(

市
長)

外
部
の
有
識
者
に
よ

る
私
的
諮
問
機
関
や
地
域
審
議
会
�

市
民
ア
ン
ケ
�
ト
や
多
く
の
市
民

の
声
を
聞
く
な
か
で
�
任
期
中
に

結
論
を
出
し
た
い
�

平
成
21
年
度

予
算
編
成
を
問
う

Q
新
年
度
予
算
編
成
に
あ
た
り
�

県
は
景
気
対
策
の
た
め
の
雇
用
の

増
大
や
子
育
て
対
策
�
経
済
の
浮

揚
対
策
に
絞
�
て
�
選
択
と
集

中
�
と
い
�
た
言
葉
で
�
メ
リ
ハ

リ
の
あ
る
予
算
を
県
民
に
計
上
し

た
が
�
由
布
市
の
新
年
度
予
算
は
�

過
疎
地
域
の
活
力
再
生
対
策
や

�
選
択
と
集
中
�
と
い
�
た
�
思

い
切
�
た
予
算
編
成
と
な
�
て
い

る
の
か
�

A(

市
長)

当
初
予
算
編
成
に
あ

た
�
て
は
�
全
て
の
事
務
事
業
を

再
点
検
す
る
な
ど
必
要
性
�
有
効

性
�
優
先
度
等
十
分
に
考
慮
し
�

徹
底
し
た
歳
出
削
減
に
努
め
総
合

計
画
や
行
財
政
改
革
実
施
計
画
を

反
映
し
た
予
算
編
成
を
行
�
た
�

政
策
・
事
業
実
施
は

ど
の
よ
う
な
シ
ス
テ
ム

で
行
わ
れ
て
い
る
の
か

Q
事
業
の
実
施
に
向
け
た
取
り

組
み
の
プ
ロ
セ
ス
が
不
足
し
て
い

る
�
と
く
に
各
課
横
断
し
て
重
要

な
関
連
の
施
策
は
�
検
討
や
協
議

の
機
会
が
少
な
く
予
算
査
定
の
時

に
協
議
し
て
い
る
の
が
実
情
�
事

業
内
容
の
十
分
な
検
討
や
議
論
が

さ
れ
ず
�
先
送
り
と
な
�
て
い
る
�

こ
の
よ
う
な
体
制
を
ど
う
見
直
し

て
い
く
の
か
�

A(

市
長)

重
要
施
策
に
関
す
る

市
長
の
意
思
決
定
に
係
る
最
高
補

佐
機
関
並
び
に
部
局
等
の
間
に
お

け
る
重
要
事
項
の
審
議
�
情
報
交

換
及
び
連
絡
調
整
の
機
関
と
し
て

の
位
置
づ
け
と
シ
ス
テ
ム
�
ま
た
�

重
要
な
施
策
・
事
務
事
業
等
で
総

合
的
な
判
断
を
要
す
る
重
要
な
事

項
に
つ
い
て
調
整
ま
た
は
協
議
を

行
う
政
策
調
整
会
議
の
設
置
を
想

定
し
て
�
４
月
よ
り
由
布
市
庁
議

規
則
を
定
め
る
�

新
生
由
布
高
校
に
市
内

受
験
者
は
増
加
し
た
か

Q
由
布
高
校
へ
の
進
学
者
の
確

保
の
た
め
�
奨
学
資
金
制
度
の
拡

充
�
連
携
型
中
高
一
貫
教
育
の
保

護
者
等
へ
の
啓
発
な
ど
の
取
り
組

み
を
し
て
対
策
を
と
る
と
し
て
い

た
が
結
果
は
�

A(

教
育
長)

連
携
型
中
高
一
貫

教
育
の
導
入
に
当
た
り
生
徒
数
を

確
保
す
る
た
め
に
�
英
語
・
数
学

の
教
員
の
研
究
加
配
を
し
�
３
中

学
の
英
語
・
数
学
の
基
礎
学
力
の

向
上
�
少
人
数
指
導
を
実
施
す
る
�

ま
た
�
中
高
の
相
互
乗
り
入
れ
授

業
�
合
同
学
力
テ
ス
ト
な
ど
を
実

践
研
究
し
て
研
究
を
進
め
る
中
で
�

由
布
高
校
の
魅
力
を
生
徒
に
伝
え

る
よ
う
市
と
し
て
最
大
限
努
力
を

す
る
�
今
年
の
市
内
の
志
願
者
数

は
�
定
員
の
1
2
0
名
中
推
薦
を

含
め
１
０
１
名
で
す
�

公
契
約
条
例
制
定
の

取
り
組
み
進
捗
状
況
は

Q
未
曾
有
の
不
況
で
多
く
の
非

正
規
労
働
者
が
職
場
を
追
わ
れ
�

雇
用
の
確
保
が
求
め
ら
れ
て
い
る

公
契
約
制
度
を
確
立
す
れ
ば
�
地

域
経
済
の
活
性
化
と
雇
用
の
確
保

が
図
れ
る
�
こ
れ
ま
で
ど
の
よ
う

に
検
討
し
て
き
た
の
か
�

A(
市
長)

事
業
者
を
競
争
入
札

で
決
め
て
い
る
が
�
制
定
し
よ
う

と
し
て
い
る
条
例
に
は
違
反
し
現

行
の
法
律
は
遵
守
し
て
い
る
場
合

に
�
制
定
し
よ
う
と
す
る
条
例
の

遵
守
を
ど
の
よ
う
な
法
的
な
構
成

を
持
�
て
求
め
て
い
く
の
か
判
断

に
苦
慮
す
る
�
研
究
・
検
討
を
重

ね
て
い
き
た
い
�

農
業
振
興
及
び

過
疎
対
策
は

Q
過
疎
化
�
限
界
集
落
が
増
え

る
傾
向
に
あ
る
�
国
の
集
落
支
援

制
度
を
導
入
し
て
集
落
の
活
性
化

を
す
べ
き
と
考
え
る
が
�

A(

市
長)

国
は
昨
年
�
集
落
の

定
期
的
な
巡
回
�
生
活
状
況
等
の

把
握
を
行
う
支
援
員
の
措
置
�
集

落
点
検
や
集
落
に
お
け
る
話
し
合

い
に
要
す
る
経
費
等
を
助
成
す
る

た
め
�
支
援
制
度
を
導
入
す
る
市

町
村
に
対
し
て
財
政
支
援
を
受
け

ら
れ
る
�
し
か
し
�
支
援
員
の
活

動
内
容
や
報
酬
の
あ
り
方
�
ど
う

い
�
た
基
準
で
集
落
を
設
定
す
る

か
な
ど
�
総
合
的
か
つ
慎
重
に
検

討
し
て
い
き
た
い
�

Q
農
業
へ
の
企
業
参
入
を
積
極

的
に
推
進
す
べ
き
で
は
な
い
か
�

A(

市
長)

農
業
就
業
者
の
高
齢

化
及
び
担
い
手
不
足
が
深
刻
化
し

て
い
る
な
か
�
経
営
力
や
資
本
力

に
優
れ
た
新
た
な
農
業
の
担
い
手

と
し
て
企
業
参
入
に
期
待
し
て
い

る
�
現
在
�
耕
作
放
棄
地
を
中
心

に
�
企
業
が
活
用
可
能
な
農
地
の

情
報
を
県
に
提
供
す
る
と
共
に
�

農
業
部
門
に
お
け
る
企
業
参
入
推

進
プ
ロ
ジ
�
ク
ト
チ
�
ム
を
設
置

す
る
予
定
�

Q
個
人
で
行
う
農
地
の
ほ
場
整

備
に
助
成
制
度
は
出
来
な
い
か
�

A(

市
長)

現
在
で
は
�
個
人
単

位
の
助
成
制
度
は
な
い
が
�
今
後

要
望
が
あ
れ
ば
事
業
内
容
を
精
査

し
て
検
討
し
て
い
き
た
い
�

地
場
産
業
の
育
成
と

経
済
の
活
性
化
を

Q
定
額
給
付
金
交
付
に
伴
う
地

場
で
の
消
費
拡
大
の
対
策
は
�

A(

市
長)

経
済
�
景
気
対
策
と

し
て
�
国
よ
り
市
民
全
体
で
約
５

億
６
�
８
０
０
万
円
交
付
さ
れ
る
�

由
布
市
と
し
て
は
�
商
工
関
係
団

体
と
協
議
を
し
�
消
費
に
つ
い
て

対
策
を
立
て
て
い
る
�

Ｑ
市
発
注
の
公
共
工
事
の
地
元

業
者
へ
の
対
応
に
つ
い
て
見
解
を
�

A(

市
長)

市
が
発
注
す
る
工
事

に
つ
い
て
は
�
政
策
と
し
て
地
場

産
業
の
育
成
�
地
元
雇
用
の
確
保

は
公
共
工
事
の
役
割
の
一
つ
と
考

え
か
ら
�
市
内
業
者
の
入
札
参
加

機
会
の
確
保
に
努
め
て
い
る
が
�

工
種
や
設
計
額
に
よ
る
規
定
は
由

布
市
の
契
約
事
務
規
定
で
運
用
し

て
い
る
�
ま
た
�
市
内
の
現
状
を

十
分
把
握
し
て
い
き
た
い
�

(

�
次
ペ
�
ジ
へ
つ
づ
く
�
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市政を問う一般
質問



庄
内
町
野
畑
成
合
地
区

の
生
活
用
水
確
保
を

Q
当
地
区
は
�
庄
内
町
の
中
山

間
地
域
で
野
畑
３
区
が
行
政
区
で

あ
る
�
戸
数
６
戸
の
集
落
で
あ
る
�

平
成
17
年
頃
よ
り
�
用
水
の
確
保

が
大
き
な
課
題
�
水
源
地
が
遠
い

こ
と
�
降
雨
で
生
活
用
水
が
汚
濁

す
る
�
全
戸
が
65
歳
以
上
の
高
齢

者
で
あ
り
�
早
急
に
水
道
施
設
が

必
要
で
あ
り
�
何
と
か
市
で
対
策

を
講
じ
て
欲
し
い
が
�

A(

市
長)

今
後
�
平
成
28
年
度

ま
で
簡
易
水
道
総
合
計
画
で
給
水

区
域
の
拡
張
区
域
に
組
み
入
れ
る

か
�
早
期
に
改
善
す
る
方
法
と
し

て
�
地
元
が
市
水
道
施
設
整
備
補

助
金
交
付
条
例
を
活
用
し
て
ボ
�

リ
ン
グ
な
ど
が
考
え
ら
れ
る
�
市

や
地
元
の
負
担
が
伴
う
の
で
�
地

元
の
皆
様
と
協
議
し
て
ま
い
り
た

い
と
考
え
て
い
る
�

定
額
給
付
金
の
交
付
は

プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
配
布
を

Q
１
月
27
日
�
国
で
成
立
し
た

�
定
額
給
付
金
�
に
市
の
補
助
金

10
％
加
算
し
�
地
域
活
性
化
�
商

工
会
振
興
の
た
め
�
市
内
商
工
会

の
み
で
使
用
出
来
る
プ
レ
ミ
ア
ム

商
品
券
を
交
付
し
て
欲
し
い
と
思

う
�
ま
た
�
事
務
費
や
手
続
き
�

内
容
等
は
�

A(
市
長)

国
が
全
額
市
町
村
に

交
付
す
る
補
助
金
で
あ
る
�
２
月

１
日
を
基
準
日
と
し
�
市
全
体
で

戸
数
１
５
�
０
１
６
戸
�
人
口

３
６
�
６
５
８
人
�
総
額
５
億

６
�
８
４
８
万
円
で
事
務
費
２
�

４
０
０
万
円
で
あ
る
�
支
給
手
続

き
は
�
電
算
シ
ス
テ
ム
開
発
委
託

作
業
を
進
め
�
終
了
後
対
象
者
リ

ス
ト
を
確
定
し
�
早
期
に
第
１
回

の
支
給
を
開
始
す
る
�

　

な
お
�
お
買
い
物
商
品
券
は
�

制
度
上
交
付
出
来
な
い
が
�
国
の

地
域
活
性
化
生
活
対
策
臨
時
交
付

金
を
活
用
し
�
地
元
商
工
会
が
発

行
す
る
お
買
い
物
券
に
対
し
て
補

助
を
行
い
�
こ
の
定
額
給
付
金
を

市
内
で
の
消
費
に
つ
な
が
る
お
買

い
物
券
の
購
入
を
お
願
い
し
た
い
�

営
農
指
導
事
業
の

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

一
元
化
を

Q
低
迷
す
る
農
業
を
推
進
す
る

た
め
�
市
と
農
協
の
農
業
関
係
機

関
が
１
�
所
に
統
合
し
て
�
�
仮

称
�
市
農
業
総
合
指
導
セ
ン
タ
�

を
設
置
し
て
欲
し
い
と
考
え
る
が
�

市
長
の
考
え
は
�

A(
市
長)

栽
培
技
術
の
習
得
�

指
導
は
農
協
と
県
中
部
振
興
局
の

指
導
部
署
で
お
願
い
し
�
市
で
は

農
業
経
営
に
お
け
る
設
備
投
資
な

ど
�
国
県
事
業
の
導
入
や
制
度
資

金
の
融
資
並
び
に
利
子
補
給
等
に

つ
い
て
担
当
し
て
い
る
�
一
元
化

も
大
切
だ
が
�
県
�
農
協
�
市
が

各
部
署
で
役
割
を
担
い
�
連
携
を

強
め
て
い
く
こ
と
に
よ
り
�
今
後

農
業
振
興
に
努
力
し
た
い
�

総
合
計
画
に
お
け
る
施

策
事
業
の
進
捗
状
況
は

Q
支
援
事
業
の
6
項
目
に
つ
い

て
進
捗
状
況
は
�

A(

市
長)

①
親
子
サ
�
ク
ル
活

動
支
援
事
業
は
�
３
園
で
地
域
子

育
て
支
援
セ
ン
タ
�
に
お
い
て
保

育
に
か
け
な
い
親
子
を
対
象
に
�

絆
づ
く
り
�
仲
間
づ
く
り
の
事
業

を
行
�
て
い
る
�

Q
ど
れ
位
利
用
し
て
い
る
の
か
�

A(

子
育
て
支
援
課
長)

週
２
日

開
催
し
�
宮
田
保
育
園
で
延
べ

２
�
６
４
８
名
�
ひ
ば
り
保
育
園

で
３
�
５
２
２
名
�
す
み
れ
保
育

園
で
週
５
日
の
４
�
２
０
７
名
が

参
加
�

A(

市
長)

②
フ
�
ミ
リ
�
サ
ポ

�
ト
セ
ン
タ
�
支
援
事
業
は
�

�
子
育
て
を
援
助
し
て
も
ら
い
た

い
人
�
�
子
育
て
を
援
助
す
る

人
�
が
ど
の
程
度
確
保
出
来
る
の

か
実
態
調
査
を
し
た
い
�

　

③
次
世
代
育
成
支
援
地
域
行
動

計
画
の
策
定
は
�
平
成
17
年
度
に

策
定
さ
れ
た
計
画
の
後
期
分
を
策

定
�
ニ
�
ズ
調
査
結
果
終
了
後
�

支
援
策
に
反
映
し
て
い
く
�

　

④
次
世
代
育
成
支
援
対
策
地
域

協
議
会
の
設
置
は
�
新
年
度
計
画

策
定
協
議
会
を
設
置
す
る
�

　

⑤
要
保
護
児
童
対
策
協
議
会
は
�

平
成
18
年
度
に
要
綱
を
定
め
�
代

表
者
会
議
�
12
名
�
�
実
務
者
会

議
�
14
名
�
で
組
織
さ
れ
�
２
�

月
に
一
度
の
割
合
で
�
ケ
�
ス
会

議
�
を
開
催
�

　

⑥
地
域
子
育
て
支
援
事
業
は
�

全
て
の
子
育
て
家
庭
に
対
す
る
育

児
支
援
を
行
う
も
の
で
�
中
学
校

区
に
一
拠
点
�
３
園
で
実
施
�

洪
水
ハ
ザ
�
ド
マ
�
プ

作
業
業
務
の
状
況
は

Q
こ
れ
ま
で
の
作
業
の
経
過
は
�

A(

市
長)

関
係
課
の
職
員
で
素

案
を
作
成
し
�
対
象
地
区
の
自
治

委
員
や
消
防
団
の
代
表
者
�
各
振

興
局
長
を
加
え
原
案
を
作
成
�

Q
今
後
の
説
明
会
は
�

A(

市
長)

原
案
を
対
象
自
治
区

に
説
明
会
を
開
催
し
�
意
見
を
踏

ま
え
て
原
案
を
修
正
し
た
と
こ
ろ
�

Q
今
後
の
対
応
�
周
知
�
訓
練

は
�

A(

市
長)

３
月
の
市
報
�
対
象

自
治
区
の
全
世
帯
に
配
布
�
自
治

委
員
�
消
防
団
と
も
協
議
し
�
地

域
住
民
と
連
携
し
た
訓
練
を
検
討

し
た
い
�

地
域
伝
統
文
化
の
教
育
の

充
実
を

Q
新
学
習
指
導
要
領
に
盛
り
込

ま
れ
た
伝
統
文
化
�
知
・
徳
・
体

の
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
教
育
の
充

実
を
ど
う
捉
え
て
い
る
か
�

A(

教
育
長)

豊
か
な
心
�
郷
土

を
愛
す
る
心
を
育
て
る
た
め
に
郷

土
の
伝
統
文
化
を
取
り
入
れ
た
総

合
的
な
学
習
時
間
に
�
神
楽
や
太

鼓
等
の
演
奏
や
歴
史
学
に
取
り
組

ん
で
い
る
�
知
・
徳
・
体
で
は

�
生
き
る
力
�
を
育
む
教
育
の
施

策
を
掲
げ
て
い
る
�
保
健
体
育
科

で
は
�
24
年
度
か
ら
武
道
必
修
ほ

か
も
取
り
上
げ
て
い
る
と
こ
ろ
だ
�

公
共
事
業
に
シ
�
ア
リ
ン
グ

入
札
で
地
元
企
業
の
育
成
を

Q
深
刻
化
す
る
不
況
下
�
由
布

市
の
公
共
事
業
に
対
し
大
分
市
の

業
者
が
入
札
し
て
い
る
が
�
由
布

市
の
業
者
は
大
分
市
に
は
入
札
出

来
な
い
�
由
布
市
の
公
共
事
業
を

優
先
的
に
地
元
業
者
に
受
け
て
も

ら
う
入
札
制
度
を
設
け
�
地
元
企

業
の
育
成
を
行
う
時
で
は
な
い
か
�

A(

市
長)

現
在
は
指
名
競
争
と

条
件
付
き
一
般
競
争
で
入
札
を
行

�
て
い
る
�
工
事
内
容
や
施
工
場

所
な
ど
地
元
企
業
が
対
応
出
来
る

工
事
は
今
後
検
討
し
て
い
き
た
い
�

Q
す
で
に
倒
産
や
廃
業
す
る
企

業
が
出
て
い
る
�
県
の
基
準
を
準

用
し
て
応
札
業
者
を
ラ
ン
ク
分
け

し
て
い
る
が
�
こ
の
入
札
制
度
を

見
直
し
�
救
済
と
い
う
観
点
か
ら

シ
�
ア
リ
ン
グ
の
考
え
方
を
持
ち
�

指
名
委
員
会
で
柔
軟
な
対
応
を
講

じ
て
頂
き
た
い
�

行
財
政
改
革
の
具
体
的

成
果
と
今
後
の
方
向
は

Q
国
体
を
終
え
て
�
ス
ポ
�
ツ

の
持
つ
効
果
と
効
用
が
改
め
て
認

識
を
高
め
た
�
行
革
の
一
環
で
廃

止
さ
れ
た
体
育
振
興
課
は
生
涯
学

習
�
社
会
教
育
の
観
点
か
ら
も
復

活
す
べ
き
で
は
な
い
か
�

A(

教
育
長)

地
域
の
公
民
館
事

業
と
し
て
生
涯
学
習
課
と
体
育
振

興
課
か
ら
の
指
揮
系
統
で
混
乱
を

生
じ
る
た
め
統
合
し
た
�
各
種
行

事
で
混
乱
し
な
い
よ
う
慎
重
な
取

り
組
み
を
指
導
し
て
い
く
�

Q
指
定
管
理
者
制
度
が
一
巡
し

て
更
新
期
で
あ
る
�
し
か
し
�

種
々
の
施
設
で
協
定
を
履
行
出
来

な
い
状
況
が
発
生
し
て
い
る
�
こ

の
よ
う
な
事
態
は
指
定
管
理
者
制

度
自
体
の
欠
陥
を
示
し
て
い
る
の

で
は
な
い
か
�
協
定
時
の
約
束
事

は
市
と
管
理
者
双
方
で
遵
守
し
�

市
民
か
ら
糾
弾
さ
れ
な
い
よ
う
す

べ
き
で
は
な
い
か
�

A(

市
長)

こ
の
制
度
は
全
国
的

に
も
見
直
し
が
行
わ
れ
る
時
期
と

な
�
て
き
て
い
る
�
市
と
し
て
も

必
要
な
見
直
し
を
進
め
て
い
く
�

本
庁
舎
を
建
設
す
る
よ
り

市
長
が
３
庁
舎
を
移
動
せ
よ

Q
先
の
本
庁
舎
ア
ン
ケ
�
ト
は

対
象
者
の
属
性
分
類
が
デ
タ
ラ
メ
�

予
断
を
与
え
る
誘
導
が
為
さ
れ
て

い
る
等
�
技
法
上
の
問
題
が
あ
り

す
ぎ
る
�
当
然
分
析
す
る
に
値
し

な
い
�
こ
の
よ
う
な
ア
ン
ケ
�
ト

を
基
に
市
民
の
意
識
を
把
握
す
る

事
は
出
来
な
い
�

急
い
で
本
庁
舎
方
式
に
す
る
よ
り
�

会
議
を
挾
間
や
湯
布
院
で
も
開
き
�

そ
こ
に
市
長
が
出
か
け
れ
ば
移
動

の
ロ
ス
は
市
長
一
人
だ
け
だ
�
市

長
が
出
か
け
る
こ
と
で
挾
間
�
湯

布
院
の
職
員
も
良
い
緊
張
感
を
持

�
て
職
務
に
励
む
こ
と
に
な
る
�

A(

市
長)

効
率
の
良
い
会
議
を

開
く
に
は
�
財
政
も
含
め
た
総
合

的
な
協
議
も
必
要
�
そ
れ
が
市
民

サ
�
ビ
ス
に
つ
な
が
る
�
議
員
の

発
想
は
あ
り
が
た
い
�
参
考
に
し

な
が
ら
頑
張
�
て
い
き
た
い
�

　

他
に
�
住
民
自
治
基
本
条
例
�

の
問
題
点
に
つ
い
て
質
問
し
た
�

湯
布
院
の
観
光
客
減
少

に
対
す
る
対
策
は

Q
湯
布
院
地
区
に
お
け
る
観
光

客
の
大
幅
な
減
少
に
つ
い
て
�
市

は
実
態
を
ど
う
把
握
し
�
具
体
的

な
施
策
を
考
え
て
い
る
の
か
�

A(

市
長)

観
光
客
数
の
大
幅
な

減
少
に
は
�
日
本
経
済
の
急
激
な

悪
化
や
円
高
に
よ
る
外
国
人
観
光

客
の
大
幅
な
減
少
等
が
影
響
し
て

お
り
�
入
湯
税
も
前
年
対
比
で
15

％
の
落
ち
込
み
�
大
変
厳
し
い
状

況
に
あ
る
こ
と
を
認
識
し
て
い
る
�

　

対
策
と
し
て
�
由
布
市
観
光
の

Ｐ
Ｒ
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
お

り
�
観
光
関
係
者
と
共
に
マ
ス
コ

ミ
�
旅
行
社
を
訪
問
し
宣
伝
活
動

を
実
施
し
て
い
る
�
昨
年
６
�

９
�
11
月
に
大
阪
�
福
岡
で
開
催

さ
れ
た
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し
誘
客

活
動
を
行
�
た
�

　

宿
泊
客
増
加
対
策
と
し
て
�
佐

伯
市
と
の
観
光
交
流
�
九
州
三
湯

物
語
�
東
九
州
観
光
圏
協
議
会
へ

の
参
加
等
を
行
い
�
連
携
に
よ
�

て
魅
力
あ
る
事
業
を
展
開
し
て
い

る
�

　

今
後
は
定
額
給
付
金
相
当
の
宿

泊
パ
�
ク
�
ワ
ン
コ
イ
ン
・
シ
�

ト
ル
バ
ス
等
を
検
討
し
観
光
客
数

の
増
加
を
図
る
と
共
に
予
算
の
戦

略
的
な
組
み
直
し
を
検
討
し
て
い

く
�

財
政
改
革
の
実
現
は

Q
由
布
市
の
行
財
政
改
革
と
市

民
サ
�
ビ
ス
の
向
上
は
�
ど
の
よ

う
に
実
現
さ
れ
て
い
る
か
�

A(

市
長)

行
財
政
改
革
は
概
計

画
通
り
に
進
捗
し
て
お
り
�
財
政

的
に
は
健
全
化
へ
向
か
�
て
い
る
�

こ
れ
に
よ
り
保
育
費
の
県
内
最
低

水
準
の
維
持
�
育
児
医
療
費
の
助

成
等
の
子
育
て
支
援
策
�
給
食
セ

ン
タ
�
建
設
�
教
育
施
設
の
耐
震

対
応
等
の
施
設
推
進
�
さ
ら
に
基

金
積
立
に
よ
り
歳
入
減
少
対
策
が

図
ら
れ
た
�

(

�
次
ペ
�
ジ
へ
つ
づ
く
�
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溝口泰章議員

太田正美議員

ゆふラッキーお買い物券



庄
内
町
野
畑
成
合
地
区

の
生
活
用
水
確
保
を

Q
当
地
区
は
�
庄
内
町
の
中
山

間
地
域
で
野
畑
３
区
が
行
政
区
で

あ
る
�
戸
数
６
戸
の
集
落
で
あ
る
�

平
成
17
年
頃
よ
り
�
用
水
の
確
保

が
大
き
な
課
題
�
水
源
地
が
遠
い

こ
と
�
降
雨
で
生
活
用
水
が
汚
濁

す
る
�
全
戸
が
65
歳
以
上
の
高
齢

者
で
あ
り
�
早
急
に
水
道
施
設
が

必
要
で
あ
り
�
何
と
か
市
で
対
策

を
講
じ
て
欲
し
い
が
�

A(

市
長)

今
後
�
平
成
28
年
度

ま
で
簡
易
水
道
総
合
計
画
で
給
水

区
域
の
拡
張
区
域
に
組
み
入
れ
る

か
�
早
期
に
改
善
す
る
方
法
と
し

て
�
地
元
が
市
水
道
施
設
整
備
補

助
金
交
付
条
例
を
活
用
し
て
ボ
�

リ
ン
グ
な
ど
が
考
え
ら
れ
る
�
市

や
地
元
の
負
担
が
伴
う
の
で
�
地

元
の
皆
様
と
協
議
し
て
ま
い
り
た

い
と
考
え
て
い
る
�

定
額
給
付
金
の
交
付
は

プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
配
布
を

Q
１
月
27
日
�
国
で
成
立
し
た

�
定
額
給
付
金
�
に
市
の
補
助
金

10
％
加
算
し
�
地
域
活
性
化
�
商

工
会
振
興
の
た
め
�
市
内
商
工
会

の
み
で
使
用
出
来
る
プ
レ
ミ
ア
ム

商
品
券
を
交
付
し
て
欲
し
い
と
思

う
�
ま
た
�
事
務
費
や
手
続
き
�

内
容
等
は
�

A(

市
長)

国
が
全
額
市
町
村
に

交
付
す
る
補
助
金
で
あ
る
�
２
月

１
日
を
基
準
日
と
し
�
市
全
体
で

戸
数
１
５
�
０
１
６
戸
�
人
口

３
６
�
６
５
８
人
�
総
額
５
億

６
�
８
４
８
万
円
で
事
務
費
２
�

４
０
０
万
円
で
あ
る
�
支
給
手
続

き
は
�
電
算
シ
ス
テ
ム
開
発
委
託

作
業
を
進
め
�
終
了
後
対
象
者
リ

ス
ト
を
確
定
し
�
早
期
に
第
１
回

の
支
給
を
開
始
す
る
�

　

な
お
�
お
買
い
物
商
品
券
は
�

制
度
上
交
付
出
来
な
い
が
�
国
の

地
域
活
性
化
生
活
対
策
臨
時
交
付

金
を
活
用
し
�
地
元
商
工
会
が
発

行
す
る
お
買
い
物
券
に
対
し
て
補

助
を
行
い
�
こ
の
定
額
給
付
金
を

市
内
で
の
消
費
に
つ
な
が
る
お
買

い
物
券
の
購
入
を
お
願
い
し
た
い
�

営
農
指
導
事
業
の

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

一
元
化
を

Q
低
迷
す
る
農
業
を
推
進
す
る

た
め
�
市
と
農
協
の
農
業
関
係
機

関
が
１
�
所
に
統
合
し
て
�
�
仮

称
�
市
農
業
総
合
指
導
セ
ン
タ
�

を
設
置
し
て
欲
し
い
と
考
え
る
が
�

市
長
の
考
え
は
�

A(

市
長)

栽
培
技
術
の
習
得
�

指
導
は
農
協
と
県
中
部
振
興
局
の

指
導
部
署
で
お
願
い
し
�
市
で
は

農
業
経
営
に
お
け
る
設
備
投
資
な

ど
�
国
県
事
業
の
導
入
や
制
度
資

金
の
融
資
並
び
に
利
子
補
給
等
に

つ
い
て
担
当
し
て
い
る
�
一
元
化

も
大
切
だ
が
�
県
�
農
協
�
市
が

各
部
署
で
役
割
を
担
い
�
連
携
を

強
め
て
い
く
こ
と
に
よ
り
�
今
後

農
業
振
興
に
努
力
し
た
い
�

総
合
計
画
に
お
け
る
施

策
事
業
の
進
捗
状
況
は

Q
支
援
事
業
の
6
項
目
に
つ
い

て
進
捗
状
況
は
�

A(

市
長)

①
親
子
サ
�
ク
ル
活

動
支
援
事
業
は
�
３
園
で
地
域
子

育
て
支
援
セ
ン
タ
�
に
お
い
て
保

育
に
か
け
な
い
親
子
を
対
象
に
�

絆
づ
く
り
�
仲
間
づ
く
り
の
事
業

を
行
�
て
い
る
�

Q
ど
れ
位
利
用
し
て
い
る
の
か
�

A(

子
育
て
支
援
課
長)

週
２
日

開
催
し
�
宮
田
保
育
園
で
延
べ

２
�
６
４
８
名
�
ひ
ば
り
保
育
園

で
３
�
５
２
２
名
�
す
み
れ
保
育

園
で
週
５
日
の
４
�
２
０
７
名
が

参
加
�

A(

市
長)

②
フ
�
ミ
リ
�
サ
ポ

�
ト
セ
ン
タ
�
支
援
事
業
は
�

�
子
育
て
を
援
助
し
て
も
ら
い
た

い
人
�
�
子
育
て
を
援
助
す
る

人
�
が
ど
の
程
度
確
保
出
来
る
の

か
実
態
調
査
を
し
た
い
�

　

③
次
世
代
育
成
支
援
地
域
行
動

計
画
の
策
定
は
�
平
成
17
年
度
に

策
定
さ
れ
た
計
画
の
後
期
分
を
策

定
�
ニ
�
ズ
調
査
結
果
終
了
後
�

支
援
策
に
反
映
し
て
い
く
�

　

④
次
世
代
育
成
支
援
対
策
地
域

協
議
会
の
設
置
は
�
新
年
度
計
画

策
定
協
議
会
を
設
置
す
る
�

　

⑤
要
保
護
児
童
対
策
協
議
会
は
�

平
成
18
年
度
に
要
綱
を
定
め
�
代

表
者
会
議
�
12
名
�
�
実
務
者
会

議
�
14
名
�
で
組
織
さ
れ
�
２
�

月
に
一
度
の
割
合
で
�
ケ
�
ス
会

議
�
を
開
催
�

　

⑥
地
域
子
育
て
支
援
事
業
は
�

全
て
の
子
育
て
家
庭
に
対
す
る
育

児
支
援
を
行
う
も
の
で
�
中
学
校

区
に
一
拠
点
�
３
園
で
実
施
�

洪
水
ハ
ザ
�
ド
マ
�
プ

作
業
業
務
の
状
況
は

Q
こ
れ
ま
で
の
作
業
の
経
過
は
�

A(

市
長)

関
係
課
の
職
員
で
素

案
を
作
成
し
�
対
象
地
区
の
自
治

委
員
や
消
防
団
の
代
表
者
�
各
振

興
局
長
を
加
え
原
案
を
作
成
�

Q
今
後
の
説
明
会
は
�

A(

市
長)

原
案
を
対
象
自
治
区

に
説
明
会
を
開
催
し
�
意
見
を
踏

ま
え
て
原
案
を
修
正
し
た
と
こ
ろ
�

Q
今
後
の
対
応
�
周
知
�
訓
練

は
�

A(

市
長)

３
月
の
市
報
�
対
象

自
治
区
の
全
世
帯
に
配
布
�
自
治

委
員
�
消
防
団
と
も
協
議
し
�
地

域
住
民
と
連
携
し
た
訓
練
を
検
討

し
た
い
�

地
域
伝
統
文
化
の
教
育
の

充
実
を

Q
新
学
習
指
導
要
領
に
盛
り
込

ま
れ
た
伝
統
文
化
�
知
・
徳
・
体

の
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
教
育
の
充

実
を
ど
う
捉
え
て
い
る
か
�

A(

教
育
長)

豊
か
な
心
�
郷
土

を
愛
す
る
心
を
育
て
る
た
め
に
郷

土
の
伝
統
文
化
を
取
り
入
れ
た
総

合
的
な
学
習
時
間
に
�
神
楽
や
太

鼓
等
の
演
奏
や
歴
史
学
に
取
り
組

ん
で
い
る
�
知
・
徳
・
体
で
は

�
生
き
る
力
�
を
育
む
教
育
の
施

策
を
掲
げ
て
い
る
�
保
健
体
育
科

で
は
�
24
年
度
か
ら
武
道
必
修
ほ

か
も
取
り
上
げ
て
い
る
と
こ
ろ
だ
�

公
共
事
業
に
シ
�
ア
リ
ン
グ

入
札
で
地
元
企
業
の
育
成
を

Q
深
刻
化
す
る
不
況
下
�
由
布

市
の
公
共
事
業
に
対
し
大
分
市
の

業
者
が
入
札
し
て
い
る
が
�
由
布

市
の
業
者
は
大
分
市
に
は
入
札
出

来
な
い
�
由
布
市
の
公
共
事
業
を

優
先
的
に
地
元
業
者
に
受
け
て
も

ら
う
入
札
制
度
を
設
け
�
地
元
企

業
の
育
成
を
行
う
時
で
は
な
い
か
�

A(

市
長)

現
在
は
指
名
競
争
と

条
件
付
き
一
般
競
争
で
入
札
を
行

�
て
い
る
�
工
事
内
容
や
施
工
場

所
な
ど
地
元
企
業
が
対
応
出
来
る

工
事
は
今
後
検
討
し
て
い
き
た
い
�

Q
す
で
に
倒
産
や
廃
業
す
る
企

業
が
出
て
い
る
�
県
の
基
準
を
準

用
し
て
応
札
業
者
を
ラ
ン
ク
分
け

し
て
い
る
が
�
こ
の
入
札
制
度
を

見
直
し
�
救
済
と
い
う
観
点
か
ら

シ
�
ア
リ
ン
グ
の
考
え
方
を
持
ち
�

指
名
委
員
会
で
柔
軟
な
対
応
を
講

じ
て
頂
き
た
い
�

行
財
政
改
革
の
具
体
的

成
果
と
今
後
の
方
向
は

Q
国
体
を
終
え
て
�
ス
ポ
�
ツ

の
持
つ
効
果
と
効
用
が
改
め
て
認

識
を
高
め
た
�
行
革
の
一
環
で
廃

止
さ
れ
た
体
育
振
興
課
は
生
涯
学

習
�
社
会
教
育
の
観
点
か
ら
も
復

活
す
べ
き
で
は
な
い
か
�

A(

教
育
長)

地
域
の
公
民
館
事

業
と
し
て
生
涯
学
習
課
と
体
育
振

興
課
か
ら
の
指
揮
系
統
で
混
乱
を

生
じ
る
た
め
統
合
し
た
�
各
種
行

事
で
混
乱
し
な
い
よ
う
慎
重
な
取

り
組
み
を
指
導
し
て
い
く
�

Q
指
定
管
理
者
制
度
が
一
巡
し

て
更
新
期
で
あ
る
�
し
か
し
�

種
々
の
施
設
で
協
定
を
履
行
出
来

な
い
状
況
が
発
生
し
て
い
る
�
こ

の
よ
う
な
事
態
は
指
定
管
理
者
制

度
自
体
の
欠
陥
を
示
し
て
い
る
の

で
は
な
い
か
�
協
定
時
の
約
束
事

は
市
と
管
理
者
双
方
で
遵
守
し
�

市
民
か
ら
糾
弾
さ
れ
な
い
よ
う
す

べ
き
で
は
な
い
か
�

A(

市
長)

こ
の
制
度
は
全
国
的

に
も
見
直
し
が
行
わ
れ
る
時
期
と

な
�
て
き
て
い
る
�
市
と
し
て
も

必
要
な
見
直
し
を
進
め
て
い
く
�

本
庁
舎
を
建
設
す
る
よ
り

市
長
が
３
庁
舎
を
移
動
せ
よ

Q
先
の
本
庁
舎
ア
ン
ケ
�
ト
は

対
象
者
の
属
性
分
類
が
デ
タ
ラ
メ
�

予
断
を
与
え
る
誘
導
が
為
さ
れ
て

い
る
等
�
技
法
上
の
問
題
が
あ
り

す
ぎ
る
�
当
然
分
析
す
る
に
値
し

な
い
�
こ
の
よ
う
な
ア
ン
ケ
�
ト

を
基
に
市
民
の
意
識
を
把
握
す
る

事
は
出
来
な
い
�

急
い
で
本
庁
舎
方
式
に
す
る
よ
り
�

会
議
を
挾
間
や
湯
布
院
で
も
開
き
�

そ
こ
に
市
長
が
出
か
け
れ
ば
移
動

の
ロ
ス
は
市
長
一
人
だ
け
だ
�
市

長
が
出
か
け
る
こ
と
で
挾
間
�
湯

布
院
の
職
員
も
良
い
緊
張
感
を
持

�
て
職
務
に
励
む
こ
と
に
な
る
�

A(

市
長)

効
率
の
良
い
会
議
を

開
く
に
は
�
財
政
も
含
め
た
総
合

的
な
協
議
も
必
要
�
そ
れ
が
市
民

サ
�
ビ
ス
に
つ
な
が
る
�
議
員
の

発
想
は
あ
り
が
た
い
�
参
考
に
し

な
が
ら
頑
張
�
て
い
き
た
い
�

　

他
に
�
住
民
自
治
基
本
条
例
�

の
問
題
点
に
つ
い
て
質
問
し
た
�

湯
布
院
の
観
光
客
減
少

に
対
す
る
対
策
は

Q
湯
布
院
地
区
に
お
け
る
観
光

客
の
大
幅
な
減
少
に
つ
い
て
�
市

は
実
態
を
ど
う
把
握
し
�
具
体
的

な
施
策
を
考
え
て
い
る
の
か
�

A(

市
長)

観
光
客
数
の
大
幅
な

減
少
に
は
�
日
本
経
済
の
急
激
な

悪
化
や
円
高
に
よ
る
外
国
人
観
光

客
の
大
幅
な
減
少
等
が
影
響
し
て

お
り
�
入
湯
税
も
前
年
対
比
で
15

％
の
落
ち
込
み
�
大
変
厳
し
い
状

況
に
あ
る
こ
と
を
認
識
し
て
い
る
�

　

対
策
と
し
て
�
由
布
市
観
光
の

Ｐ
Ｒ
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
お

り
�
観
光
関
係
者
と
共
に
マ
ス
コ

ミ
�
旅
行
社
を
訪
問
し
宣
伝
活
動

を
実
施
し
て
い
る
�
昨
年
６
�

９
�
11
月
に
大
阪
�
福
岡
で
開
催

さ
れ
た
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し
誘
客

活
動
を
行
�
た
�

　

宿
泊
客
増
加
対
策
と
し
て
�
佐

伯
市
と
の
観
光
交
流
�
九
州
三
湯

物
語
�
東
九
州
観
光
圏
協
議
会
へ

の
参
加
等
を
行
い
�
連
携
に
よ
�

て
魅
力
あ
る
事
業
を
展
開
し
て
い

る
�

　

今
後
は
定
額
給
付
金
相
当
の
宿

泊
パ
�
ク
�
ワ
ン
コ
イ
ン
・
シ
�

ト
ル
バ
ス
等
を
検
討
し
観
光
客
数

の
増
加
を
図
る
と
共
に
予
算
の
戦

略
的
な
組
み
直
し
を
検
討
し
て
い

く
�

財
政
改
革
の
実
現
は

Q
由
布
市
の
行
財
政
改
革
と
市

民
サ
�
ビ
ス
の
向
上
は
�
ど
の
よ

う
に
実
現
さ
れ
て
い
る
か
�

A(

市
長)

行
財
政
改
革
は
概
計

画
通
り
に
進
捗
し
て
お
り
�
財
政

的
に
は
健
全
化
へ
向
か
�
て
い
る
�

こ
れ
に
よ
り
保
育
費
の
県
内
最
低

水
準
の
維
持
�
育
児
医
療
費
の
助

成
等
の
子
育
て
支
援
策
�
給
食
セ

ン
タ
�
建
設
�
教
育
施
設
の
耐
震

対
応
等
の
施
設
推
進
�
さ
ら
に
基

金
積
立
に
よ
り
歳
入
減
少
対
策
が

図
ら
れ
た
�

(

�
次
ペ
�
ジ
へ
つ
づ
く
�
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ゆふラッキーお買い物券



(
�
前
ペ
�
ジ
よ
り
つ
づ
き
�

Q
合
併
後
の
入
湯
税
の
特
別
徴

収
義
務
者
の
推
移
を
市
は
把
握
し

て
い
る
か
�

A(

市
長)

無
申
告
業
者
等
の
発

生
が
若
干
あ
る
た
め
�
税
務
担
当

者
に
よ
る
対
象
者
の
訪
問
指
導
を

行
�
て
お
り
�
今
後
も
公
平
確
実

を
期
す
た
め
課
税
客
数
の
把
握
に

努
め
る
�

　

そ
の
他
�
温
泉
の
有
効
活
用
・

多
目
的
有
効
利
用
の
進
捗
状
況
�

�
特
色
あ
る
温
泉
地
環
境
づ
く
り

の
進
捗
�
に
関
し
て
そ
れ
ぞ
れ
質

問
を
行
�
た
�

　
国
の
第
二
次
補
正
予
算

に
よ
る
市
の
対
応
は

Q
原
油
価
格
の
高
騰
に
よ
る
物

価
上
昇
や
急
激
な
経
済
環
境
の
変

化
に
対
応
す
る
た
め
の
緊
急
経
済

対
策
の
一
つ
で
定
額
給
付
金
が
支

給
さ
れ
る
�

�
ア
�
定
額
給
付
金
に
つ
い
て
の

市
長
の
考
え
は
�

�
イ
�
子
育
て
応
援
特
別
手
当
の

支
給
案
内
や
対
象
者
受
付
窓
口
は
�

�
ウ
�
ふ
る
さ
と
雇
用
再
生
交
付

金
は
県
か
ら
の
由
布
市
配
分
枠
と

何
に
取
り
組
む
の
か
�

�
エ
�
緊
急
雇
用
創
出
事
業
交
付

金
の
�
県
か
ら
の
我
が
市
へ
の
配

分
枠
と
特
性
を
活
か
し
た
活
用
は
�

�
オ
�
安
心
子
ど
も
基
金
の
配
分

枠
は
い
つ
に
な
る
か
�
想
定
さ
れ

る
取
り
組
み
は
�

�
カ
�
妊
産
婦
検
診
臨
時
特
例
交

付
金
に
つ
い
て
�
由
布
市
の
今
後

の
取
り
組
み
は
ど
う
す
る
の
か
�

A(

市
長)

国
が
景
気
後
退
下
で

生
活
者
の
不
安
に
き
め
細
か
く
対

処
す
る
た
め
の
緊
急
支
援
と
し
て

実
施
さ
れ
る
も
の
で
�
併
せ
て
家

計
に
広
く
支
給
す
る
こ
と
に
よ
り

消
費
を
増
や
し
�
景
気
を
下
支
え

す
る
経
済
効
果
を
有
す
る
も
の
�

市
で
の
対
象
者
は
３
６
�
６
５
８

人
�
対
象
世
帯
は
１
５
�
０
１
６

世
帯
�
給
付
総
額
は
５
億
６
�

８
４
８
万
円
を
見
込
ん
で
い
る
�

�
ア
�
現
下
の
非
常
に
厳
し
い
状

況
で
は
市
民
の
方
へ
の
生
活
支
援

に
つ
な
が
り
�
一
定
の
経
済
効
果

が
期
待
さ
れ
る
と
考
え
る
�

�
イ
�
対
象
者
の
把
握
は
十
分
注

意
し
�
事
務
に
遺
漏
の
な
い
よ
う

対
応
す
る
�
挾
間
�
庄
内
の
地
域

振
興
課
�
湯
布
院
庁
舎
子
育
て
支

援
課
が
受
付
窓
口
で
�
職
員
間
で

連
絡
を
密
に
し
�
情
報
を
共
有
し

進
め
る
�

�
ウ
�
配
分
枠
は
１
�
０
０
０
万

円
の
見
込
み
�
中
学
生
へ
の
外
国

人
講
師
の
雇
用
を
予
定
�

�
エ
�
21
年
度
は
２
�
３
０
０
万

円
を
見
込
み
�
法
定
外
公
共
物
デ

�
タ
化
事
業
な
ど
委
託
し
�
30
人

の
雇
用
を
予
定
し
て
い
る
�

�
オ
�
20
年
度
か
ら
22
年
度
に
か

け
て
の
事
業
�
３
月
中
に
計
画
書

を
提
出
し
�
４
月
下
旬
に
配
分
額

を
決
定
�
保
育
所
の
改
修
や
保
育

士
の
研
修
が
主
な
も
の
�

�
カ
�
21
年
度
か
ら
14
回
分
の
妊

産
婦
健
診
の
公
費
負
担
を
予
算
計

上
し
て
い
る
�

教
育
行
政
を
問
う

Q
幼
小
中
学
校
学
習
指
導
要
領

改
訂
が
実
施
さ
れ
る
が
�
授
業
時

間
数
の
増
加
の
配
分
や
外
国
語
教

育
の
充
実
は
�

A(

教
育
長)
全
小
中
学
校
が
標

準
授
業
時
間
数
以
上
の
実
施
を
目

指
し
�
編
成
を
し
て
い
る
�
由
布

市
全
て
の
小
学
校
が
年
間
30
時
間

以
上
計
画
し
て
い
る
�

　

そ
の
他
�
改
正
地
方
教
育
行
政

の
組
織
及
び
運
営
に
関
す
る
法
律

と
福
祉
対
策
の
充
実
を
質
問
し
た
�

中
小
企
業
支
援
制
度
の

見
直
し
を

Q
中
小
企
業
者
に
対
し
�
利
子

補
給
制
度
が
あ
り
ま
す
が
�
対
象

者
の
範
囲
�
限
度
額
�
期
間
延
長

の
見
直
し
を
�

A(

市
長)

限
度
額
の
変
更
�
期

間
の
延
長
の
変
更
等
は
�
今
後
商

工
会
と
も
協
議
し
な
が
ら
検
討
し

た
い
�
対
象
者
の
範
囲
は
�
商
工

会
員
と
い
う
原
則
は
守
り
た
い
�

Q
零
細
企
業
�
個
人
�
グ
ル
�

プ
の
人
が
空
き
店
舗
を
利
用
し
�

事
業
を
始
め
る
た
め
の
助
成
制
度

を
作
る
考
え
は
�

A(

市
長)

空
き
店
舗
の
活
用
に

つ
い
て
は
�
国
�
県
の
様
々
な
融

資
が
あ
る
の
で
�
商
工
会
や
商
工

観
光
課
が
窓
口
に
な
�
て
案
内
を

申
し
上
げ
て
い
る
�

A(

商
工
観
光
課
長)

現
時
点
で

は
�
利
子
補
給
制
度
で
対
応
し
て

い
る
が
�
何
か
い
い
取
り
組
み
が

あ
れ
ば
検
討
し
て
い
き
た
い
�

市
内
の
県
道
整
備
負
担
は

Q
国
の
直
轄
事
業
で
話
題
に
な

�
て
い
る
地
元
負
担
金
で
県
事
業

の
道
路
改
良
工
事
に
つ
い
て
�
市

の
負
担
率
�
金
額
は
�

Ａ
�
市
長
�
県
道
改
良
に
伴
う
市

の
負
担
率
は
県
単
独
事
業
の
場
合
�

事
業
費
の
15
％
と
な
�
て
い
る
�

平
成
18
年
度
か
ら
20
年
度
ま
で
の

３
年
間
で
�
総
額
１
億
１
�

１
６
０
万
円
負
担
し
て
い
る
�

幼
稚
園
の
環
境
整
備
を

Q
21
年
度
に
由
布
川
幼
稚
園
は

新
し
く
建
て
直
す
の
で
�
問
題
は

な
い
と
思
う
が
�
あ
と
の
８
つ
の

幼
稚
園
の
園
舎
は
十
分
整
備
さ
れ

て
い
る
の
か
�
２
年
保
育
を
始
め

る
以
前
に
定
員
を
決
め
て
い
た
が
�

増
や
す
考
え
は
な
い
か
�

A(

教
育
長)

近
年
で
は
い
ず
れ

も
募
集
定
員
内
の
園
児
数
で
推
移

し
て
お
り
�
既
存
の
施
設
で
運
営

機
能
を
果
た
し
て
い
る
と
考
え
て

い
る
�
４
歳
児
教
育
を
実
施
し
て

い
る
一
部
の
幼
稚
園
に
つ
い
て
は
�

園
舎
の
増
設
等
を
行
�
て
整
備
に

努
め
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
る
�
今

後
も
�
必
要
な
部
分
が
あ
れ
ば
整

備
を
図
り
た
い
�

　

来
年
度
の
入
園
希
望
者
は

２
５
０
名
で
定
員
内
と
な
�
て
い

る
�
現
段
階
で
は
定
員
を
増
や
す

考
え
は
な
い
�
ま
た
�
待
機
入
園

希
望
者
は
今
の
と
こ
ろ
な
い
�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

経
済
対
策
に
つ
い
て

　

１
年
前
の
本
会
議
で
も
問
題
提

起
さ
せ
て
頂
い
た
が
�
今
日
の
状

況
が
さ
ら
に
悪
く
な
�
て
い
る
問

題
に
つ
い
て
伺
う
�

Q
国
際
的
な
金
融
市
場
の
混
乱

は
今
や
実
態
経
済
に
も
大
き
な
影

響
を
及
ぼ
し
つ
つ
あ
る
�
市
長
は

�
強
い
危
機
感
と
現
状
打
開
の
必

要
性
を
認
識
し
て
い
る
�
と
い
う

が
�
何
ら
施
策
が
打
て
て
い
な
い

の
が
現
状
だ
�
昨
年
提
案
し
た
行

政
と
関
係
諸
団
体
と
の
協
議
機
関

の
設
置
に
つ
い
て
は
ど
の
よ
う
に

考
え
て
い
る
の
か

A
�
環
境
商
工
観
光
部
長
�
旧

湯
布
院
町
時
代
に
は
５
者
協
議
が

あ
�
た
�
情
勢
を
踏
ま
え
な
が
ら

月
１
回
の
定
例
で
連
絡
会
議
を
行

う
必
要
が
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
�

Q
以
前
に
も
問
題
提
起
を
し
た
�

大
分
県
信
用
保
証
協
会
を
通
し
て

融
資
を
受
け
る
際
の
信
用
保
証
料

を
補
助
す
る
よ
う
な
制
度
を
創
設

し
�
中
小
企
業
を
支
援
す
る
考
え

は
な
い
か
�

A
�
商
工
観
光
課
長
�
検
討
し

た
い
�

Q
今
後
の
危
機
に
対
し
�
対
策

本
部
を
設
置
し
て
�
早
期
に
対
応

で
き
る
体
制
を
考
え
る
べ
き
で
は

な
い
か
�

A
�
市
長
�
私
も
そ
う
い
う
認

識
を
し
て
い
る
�

教
育
諸
問
題
に
つ
い
て

Q
新
学
習
指
導
要
領
に
お
い
て
�

国
家
�
君
が
代
�
に
つ
い
て
は
�

い
ず
れ
の
学
年
に
お
い
て
も
歌
え

る
よ
う
に
指
導
す
る
と
規
定
さ
れ
�

新
た
に
�
歌
え
る
よ
う
に
�
が
加

わ
�
た
�
伝
統
文
化
の
尊
重
や
我

が
国
と
郷
土
を
愛
す
る
観
点
か
ら

も
大
切
な
こ
と
で
あ
る
�
ど
の
よ

う
に
考
え
て
い
る
か

A(

教
育
長)

ご
指
摘
の
と
お
り
�

歌
え
る
よ
う
に
と
い
う
文
言
が
新

た
に
入
�
た
�
そ
れ
は
現
実
を
踏

ま
え
た
上
で
の
文
言
挿
入
だ
と
重

く
受
け
止
め
な
い
と
思
�
て
い
る
�

今
後
は
法
に
基
づ
き
�
学
習
指
導

要
領
に
則
�
た
指
導
を
し
て
い
き

た
い
�

予
算
編
成
の
透
明
化
を

Q
予
算
の
編
成
過
程
に
つ
い
て
�

予
算
要
求
か
ら
査
定
�
編
成
ま
で

の
一
連
の
経
緯
や
内
容
を
公
開
し

て
は
ど
う
か
�

A
�
副
市
長
�
予
算
編
成
過
程

に
つ
い
て
は
�
出
来
る
限
り
透
明

性
を
確
保
す
る
事
が
重
要
で
あ
り
�

公
開
の
方
法
は
今
後
検
討
し
て
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て

い
る
�

Q
現
在
�
庁
内
に
は
公
開
さ
れ

て
い
る
の
か
�

A
�
財
政
課
長
�
査
定
の
状
況

に
つ
い
て
は
�
財
政
課
と
し
て
は

全
て
わ
か
�
て
い
る
が
�
他
の
課

は
全
般
的
に
自
分
の
と
こ
ろ
の
課

の
分
し
か
わ
か
�
て
い
な
い
の
が

現
状
だ
�

計
画
的
な
道
路
整
備
を

Q
数
あ
る
市
道
の
維
持
整
備
の

要
望
に
対
し
て
�
ど
の
よ
う
に
優

先
順
位
を
つ
け
て
行
な
�
て
い
る

の
か
�

A
�
建
設
課
長
�
道
路
整
備
に

関
す
る
要
望
は
�
Ｈ
17
年
の
合
併

時
か
ら
約
３
２
９
件
出
て
い
る
�

う
ち
施
工
し
て
い
る
の
が
２
３
２

件
�
継
続
し
て
い
る
の
が
16
件
で
�

未
着
手
の
要
望
は
約
80
件
あ
る
�

こ
の
80
件
に
つ
い
て
は
�
今
後
精

査
が
必
要
だ
と
思
�
て
い
る
�

Q
そ
の
精
査
を
し
た
結
果
を
き

ち
ん
と
公
開
す
べ
き
だ
�
予
算
編

成
に
し
て
も
道
路
整
備
に
し
て
も
�

と
に
か
く
計
画
的
で
透
明
性
を
高

め
る
こ
と
が
重
要
�
当
初
予
算
で

は
ど
こ
ま
で
事
業
を
計
画
し
て
い

る
の
か
�
補
正
で
は
ど
の
く
ら
い

の
事
業
を
予
定
し
て
い
る
か
�
道

路
も
短
・
中
・
長
期
に
わ
け
て
整

備
し
て
い
く
計
画
を
明
示
す
る
事

で
�
声
の
強
い
要
望
や
事
業
だ
け

が
通
る
と
い
う
事
を
さ
け
ら
れ
る

の
で
は
�

A
�
副
市
長
�
予
算
編
成
の
仕

方
の
仕
組
み
そ
の
も
の
も
�
事
務

事
業
評
価
を
含
め
て
全
体
と
し
て

見
直
し
て
い
き
た
い
�

早
く
�
住
民
自
治
基
本

条
例
�
の
再
提
案
を

Q
今
回
�
な
ぜ
議
会
開
会
直
前

に
な
�
て
�
住
民
自
治
基
本
条

例
�
制
定
の
議
案
を
取
り
下
げ
た

の
か
�
市
長
は
こ
の
条
例
を
策
定

す
る
気
は
あ
る
の
か
�

A
�
市
長
�
今
議
会
で
の
提
案

を
念
頭
に
し
て
い
た
が
�
議
会
の

総
意
の
形
成
や
議
会
に
お
け
る
議

論
を
期
待
し
�
調
整
し
た
�
住
民

自
治
基
本
条
例
を
策
定
す
る
つ
も

り
は
あ
る
の
で
�
提
案
し
よ
う
と

思
�
て
い
る
�

Q
議
会
は
�
議
案
が
上
程
さ
れ

な
い
と
議
論
で
き
な
い
で
は
な
い

か
�
こ
の
条
例
は
由
布
市
の
住
民

自
治
の
基
本
姿
勢
を
明
確
に
す
る

た
め
も
早
く
制
定
す
べ
き
条
例
だ
�

市
長
は
つ
く
る
気
が
あ
る
の
で
あ

れ
ば
�
今
後
早
く
議
会
に
再
提
案

し
て
い
た
だ
く
こ
と
を
期
待
し
て

い
る
�
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(

�
前
ペ
�
ジ
よ
り
つ
づ
き
�

Q
合
併
後
の
入
湯
税
の
特
別
徴

収
義
務
者
の
推
移
を
市
は
把
握
し

て
い
る
か
�

A(

市
長)

無
申
告
業
者
等
の
発

生
が
若
干
あ
る
た
め
�
税
務
担
当

者
に
よ
る
対
象
者
の
訪
問
指
導
を

行
�
て
お
り
�
今
後
も
公
平
確
実

を
期
す
た
め
課
税
客
数
の
把
握
に

努
め
る
�

　

そ
の
他
�
温
泉
の
有
効
活
用
・

多
目
的
有
効
利
用
の
進
捗
状
況
�

�
特
色
あ
る
温
泉
地
環
境
づ
く
り

の
進
捗
�
に
関
し
て
そ
れ
ぞ
れ
質

問
を
行
�
た
�

　
国
の
第
二
次
補
正
予
算

に
よ
る
市
の
対
応
は

Q
原
油
価
格
の
高
騰
に
よ
る
物

価
上
昇
や
急
激
な
経
済
環
境
の
変

化
に
対
応
す
る
た
め
の
緊
急
経
済

対
策
の
一
つ
で
定
額
給
付
金
が
支

給
さ
れ
る
�

�
ア
�
定
額
給
付
金
に
つ
い
て
の

市
長
の
考
え
は
�

�
イ
�
子
育
て
応
援
特
別
手
当
の

支
給
案
内
や
対
象
者
受
付
窓
口
は
�

�
ウ
�
ふ
る
さ
と
雇
用
再
生
交
付

金
は
県
か
ら
の
由
布
市
配
分
枠
と

何
に
取
り
組
む
の
か
�

�
エ
�
緊
急
雇
用
創
出
事
業
交
付

金
の
�
県
か
ら
の
我
が
市
へ
の
配

分
枠
と
特
性
を
活
か
し
た
活
用
は
�

�
オ
�
安
心
子
ど
も
基
金
の
配
分

枠
は
い
つ
に
な
る
か
�
想
定
さ
れ

る
取
り
組
み
は
�

�
カ
�
妊
産
婦
検
診
臨
時
特
例
交

付
金
に
つ
い
て
�
由
布
市
の
今
後

の
取
り
組
み
は
ど
う
す
る
の
か
�

A(

市
長)

国
が
景
気
後
退
下
で

生
活
者
の
不
安
に
き
め
細
か
く
対

処
す
る
た
め
の
緊
急
支
援
と
し
て

実
施
さ
れ
る
も
の
で
�
併
せ
て
家

計
に
広
く
支
給
す
る
こ
と
に
よ
り

消
費
を
増
や
し
�
景
気
を
下
支
え

す
る
経
済
効
果
を
有
す
る
も
の
�

市
で
の
対
象
者
は
３
６
�
６
５
８

人
�
対
象
世
帯
は
１
５
�
０
１
６

世
帯
�
給
付
総
額
は
５
億
６
�

８
４
８
万
円
を
見
込
ん
で
い
る
�

�
ア
�
現
下
の
非
常
に
厳
し
い
状

況
で
は
市
民
の
方
へ
の
生
活
支
援

に
つ
な
が
り
�
一
定
の
経
済
効
果

が
期
待
さ
れ
る
と
考
え
る
�

�
イ
�
対
象
者
の
把
握
は
十
分
注

意
し
�
事
務
に
遺
漏
の
な
い
よ
う

対
応
す
る
�
挾
間
�
庄
内
の
地
域

振
興
課
�
湯
布
院
庁
舎
子
育
て
支

援
課
が
受
付
窓
口
で
�
職
員
間
で

連
絡
を
密
に
し
�
情
報
を
共
有
し

進
め
る
�

�
ウ
�
配
分
枠
は
１
�
０
０
０
万

円
の
見
込
み
�
中
学
生
へ
の
外
国

人
講
師
の
雇
用
を
予
定
�

�
エ
�
21
年
度
は
２
�
３
０
０
万

円
を
見
込
み
�
法
定
外
公
共
物
デ

�
タ
化
事
業
な
ど
委
託
し
�
30
人

の
雇
用
を
予
定
し
て
い
る
�

�
オ
�
20
年
度
か
ら
22
年
度
に
か

け
て
の
事
業
�
３
月
中
に
計
画
書

を
提
出
し
�
４
月
下
旬
に
配
分
額

を
決
定
�
保
育
所
の
改
修
や
保
育

士
の
研
修
が
主
な
も
の
�

�
カ
�
21
年
度
か
ら
14
回
分
の
妊

産
婦
健
診
の
公
費
負
担
を
予
算
計

上
し
て
い
る
�

教
育
行
政
を
問
う

Q
幼
小
中
学
校
学
習
指
導
要
領

改
訂
が
実
施
さ
れ
る
が
�
授
業
時

間
数
の
増
加
の
配
分
や
外
国
語
教

育
の
充
実
は
�

A(

教
育
長)

全
小
中
学
校
が
標

準
授
業
時
間
数
以
上
の
実
施
を
目

指
し
�
編
成
を
し
て
い
る
�
由
布

市
全
て
の
小
学
校
が
年
間
30
時
間

以
上
計
画
し
て
い
る
�

　

そ
の
他
�
改
正
地
方
教
育
行
政

の
組
織
及
び
運
営
に
関
す
る
法
律

と
福
祉
対
策
の
充
実
を
質
問
し
た
�

中
小
企
業
支
援
制
度
の

見
直
し
を

Q
中
小
企
業
者
に
対
し
�
利
子

補
給
制
度
が
あ
り
ま
す
が
�
対
象

者
の
範
囲
�
限
度
額
�
期
間
延
長

の
見
直
し
を
�

A(

市
長)

限
度
額
の
変
更
�
期

間
の
延
長
の
変
更
等
は
�
今
後
商

工
会
と
も
協
議
し
な
が
ら
検
討
し

た
い
�
対
象
者
の
範
囲
は
�
商
工

会
員
と
い
う
原
則
は
守
り
た
い
�

Q
零
細
企
業
�
個
人
�
グ
ル
�

プ
の
人
が
空
き
店
舗
を
利
用
し
�

事
業
を
始
め
る
た
め
の
助
成
制
度

を
作
る
考
え
は
�

A(

市
長)

空
き
店
舗
の
活
用
に

つ
い
て
は
�
国
�
県
の
様
々
な
融

資
が
あ
る
の
で
�
商
工
会
や
商
工

観
光
課
が
窓
口
に
な
�
て
案
内
を

申
し
上
げ
て
い
る
�

A(

商
工
観
光
課
長)

現
時
点
で

は
�
利
子
補
給
制
度
で
対
応
し
て

い
る
が
�
何
か
い
い
取
り
組
み
が

あ
れ
ば
検
討
し
て
い
き
た
い
�

市
内
の
県
道
整
備
負
担
は

Q
国
の
直
轄
事
業
で
話
題
に
な

�
て
い
る
地
元
負
担
金
で
県
事
業

の
道
路
改
良
工
事
に
つ
い
て
�
市

の
負
担
率
�
金
額
は
�

Ａ
�
市
長
�
県
道
改
良
に
伴
う
市

の
負
担
率
は
県
単
独
事
業
の
場
合
�

事
業
費
の
15
％
と
な
�
て
い
る
�

平
成
18
年
度
か
ら
20
年
度
ま
で
の

３
年
間
で
�
総
額
１
億
１
�

１
６
０
万
円
負
担
し
て
い
る
�

幼
稚
園
の
環
境
整
備
を

Q
21
年
度
に
由
布
川
幼
稚
園
は

新
し
く
建
て
直
す
の
で
�
問
題
は

な
い
と
思
う
が
�
あ
と
の
８
つ
の

幼
稚
園
の
園
舎
は
十
分
整
備
さ
れ

て
い
る
の
か
�
２
年
保
育
を
始
め

る
以
前
に
定
員
を
決
め
て
い
た
が
�

増
や
す
考
え
は
な
い
か
�

A(

教
育
長)

近
年
で
は
い
ず
れ

も
募
集
定
員
内
の
園
児
数
で
推
移

し
て
お
り
�
既
存
の
施
設
で
運
営

機
能
を
果
た
し
て
い
る
と
考
え
て

い
る
�
４
歳
児
教
育
を
実
施
し
て

い
る
一
部
の
幼
稚
園
に
つ
い
て
は
�

園
舎
の
増
設
等
を
行
�
て
整
備
に

努
め
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
る
�
今

後
も
�
必
要
な
部
分
が
あ
れ
ば
整

備
を
図
り
た
い
�

　

来
年
度
の
入
園
希
望
者
は

２
５
０
名
で
定
員
内
と
な
�
て
い

る
�
現
段
階
で
は
定
員
を
増
や
す

考
え
は
な
い
�
ま
た
�
待
機
入
園

希
望
者
は
今
の
と
こ
ろ
な
い
�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

経
済
対
策
に
つ
い
て

　

１
年
前
の
本
会
議
で
も
問
題
提

起
さ
せ
て
頂
い
た
が
�
今
日
の
状

況
が
さ
ら
に
悪
く
な
�
て
い
る
問

題
に
つ
い
て
伺
う
�

Q
国
際
的
な
金
融
市
場
の
混
乱

は
今
や
実
態
経
済
に
も
大
き
な
影

響
を
及
ぼ
し
つ
つ
あ
る
�
市
長
は

�
強
い
危
機
感
と
現
状
打
開
の
必

要
性
を
認
識
し
て
い
る
�
と
い
う

が
�
何
ら
施
策
が
打
て
て
い
な
い

の
が
現
状
だ
�
昨
年
提
案
し
た
行

政
と
関
係
諸
団
体
と
の
協
議
機
関

の
設
置
に
つ
い
て
は
ど
の
よ
う
に

考
え
て
い
る
の
か

A
�
環
境
商
工
観
光
部
長
�
旧

湯
布
院
町
時
代
に
は
５
者
協
議
が

あ
�
た
�
情
勢
を
踏
ま
え
な
が
ら

月
１
回
の
定
例
で
連
絡
会
議
を
行

う
必
要
が
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
�

Q
以
前
に
も
問
題
提
起
を
し
た
�

大
分
県
信
用
保
証
協
会
を
通
し
て

融
資
を
受
け
る
際
の
信
用
保
証
料

を
補
助
す
る
よ
う
な
制
度
を
創
設

し
�
中
小
企
業
を
支
援
す
る
考
え

は
な
い
か
�

A
�
商
工
観
光
課
長
�
検
討
し

た
い
�

Q
今
後
の
危
機
に
対
し
�
対
策

本
部
を
設
置
し
て
�
早
期
に
対
応

で
き
る
体
制
を
考
え
る
べ
き
で
は

な
い
か
�

A
�
市
長
�
私
も
そ
う
い
う
認

識
を
し
て
い
る
�

教
育
諸
問
題
に
つ
い
て

Q
新
学
習
指
導
要
領
に
お
い
て
�

国
家
�
君
が
代
�
に
つ
い
て
は
�

い
ず
れ
の
学
年
に
お
い
て
も
歌
え

る
よ
う
に
指
導
す
る
と
規
定
さ
れ
�

新
た
に
�
歌
え
る
よ
う
に
�
が
加

わ
�
た
�
伝
統
文
化
の
尊
重
や
我

が
国
と
郷
土
を
愛
す
る
観
点
か
ら

も
大
切
な
こ
と
で
あ
る
�
ど
の
よ

う
に
考
え
て
い
る
か

A(

教
育
長)

ご
指
摘
の
と
お
り
�

歌
え
る
よ
う
に
と
い
う
文
言
が
新

た
に
入
�
た
�
そ
れ
は
現
実
を
踏

ま
え
た
上
で
の
文
言
挿
入
だ
と
重

く
受
け
止
め
な
い
と
思
�
て
い
る
�

今
後
は
法
に
基
づ
き
�
学
習
指
導

要
領
に
則
�
た
指
導
を
し
て
い
き

た
い
�

予
算
編
成
の
透
明
化
を

Q
予
算
の
編
成
過
程
に
つ
い
て
�

予
算
要
求
か
ら
査
定
�
編
成
ま
で

の
一
連
の
経
緯
や
内
容
を
公
開
し

て
は
ど
う
か
�

A
�
副
市
長
�
予
算
編
成
過
程

に
つ
い
て
は
�
出
来
る
限
り
透
明

性
を
確
保
す
る
事
が
重
要
で
あ
り
�

公
開
の
方
法
は
今
後
検
討
し
て
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て

い
る
�

Q
現
在
�
庁
内
に
は
公
開
さ
れ

て
い
る
の
か
�

A
�
財
政
課
長
�
査
定
の
状
況

に
つ
い
て
は
�
財
政
課
と
し
て
は

全
て
わ
か
�
て
い
る
が
�
他
の
課

は
全
般
的
に
自
分
の
と
こ
ろ
の
課

の
分
し
か
わ
か
�
て
い
な
い
の
が

現
状
だ
�

計
画
的
な
道
路
整
備
を

Q
数
あ
る
市
道
の
維
持
整
備
の

要
望
に
対
し
て
�
ど
の
よ
う
に
優

先
順
位
を
つ
け
て
行
な
�
て
い
る

の
か
�

A
�
建
設
課
長
�
道
路
整
備
に

関
す
る
要
望
は
�
Ｈ
17
年
の
合
併

時
か
ら
約
３
２
９
件
出
て
い
る
�

う
ち
施
工
し
て
い
る
の
が
２
３
２

件
�
継
続
し
て
い
る
の
が
16
件
で
�

未
着
手
の
要
望
は
約
80
件
あ
る
�

こ
の
80
件
に
つ
い
て
は
�
今
後
精

査
が
必
要
だ
と
思
�
て
い
る
�

Q
そ
の
精
査
を
し
た
結
果
を
き

ち
ん
と
公
開
す
べ
き
だ
�
予
算
編

成
に
し
て
も
道
路
整
備
に
し
て
も
�

と
に
か
く
計
画
的
で
透
明
性
を
高

め
る
こ
と
が
重
要
�
当
初
予
算
で

は
ど
こ
ま
で
事
業
を
計
画
し
て
い

る
の
か
�
補
正
で
は
ど
の
く
ら
い

の
事
業
を
予
定
し
て
い
る
か
�
道

路
も
短
・
中
・
長
期
に
わ
け
て
整

備
し
て
い
く
計
画
を
明
示
す
る
事

で
�
声
の
強
い
要
望
や
事
業
だ
け

が
通
る
と
い
う
事
を
さ
け
ら
れ
る

の
で
は
�

A
�
副
市
長
�
予
算
編
成
の
仕

方
の
仕
組
み
そ
の
も
の
も
�
事
務

事
業
評
価
を
含
め
て
全
体
と
し
て

見
直
し
て
い
き
た
い
�

早
く
�
住
民
自
治
基
本

条
例
�
の
再
提
案
を

Q
今
回
�
な
ぜ
議
会
開
会
直
前

に
な
�
て
�
住
民
自
治
基
本
条

例
�
制
定
の
議
案
を
取
り
下
げ
た

の
か
�
市
長
は
こ
の
条
例
を
策
定

す
る
気
は
あ
る
の
か
�

A
�
市
長
�
今
議
会
で
の
提
案

を
念
頭
に
し
て
い
た
が
�
議
会
の

総
意
の
形
成
や
議
会
に
お
け
る
議

論
を
期
待
し
�
調
整
し
た
�
住
民

自
治
基
本
条
例
を
策
定
す
る
つ
も

り
は
あ
る
の
で
�
提
案
し
よ
う
と

思
�
て
い
る
�

Q
議
会
は
�
議
案
が
上
程
さ
れ

な
い
と
議
論
で
き
な
い
で
は
な
い

か
�
こ
の
条
例
は
由
布
市
の
住
民

自
治
の
基
本
姿
勢
を
明
確
に
す
る

た
め
も
早
く
制
定
す
べ
き
条
例
だ
�

市
長
は
つ
く
る
気
が
あ
る
の
で
あ

れ
ば
�
今
後
早
く
議
会
に
再
提
案

し
て
い
た
だ
く
こ
と
を
期
待
し
て

い
る
�
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を

ご
参
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く
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�

　　　　　
【挾間会場】　
日時：2月3日(火)19時～
場所：挾間みらい館
担当議員：工藤安雄・生野征平・久保博義・
　　　　 二宮英俊・渕野けさ子・藤柴厚才・
　　　　 高橋義孝・小林華弥子
トーク依頼者：山本政司・田中廣幸・大津留博子
参加者数：55名(前回80名)
アンケート数：7枚　　　　　　

【湯布院会場】　
日時：2月5日(木)19時～
場所：クアージュゆふいん健康温泉館
担当議員：吉村幸治・後藤憲次・丹生文雄・
　　　　 小野二三人・佐藤正・溝口泰章・
　　　　 新井一徳・佐藤郁夫
トーク依頼者：溝口正義・木戸浩久・高倉セツ子
参加者数：83名　(前回120名)
アンケート数：9枚

【庄内会場】　
日時：2月6日(金)19時～
場所：庄内庁舎会議室
担当議員：佐藤友信・山村博司・田中真理子・
　　　　 利光直人・佐藤人巳・江藤明彦・
　　　　 太田正美・西郡均
トーク依頼者：大塚寿徳・藤林重子・那須紀子
参加者数:52名　(前回75名)
アンケート数：9枚

　
　各会場でのトーク時には数多くの意見や質疑がだされました。主な内容は次の通りです。

①議会や議員活動のことについて
 [トーク依頼者の声]
・合併により議員の顔が見えない。地元議員しか知らない。
・地域全体の開催でなく自治区単位くらいでの開催が必要ではないか。
・議員は一般質問を真剣にしているのに市長の答弁はあいまいである。
・議員定数は本当に22名で良かったのか、行革推進が主な目的なのか。
・議員の削減はいかがか、地域の声が届かなくなる。
・議会の中継システムが考えられないか。
・自治委員と議員の懇談会の企画は考えられないか。
・各種団体の会合に出席してほしい。
・地域審議会に参加してほしい。

[会場からの意見]
・日常の議会活動の報告もあったら良い。
・住民自治基本条例が否決されたがその理由は。
・議会報告はとても良い。まだ知らない議員もいる。

②議会や市政に期待すること
 [トーク依頼者の声]
・まちづくりの理念「融和・協働・発展」の意識が市民にまだ浸透していない。意識改革が必要。
・地域自治を大切にして、時間をかけ長いスタンスのまちづくりが必要である。
・地域の底力事業を実施していただいており地域の輪ができ、元気になってきた。
・商店街、商工会の発展、活性化については市の支援が必要である。
・特性のある3つの町の個性を生かす町づくりをしてほしい。
・由布高校存続に市民が一体となった活動が必要である。

[会場からの意見]
・昼間での議会開会は傍聴ができない。夜間また休日の
　開会は出来ないか。
・予算、決算の説明は数字だけで解りにくい。工夫が必要。
・市の文化財行政全般を担当するセクションが無く美術協会
　の組織がないのは由布市のみ。早急に設置してほしい。

③庁舎の問題について
 [トーク依頼者の声]
・一般市民はさほど庁舎の位置の認識はないのでは。
・市長の考えに対して議会の対応と、議会は市民の声をどう聞くのか。
・一市民としては今の状況で不便を感じていないが、市役所は一本化すべきと思う。
・市長は在任中に庁舎問題について解決したいと表明しているが議会には期限を明言したのか。
・合併してまだ3年しか経過していないのにもう庁舎方式の論議が必要か。もっと市民レベルで話

を行うべきである。
・本庁方式にすると財政効果がどの位あるのか数字を出して論議してほしい。
・本庁方式に賛成だが、振興局がしっかりしていればよい。
・本庁舎方式について議会また議員個人の考えはどうなのか。

[会場からの意見]
・市長は市民に情報提供が出来ていない。もっと市民に情報提供の責務がある。
・議会や市長は全市民の声を聞ける方策を取るべき。
・庁舎を一本化すれば行政が遠くなる感じがする。振興局長を副市長並みにするべき。
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【開催状況について】（敬称略）

【トーク時の内容及び結果】
第２回「議会報告会」の中間報告

議会運営委員長　久保博義
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日時：2月3日(火)19時～
場所：挾間みらい館
担当議員：工藤安雄・生野征平・久保博義・
　　　　 二宮英俊・渕野けさ子・藤柴厚才・
　　　　 高橋義孝・小林華弥子
トーク依頼者：山本政司・田中廣幸・大津留博子
参加者数：55名(前回80名)
アンケート数：7枚　　　　　　

【湯布院会場】　
日時：2月5日(木)19時～
場所：クアージュゆふいん健康温泉館
担当議員：吉村幸治・後藤憲次・丹生文雄・
　　　　 小野二三人・佐藤正・溝口泰章・
　　　　 新井一徳・佐藤郁夫
トーク依頼者：溝口正義・木戸浩久・高倉セツ子
参加者数：83名　(前回120名)
アンケート数：9枚

【庄内会場】　
日時：2月6日(金)19時～
場所：庄内庁舎会議室
担当議員：佐藤友信・山村博司・田中真理子・
　　　　 利光直人・佐藤人巳・江藤明彦・
　　　　 太田正美・西郡均
トーク依頼者：大塚寿徳・藤林重子・那須紀子
参加者数:52名　(前回75名)
アンケート数：9枚

　
　各会場でのトーク時には数多くの意見や質疑がだされました。主な内容は次の通りです。

①議会や議員活動のことについて
 [トーク依頼者の声]
・合併により議員の顔が見えない。地元議員しか知らない。
・地域全体の開催でなく自治区単位くらいでの開催が必要ではないか。
・議員は一般質問を真剣にしているのに市長の答弁はあいまいである。
・議員定数は本当に22名で良かったのか、行革推進が主な目的なのか。
・議員の削減はいかがか、地域の声が届かなくなる。
・議会の中継システムが考えられないか。
・自治委員と議員の懇談会の企画は考えられないか。
・各種団体の会合に出席してほしい。
・地域審議会に参加してほしい。

[会場からの意見]
・日常の議会活動の報告もあったら良い。
・住民自治基本条例が否決されたがその理由は。
・議会報告はとても良い。まだ知らない議員もいる。

②議会や市政に期待すること
 [トーク依頼者の声]
・まちづくりの理念「融和・協働・発展」の意識が市民にまだ浸透していない。意識改革が必要。
・地域自治を大切にして、時間をかけ長いスタンスのまちづくりが必要である。
・地域の底力事業を実施していただいており地域の輪ができ、元気になってきた。
・商店街、商工会の発展、活性化については市の支援が必要である。
・特性のある3つの町の個性を生かす町づくりをしてほしい。
・由布高校存続に市民が一体となった活動が必要である。

[会場からの意見]
・昼間での議会開会は傍聴ができない。夜間また休日の
　開会は出来ないか。
・予算、決算の説明は数字だけで解りにくい。工夫が必要。
・市の文化財行政全般を担当するセクションが無く美術協会
　の組織がないのは由布市のみ。早急に設置してほしい。

③庁舎の問題について
 [トーク依頼者の声]
・一般市民はさほど庁舎の位置の認識はないのでは。
・市長の考えに対して議会の対応と、議会は市民の声をどう聞くのか。
・一市民としては今の状況で不便を感じていないが、市役所は一本化すべきと思う。
・市長は在任中に庁舎問題について解決したいと表明しているが議会には期限を明言したのか。
・合併してまだ3年しか経過していないのにもう庁舎方式の論議が必要か。もっと市民レベルで話

を行うべきである。
・本庁方式にすると財政効果がどの位あるのか数字を出して論議してほしい。
・本庁方式に賛成だが、振興局がしっかりしていればよい。
・本庁舎方式について議会また議員個人の考えはどうなのか。

[会場からの意見]
・市長は市民に情報提供が出来ていない。もっと市民に情報提供の責務がある。
・議会や市長は全市民の声を聞ける方策を取るべき。
・庁舎を一本化すれば行政が遠くなる感じがする。振興局長を副市長並みにするべき。

�
ま
と
め
�

　

３
会
場
の
参
加
者
総
数
は
１
９
０
名

で
し
た
�
前
回
が
２
７
５
名
の
参
加
で

比
較
す
る
と
85
名
の
大
幅
な
減
少
で

す
�
第
１
回
目
の
実
施
は
市
民
か
ら
高

い
評
価
を
戴
き
ま
し
た
の
で
今
回
の
開

催
も
議
員
一
同
大
変
期
待
を
し
て
お
り

ま
し
た
�
し
か
し
結
果
と
し
て
参
加
者

が
少
な
く
盛
会
と
は
言
え
な
い
状
況
で

し
た
�
こ
の
原
因
は
PR
不
足
や
開
催

方
法
な
ど
色
々
な
要
因
が
考
え
ら
れ
ま

す
�

　

ま
た
参
加
者
は
庁
舎
の
問
題
に
つ
い

て
大
変
関
心
が
あ
り
�
各
会
場
で
議
会

や
議
員
と
し
て
の
意
見
を
求
め
ら
れ
ま

し
た
�
し
か
し
議
会
で
は
こ
の
件
に
つ

い
て
正
式
に
協
議
�
検
討
を
行
�
て
い

な
い
た
め
に
�
今
回
の
申
し
合
わ
せ
事

項
と
し
て
議
員
個
人
と
し
て
の
意
見
は

発
言
し
な
い
こ
と
に
な
�
て
い
た
こ
と

か
ら
回
答
が
で
き
ず
市
民
か
ら
大
変
な

ご
批
判
を
受
け
ま
し
た
�

　

こ
の
様
に
市
民
か
ら
い
た
だ
い
た
数

多
く
の
ご
意
見
や
問
題
点
に
つ
い
て
議

会
で
早
急
に
検
証
�
検
討
を
行
い
�
今

後
の
�
議
会
報
告
会
の
あ
り
方
に
つ
い

て
�
の
方
向
を
出
し
た
い
と
思
�
て
お

り
ま
す
�

　

最
後
に
各
会
場
に
ご
参
加
下
さ
い
ま

し
た
市
民
の
方
々
や
ト
�
ク
者
と
し
て

ご
協
力
下
さ
い
ま
し
た
９
名
の
皆
様
に
�

紙
上
か
ら
で
す
が
心
か
ら
感
謝
し
お
礼

を
申
し
上
げ
ま
す
�

2009.4 由布市議会だより由布市議会だより 2008.9 18３ 由布市議会だより 2009.419

【開催状況について】（敬称略）

【トーク時の内容及び結果】
第２回「議会報告会」の中間報告

議会運営委員長　久保博義



　

Ｗ
Ｂ
Ｃ
で
侍
ジ
ャ
パ
ン
が
優
勝
し
世
界
一
と
な
っ
た
。

今
回
の
優
勝
で
二
連
覇
と
い
う
偉
業
が
達
成
さ
れ
、

こ
の
優
勝
は
日
本
国
民
に
大
き
な
感
動
と
勇
気
を

与
え
て
く
れ
た
。

そ
の
上
、こ
の
侍
ジ
ャ
パ
ン
で
大
分
県
内
の
高
校
出

身
の
城
島
選
手
、
内
川
選
手
の
二
人
が
優
勝
に
大

き
く
貢
献
さ
れ
、
県
民
に
よ
り
一
層
喜
び
と
力
を

与
え
て
く
れ
た
。

　

原
監
督
の
優
勝
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で「
選
手
が
練
習
す

る
中
で
選
手
の
個
人
個
人
が
礼
儀
と
礼
節
を
重
ん

じ
た
こ
と
に
よ
っ
て
チ
ー
ム
全
体
の
団
結
が
で
き
素
晴

ら
し
い
チ
ー
ム
が
で
き
た
」と
の
言
葉
が
あ
っ
た
。今
日

の
自
己
本
位
の
社
会
情
勢
の
中
、
本
当
に
忘
れ
か

け
た
大
変
意
義
深
い
言
葉
で
な
い
だ
ろ
か
。我
々
議

員
も
こ
の
礼
儀
礼
節
の
言
葉
を
重
ん
じ
、
大
切
に
し

て
言
動
し
議
会
運
営
を
し
た
い
も
の
だ
。

　

職
員
も
今
回
20
名
が
退
職
さ
れ
、
新
た
に
11
名

が
採
用
さ
れ
た
。
行
政
も
４
月
１
日
よ
り
新
体
制

で
平
成
21
年
度
が
始
ま
る
。
特
に
部
課
長
は
、
由

布
市
発
展
の
た
め
サ
ム
ラ
イ
由
布
市
の
戦
士
と
し
て

先
頭
に
立
ち
頑
張
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。　　　　　　　　　

　　　　

※1【継続審査の理由】文教厚生常任委員会との十分な協議が必要。
※2【不採択の理由】幅員が狭く、神社の境内地で天然記念物があるため改修が困難である。
※3【採択の結果】請願の採択により、由布市議会の発議で同趣旨の意見書を関係各機関に提出することを可決した。
※4【不採択の理由】転回広場の用地を神社庁から帰属することを求めたが、帰属が困難との報告があったため。
※5【不採択の理由】日本政府は密約文書の存在を否定しており、議会として文書の存在が確認できないため。
※6【趣旨採択の理由】由布市として医療機関と協議を進め早期に情報収集を行い、ワクチン接種の必要性を判断し、　　　
　　　　　　　   　 無料化あるいは助成の制度化に臨むべき。

●議会を初めて見て、すごいなと思いました。むずかしい話だったけど、由布市のために一人一人みんな議員さ

んががんばってくれてるんだと思うと、かっこいいなと思えました。

●議員さんたちは、みんないろんな意見を言い合って、真剣に聞いていたり、スゴかったです。

●議会で話している事はとてもむつかしくてあまりわからなかったけど、ぼくたちのためにいろんなことを時

間をかけてがんばって話し合っているのだと思いました。

●定額給付金のことや、水道のことや、農業の事などを話していました。由布市や私たちのために話し合ってく

れているんだと思いました。とても嬉しかったです。

●議員さんたちが真剣に話し合っていて、とてもスゴいなと思いました。未来館とか天神橋のことも、こんな議

員さんたちが頑張ってくれたから実現できたんだと思いました。

●見た事のある人がいて、こういうところで頑張っているんだなあと思いました。

●議会では意見を言う人に対して、答える人は相手のことを一番に考え接していて、私たちの話し合いみたい

に一方的な意見を言わないで、相手の気持ちを考えているなあと思いました。だから私も意見をいう時は相

手の気持ちを考えようと思いました。

●議会を見て感動しました。なんか、テレビで見る国会みたいでスゴかったです。

●むつかしい話をいっぱいしていて、全然わかりませんでした。でもみんな真剣に話しているということだけは

わかりました。大人になったら、また議会を見に行きたくなりました。

●ぼくは由布市についてそこまでは関心がなかったけれど、議会を見てこれから由布市の事をもっと知り、由

布市をもっといい市にしていってもらいたいです。

●質問をしている姿や、難しい言葉を使っているとこがかっこいいなと思いました。ぼくは議員になってみたい

と思うけど、勉強が苦手なのでなれないとおもう。けどがんばってみたいです。

挾間小学校６年生の皆さんの議会傍聴の感想文の一部をご紹介します。
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庄内中学校通学路の新設にかかる請願書

請　

願

区分 件　　　名 代表提出者 結　果

市道認定について請願書

湯布院中学校近接農道の市道認定に関する請願のお願い

「協同出資・協同経営で働く協同組合法」（仮称）の速やかな制定に
ついて意見書の提出を求める請願

前回からの継続審査分

庄内町長野地区農道の市道編入にかかる請願（長畑～小長間　約500m）

生活道路の市道認定に関する請願

日本政府に対し、日米地位協定・裁判権放棄の日米密約の公表・
破棄を求める意見書の提出を求める請願

インフルエンザ菌B型ワクチン（Hibワクチン）の無料化に関する陳情書

請
願

陳
情

由布市立庄内中学校PTA会長
江戸高善　他４名
並若区長・並柳自治委員
小野敏雄

石武自治委員　衛藤縣　他４名

東部地域福祉事務所「ゆりかご」
所長　杉崎トヨ子　他１名

継続審査
(※1)

不採択(※2)

採　択

採択(※3)

採　択

不採択(※4)

不採択(※5)

趣旨採択
(※6)大分県保険医協会会長　松山家久

大分県平和委員会代表　日高幸男

荒木自治委員　立川忠実

長野区自治委員　古長準一他２名

■３月定例議会で採決された請願・陳情の結果 
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